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1 まえがき

ServerView Suite にはサーバ管理ソ フ ト ウ ェ アの ServerView Operations 
Manager （以下、 Operations Manager と呼びます） があ り、 業界標準のサー
バ類を集中管理する こ とができます。

Operations Manager によ って、 監視対象のサーバに関するデータにイ ン ト ラ
ネ ッ ト やイ ン ターネ ッ ト を経由し てアクセスする こ とができ、 標準的な Web
ブ ラウザを搭載し た PC から監視対象サーバのデータ を見る こ とができます。

Operations Manager は、 ハー ド デ ィ スク、 換気フ ァ ン、 電源や温度などの
サーバの重要な機能を監視し ます。 これらのパラ メ ータの規定値を越えた り
エラーが発生し た場合は、 必要に応じ て メ ッ セージを出力し、 是正措置を行
います。

大規模なネ ッ ト ワークのオペレータにと って、 Operations Manager による
サーバ管理には以下のよ う な決定的な利点があ り ます。

– 高信頼のサーバによる生産性の向上

– データ プロセ ッ シング設備の自動モニ タ リ ングによる コス ト 削減

– Operations Manager と し ての柔軟なシステムの拡張に対応

– シンプルなエラー解析によるダウン タ イムの短縮

– エ ラー発生時の反応時間の短縮

– ネ ッ ト ワーク コ ンポーネン ト やリ ソースの有効活用による総運用コス ト
（総所有コス ト ） の削減

– 分かりやすいデータ表示、 高機能なユーザイ ン ターフ ェ イス、 支援的ヘル
プシステム
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1  まえがき

ServerView のコ ンセプ ト において重要な側面は、 ハー ド ウ ェ ア機能と
Operations Manager との相互作用です。 システムボー ド に組み込まれた予防
保守機能 （PDA: Prefailure Detection and Analysis）、 ASR&R （Automatic 
Server Reconfiguration and Restart） 機能、 Operations Manager によ って、
個々のシステムコ ンポーネン ト の動作に関連するデータ を交換できます。 例
えば、 エラーが発生し た場合は、 障害のあるハー ド ウ ェ アモジュールを停止
する こ と でサーバは運用状態に戻り ます。

サーバの監視において 2 つのパー ト から構成されています。 "Operations 
Manager" は管理用サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールされ、 も う 一方の
"ServerView エージ ェ ン ト " は Operations Manager と情報を交換する監視対
象サーバ上で使用し ます。

この情報の交換には、 マネージャ （管理用サーバ / パソ コ ン） と エージ ェ ン ト
に共通の情報ベースが提供されている必要があ り ます。 この共通の情報ベー
スは "Management Information Base （MIB） " と呼ばれます。 MIB は管理され
るエレ メ ン ト を抽象的なフ ォームで記述するデータ モデルです。

ネ ッ ト ワーク内の各エージ ェ ン ト は MIB を提供し、 ネ ッ ト ワーク内のエー
ジ ェ ン ト が提供するすべての MIB 記述フ ァ イルはこのマネージャシステム上
で使用可能です。 これによ り、 マネージャ と エージ ェ ン ト 間で交換される情
報が正し く 解釈されます。

ServerView は、 ネ ッ ト ワークマネジ メ ン ト プロ ト コルである SNMP （Simple 
Network Management Protocol） に基づいた異機種ネ ッ ト ワーク内で作動し ま
す。 ServerView は、 標準的なイ ン ターフ ェ イスを採用し ているため、 簡単に
他の管理システム （HP OpenView NNM や Microsoft SMS など） と接続する
こ とができます。 さ らに、 ServerView によ って、 PRIMERGY を Tivoli 
TME10 のよ う な全社的なネ ッ ト ワーク管理システムにシームレスに統合する
こ とができます。
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1.1  対象者および目的

1.1 対象者および目的

本マニュアルは、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アについての基本的な知識
を もつシステム管理者、 ネ ッ ト ワーク管理者、 およびサービス技術者を対象
と し ています。 本マニュアルは、 OS ご との Operations Manager の使用に関
する要件や、 ServerView Operations Manager、 ServerView イベン ト マネー
ジャ、 および ServerView エージ ェ ン ト のイ ンス ト ールについて記載し ていま
す。

1.2 ハー ド ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ ア要件

I – SuSELinux はサポー ト されていません。 

– 変更および訂正情報は、 ServerView Suite DVD 1 の Readme フ  ァ
イルに記載されています。（SVSLocalTools - Japanese - Svmanage 
- WinSVOM の配下 にあ り ます。）

1.2.1 管理用サーバ / パソ コ ン （ 小限の要件） ― 　 ハー ド
ウ ェ ア

– プロセ ッサ ： 2 × 2GHz 以上推奨

– メ モ リ ： 4GB 以上推奨

– ハー ド デ ィ スク ： 10GB 以上推奨

– デ ィ スプレ イ ： XGA （1024 × 768） 以上の解像度

– LAN カー ド ： 必要 （オンボー ド LAN でも可）

– マウス ： 必要
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1  まえがき

1.2.2 管理用サーバ / パソ コ ン ― ソ フ ト ウ ェ ア

● OS

– Windows Server 2008 R2

– Windows Server 2008

– Windows Server 2003 R2

– Windows Server 2003

● Web サーバ

– Microsoft Internet Information Server

– ServerView Web-Server （Apache for Win32 ベース）
Operations Manager for Windows に同梱されています。 Operations 
Manager for Windows のイ ンス ト ール時に選択する と、 イ ンス ト ー
ルできます。

– Apache 2.0

– Apache 2.2

● プロ ト コル

TCP/IP が動作し ている こ と

● サービス

– SNMP （サービスおよびと ラ ッ プ） が動作し ている こ と

– タ スクスケジューラが動作し ている こ と

● Web ブ ラウザ

次のものがイ ンス ト ールされている こ と

– Microsoft Internet Explorer 6.0 以降

– Java™ 2 Runtime Environment Standard Edition
ServerView Suite DVD 1 に収録された JRE、 または JRE バージ ョ
ン 1.6 以上
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1.2  ハー ド ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ ア要件

● データベース

次のいずれか

– Microsoft SQL Server 2008

– Microsoft SQL Server 2008 Express

– Microsoft SQL Server 2005

– Microsoft SQL Server 2005 Express
Operations Manager for Windows に同梱されています。 Operations 
Manager for Windows のイ ンス ト ール時に必要に応じ てイ ンス ト ー
ルされます。

– Microsoft SQL Server 2000 SP4

– MSDE 2000 SP4 （Microsoft Desktop Engine）
Operations Manager for Windows に同梱されています。 Operations 
Manager for Windows のイ ンス ト ール時に必要に応じ てイ ンス ト ー
ルされます。

● アカウン ト

Administrator と同等の権限が割り当てられている こ と

I – リー ド オン リ ー ド メ イ ン コ ン ト ローラ （RODC） への Operations 
Manager のイ ンス ト ールは未サポー ト です。

– 次の OS は未サポー ト です。

– Microsoft® Windows Storage Server 2003 R2, Standard Edition

– Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise Edition for 
Itanium-based Systems
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1.2.3 監視対象サーバ

● 100MB 以上の空きデ ィ スク メ モ リがあ り、LAN および http アクセスが可能
なサーバ

● 以下のOS で使用可能な ServerView エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされてい
る こ と

– Windows Server 2003

– Windows Server 2003 x64

– Windows Server 2008

– SuSE Linux SLES 10 および 11

– Red Hat Enterprise Linux 4 および 5

– Mware ESX Server V3.5 および V4.0

● エージ ェ ン ト およびイ ンス ト ール済みのコ ン ト ローラ / サブシステムに対
し て使用可能な、 稼働中のサーバ OS
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1.2  ハー ド ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ ア要件

1.2.4 Operations Manager の表示条件

● Web ブ ラウザ

– Windows

– Microsoft Internet Explorer 6.0 以降

– RHEL5(x86)/RHEL5(Intel64)

– Mozilla FireFox 1.5.0.9 以降

– RHEL-AS4(x86)/RHEL-ES4(x86)/RHEL-AS4(EM64T)/RHEL-
ES4(EM64T)/
RHEL-AS3(x86)/RHEL-AS3(IPF)/RHEL-ES3(x86)

– Mozilla-SeaMonkey V1.0.3 以降

– Mozilla FireFox 1.5.0.3 以降

● Java

– Java™ 2 Runtime Environment Standard Edition
ServerView Suite DVD 1 に収録された JRE、 または JRE バージ ョ ン
1.6 以上

I RHEL-AS3(IPF)/RHEL-AS4(EM64T)/RHEL-
ES4(EM64T)/RHEL5(Intel64) では、 同システム上のブ ラウザでの監視
は未サポー ト です。
Java™ 2 Runtime Environment Standard Edition V1.6.0_10 以降を
Mozilla FireFox で使用する場合、 Mozilla FireFox は 3.0 以降を使用し
て く だ さい。 Java™ 2 Runtime Environment Standard Edition 
V1.6.0_10 以降では、 Mozilla-SeaMonkey での動作は未サポー ト です。
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1.2.5 Operations Manager が使用するプロ ト コルとポー ト
番号

Operations Manager 関連プログラムでは、 次のプロ ト コルとポー ト を使用し
ます。
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1.3  前バージ ョ ンからの変更点

1.3 前バージ ョ ンからの変更点

本版は、 2009 年 9 月版のオン ラ イ ンマニュアル 「ServerView Operations 
Manager バージ ョ ン 4.90 （Windows）」 の更新版です。

本マニュアルには、 以下の変更やエンハンス内容が含まれます。

– バージ ョ ン 4.92 に対する ServerView エージ ェ ン ト および ServerView
ア ッ プデー ト エージ ェ ン ト のイ ンス ト ールについての説明は別途提供され
ます。 従って、 この Installation Guide からは削除されま し た。

– SQL Server 2008 のア ッ プデー ト について説明し ています。 51 ページの
「SQL サーバ管理者権限を持つユーザアカウン ト の追加」 の項をご覧 く だ
さい。

– イ ンス ト ール中に SQL Server データベースのバッ クア ッ プを設定できま
す。 リ モー ト でイ ンス ト ールされた SQL Server イ ンス タ ンスを使用し て
いる場合は、 バッ クア ッ プ フ ァ イルのパスも定義できます。

– バッ クア ッ プ機種の概要を含む ServerView データベースの説明が更新さ
れま し た。 150 ページの 「ServerView データベースのバッ クア ッ プ」 の
項をご覧 く だ さい。
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1.4 本書の表記

本マニュアルでは次の表記が使用されます。

マニュアル内の本文や項を参照する場合は、 章や項の見出し を参照先と し て
示し、 その章や項が始まるページを記載し ています。

画面出力

画面出力は、 使用するシステムによ ってある程度異な り ます。 そのため、 お
使いのシステムで表示される出力は、 本マニュアルの記載と若干異なる可能
性があ り ます。 また、 利用できる メ ニュー項目もシステムによ って異なる場
合があ り ます。

V 注意 この記号は、 人的傷害、 データ消失、 機材破損の危険
性を示し ています。

I この記号は、 重要な情報やヒ ン ト を強調し ています。

Ê この記号は、 操作を続行するために行わなければなら
ない手順を示し ています。

斜体 コマン ド、 フ ァ イル名、 およびパス名は 斜体 で表記
されています。

固定フォント システム出力は、 固定フォントで表記されています。

太字の固定フォント キーボー ド から入力する必要のある コマン ド は、 太字
の固定フ ォ ン ト で表記されています。

<abc> 山カ ッ コは実数値に置き換えられる変数を囲っていま
す。

[Key symbols] キーは、 キーボー ド上の該当するキーを表し ていま
す。 また大文字を入力する必要がある場合は、 シフ ト
キーも表示されています。
例 : 大文字 A の場合、 [SHIFT] - [A] 

2 つのキーを同時に押す必要がある場合は、 それぞれ
のキー記号の間にハイ フ ンが表示されています。

表 1: 本書の表記
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2 サーバ管理

2.1 アーキテ クチャ

図 1: アーキテ クチャの概要

管理コ ン ソール

監視対象サーバの全データは、 標準的な PC から イ ン ト ラネ ッ ト またはイ ン
ターネ ッ ト アクセスおよび Web ブ ラウザ （Web ベースのコ ン ソール） を使
用し て見る こ とができます。

管理用サーバ / パソ コ ン （CMS）

ServerView Operations Manager は管理用サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールさ
れています。

管理ノ ー ド

監視対象サーバに ServerView エージ ェ ン ト はイ ンス ト ールされてお り、 その
情報は管理用サーバ / パソ コ ンに提供されます。 ServerView RAID Manager 
は監視対象サーバにオプシ ョ ンでイ ンス ト ールする こ とができます。 
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2  サーバ管理

2.2 管理用サーバ / パソ コ ンでのイ ンス ト ール

Operations Manager （ServerView ア ッ プデー ト  マネージャなど） を管理用
サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールできます。 これによ り、 PC またはノ ー ト 型
パソ コ ンで標準的な Web ブ ラウザを使用し てサーバを監視できます。 さ ら
に、 管理用サーバ / パソ コ ンや別のサーバに、 ServerView イベン ト マネー
ジャ （イベン ト 管理） を イ ンス ト ールする こ と もできます。

Operations Manager は、 Windows、 SuSE Linux （未サポー ト ）、 および Red 
Hat Linux の各 OS にイ ンス ト ールする こ とができます。

Operations Manager は ServerView Suite DVD 1 に格納されています。

– イ ンス ト ールウ ィ ザー ドは Windows 用のイ ンス ト ーラーです。
Operations Manager、 ア ッ プデー ト  マネージャ、 および ServerView イベ
ン ト マネージャ  のイ ンス ト ールも行えます。 また、 このウ ィ ザー ド を使
用する と、 別のサーバに Operations Manager を イ ンス ト ールする こ とが
できます。

イ ンス ト ールは Windows コ マン ド ラ イ ンモー ド で実行する こ と もできま
す。

管理用サーバ / パソ コ ンでのイ ンス ト ールに関する説明は、 「3 管理端末
へのイ ンス ト ール」 の章 （23 ページ） および 191 ページの 「コマン ド ラ
イ ンによる Operations Manager のイ ンス ト ール」 の項に記載されていま
す。

– Linux へのイ ンス ト ールは、 ス ク リ プ ト ベースまたは YaST/YUM による も
ので、 Operations Manager および ServerView イベン ト マネージャ  のイ ン
ス ト ールを含みます。

イ ンス ト ールに関する説明については、Linux 用の ServerView Operations 
Manager イ ンス ト ールガイ ド を参照し て く だ さい。



ServerView Operations Manager  21

2.3  監視対象サーバへのイ ンス ト ール

2.3 監視対象サーバへのイ ンス ト ール

監視対象サーバには、 ServerView エージ ェ ン ト を イ ンス ト ールする必要があ
り ます。 これらは OS ご とに異なるプログラムで、 管理用サーバ / パソ コ ン
に情報を提供し ます。

各 OS 用のエージ ェ ン ト については、ServerView Agent Installation Guides for 
Windows または ServerView Agent Installation Guides for Linux をご覧 く だ さ
い。

追加イ ンス ト ール

– ServerView Online Diagnostics

Windows 用の ServerView エージ ェ ン ト イ ンス ト ール時に、 Online 
Diagnostics も イ ンス ト ールされます。 Online Diagnostics を使用し て、 管
理されているサーバに対し て離れたワークステーシ ョ ンから一連のハー ド
ウ ェ アテス ト を実行する こ とができます （ServerView エージ ェ ン ト の版
数によ り ます）。

– ServerView RAID Manager

ServerView RAID Manager を使用する と、 PRIMERGY のハー ド デ ィ スク
を管理できます。

ServerView RAID Manager がイ ンス ト ールされていない場合、 RAID ド ラ
イブおよびそれらのステータ スに関する情報は使用できません。

イ ンス ト ールについては、 ServerView RAID Manager のマニュアルを参照
し て く だ さい。

– ServerView エージ ェ ン ト （Windows） を Expert モー ド でイ ンス ト ールし
ている場合、 Asset CLI、 Configration Tools、 PrimeCollect などの追加コ ン
ポーネン ト を イ ンス ト ールするかど うかを選択できます。
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2.4 Operations Manager の統合オプシ ョ ン

I 本機能は未サポー ト です。 ご使用になれません。 

標準化プロ ト コルおよびイ ン タ フ ェースを使用する と、 Operations Manager 
を他の管理システムと容易に統合できます。 Operations Manager 統合モ
ジュールによ り、 接続された管理システムのコ ン ソールにおける サーバのス
テータ スに関する詳細情報の出力を確認し ます。 このよ う に、 セン ターエン
タープ ラ イズ管理コ ン ソール （単一管理ポイ ン ト ） で サーバを管理できま
す。 ネ ッ ト ワーク管理、 アプ リ ケーシ ョ ン管理、 ソ フ ト ウ ェ ア分配などの追
加の管理機能も、 サーバにおいて問題な く 使用できます。

統合モジュールは以下のシステムで使用できます。

– IBM Tivoli TME 10™ Framework TE/C
– IBM Tivoli NetView
– HP OpenView Network Node Manager 
– HP Operations Manager
– Microsoft MOM および SCOM 2007
– Microsoft SMS および SCCM 2007
– Nagios および BMC Patrol
– PRIMEPOWER ServerView Suite

一部の統合モジュール （Microsoft SMS、 MOM） は、 ServerView Suite DVD 1 
に収録されてお り、 Operations Manager のイ ンス ト ール時に管理用サーバ /
パソ コ ンに自動的にイ ンス ト ールされます。 これは、 関連する管理ソ フ ト
ウ ェ アがすでにシステムにイ ンス ト ールされている場合のみ有効です。 詳細
は 98 ページの 「Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アの GUI ダイアログ形式イ
ンス ト ール」 の項を参照し て く だ さい。

他の統合モジュール （HP Operations Manager、 IBM Tivoli TME NetView な
ど） は、 ServerView Integration CD に収録されています。

統合モジュールの詳細情報は、 対応する統合マニュアルおよびデータ シー ト  
ServerView 統合を参照し て く だ さい。
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3 管理端末へのイ ンス ト ール

本章では Operations Manager （ServerView ア ッ プデー ト  マネージャ を含む）
と ServerView イベン ト マネージャ を管理用サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ール
する方法を記載し ます。

I ア ッ プデー ト  マネージャ （バージ ョ ン 4.71 以前） がすでに管理用
サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールされている場合、 イ ンス ト ール済み
のア ッ プデー ト  マネージャ をアン イ ンス ト ールし てから Operations 
Manager を イ ンス ト ールし て く だ さい。 アン イ ンス ト ールし ていない
場合、 イ ンス ト ールが異常終了し ます。 

ServerView エージ ェ ン ト を管理用サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールす
る場合、 現在の ServerView エージ ェ ン ト （V4.90） を イ ンス ト ールし
てから Operations Manager を イ ンス ト ールする必要があ り ます。

必要なソ フ ト ウ ェ アは、 ServerView Suite DVD 1 に格納されています。 

ソ フ ト ウ ェ ア製品は集中管理用サーバ / パソ コ ンにま とめてイ ンス ト ールす
る こ と も、 別々のコ ンピ ュータにそれぞれイ ンス ト ールする こ と もできます。

Windows （Windows Server 2003 または Windows Server 2008） へのイ ンス
ト ールはメ ニューから選択する方式になってお り、 Microsoft Windows 
Installer Technology に基づいています （98 ページの 「Operations Manager
ソ フ ト ウ ェ アの GUI ダイアログ形式イ ンス ト ール」 の項を参照し て く だ さ
い）。

イ ンス ト ールは Windows のコ マン ド ラ イ ンから もでき、 編集可能なイ ンス
ト ール用スク リ プ ト （サイ レン ト イ ンス ト ール） が用意されています （191
ページの 「コマン ド ラ イ ンによる Operations Manager のイ ンス ト ール」 の項
を参照し て く だ さい）。
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3.1 ServerView Operations Manager のコ ンポー
ネン ト

ServerView Operations Manager

ServerView Operations Manager を イ ンス ト ールする と以下の ServerView コ
ンポーネン ト も同時にイ ンス ト ールされます。 

ServerView Configuration Manager
ServerView Configuration Manager は、 システムに応じ た環境フ ァ イルを
監視対象サーバに作成でき ます （Windows 用の ServerView エージェ ン
ト がイ ン ス ト ールされているサーバに対し てのみサポー ト し ていま
す）。

ServerView Archive Manager 
Archive Manager は、 サーバのシステムおよび運用データ を記録し、 管
理コ ン ソールに保管する こ と ができ ます。 その後データ を確認し た り
評価する こ と ができ ます。

ServerView Inventory Manager
Inventory Manager は、 1 つまたは複数の監視対象サーバのデータ を取得
し て画面に表示し ます。 Operations Manager からデータ をエ ク スポー ト
し、 様々なフ ォーマ ッ ト （CSV、 ODBC など） で保存する こ と ができ
ます。 

ServerView Performance Manager
Performance Manager は、 特定のサーバのコ ンポーネン ト のパフ ォーマ
ン ス を監視する こ と ができ ます。 Performance Manager はルールに従っ
て実施されます。 管理コ ン ソールで作られたルールはどのサーバに対
し て も実行する こ と ができ ます。 

ServerView Threshold Manager
Threshold Manager は、 1 つ以上の監視対象サーバ と そのサーバ上で稼
動する あ らゆる仮想マシンを、 し きい値に基づいて管理コ ン ソールで
監視する こ と ができ ます。 

ServerView Remote Management Frontend 
ServerView Remote Management Frontend は、 Web ベースのワーク環境を
提供し てサーバの リ モー ト 管理ができ ます。
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3.1  ServerView Operations Manager のコ ンポーネン ト

ServerView ア ッ プデー ト  マネージャ （オプシ ョ ン）

個別に ServerView ア ッ プデー ト  マネージャ を イ ンス ト ールする こ と もでき
ます。 このイ ンス ト ールによ り以下のコ ンポーネン ト が提供されます。

ア ッ プデー ト  マネージャ
ア ッ プデー ト  マネージ ャは、 管理コ ン ソールを介し て、 すべての ド メ
イ ンに対し て ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールおよびア ッ プデー ト を行 う
こ と ができ ます。

Repository Manager
Repository Manager は、 ア ッ プデー ト レポジ ト リ を管理する こ と ができ
ます。

Configuration
Configuration は、 ア ッ プデー ト  マネージ ャのためのグ ローバルパラ
メ ータ を設定する こ と ができ ます。

ServerView Download Manager
Download Manager は、 ご使用のサーバ用のフ ァーム ウ ェア、 BIOS、 ド
ラ イバ、 および ServerView エージェ ン ト の最新のものを適宜入手する
こ と ができ ます。

ServerView イベン ト マネージャ  

ServerView イベン ト マネージャ を イ ンス ト ールする と、 以下の ServerView 
Operations Manager コ ンポーネン ト も イ ンス ト ールされます。

Alarm Monitor
Alarm Monitor は、 選択されたサーバおよびサーバグループへの受信ア
ラームをすべて Operations Manager の メ イ ン ウ ィ ン ド ウに表示し ます。

Alarm Configuration
Alarm Configuration コ ンポーネン ト は、 ア ラームの取 り 扱いを設定でき
ます。 ア ラームのルール、 フ ィ ルタのルール、 一般的なルールを設定
でき ます。
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3.2 Web サーバ

Operations Manager は、 Windows プ ラ ッ ト フ ォーム上の Microsoft Web サー
バ （MS Internet Information Server） または専用の ServerView Web サーバ
（Windows 用 Apache ベース） のいずれかにイ ンス ト ールする こ とができま
す。

ServerView Installation Manager によ り SVOM を自動イ ンス ト ールする場合
は、 ServerView Web-Server がイ ンス ト ールされます。

3.2.1 ServerView Web サーバ

ServerView Web サーバを使用する場合、 ServerView Web サーバは
Operations Manager を イ ンス ト ールする と自動的にイ ンス ト ールされます。 

I – ServerView Web-Server のセキュ リ テ ィ 対応などによ り、
ServerView Web-Server のア ッ プデー ト を行う ためには、 SVOM 
for Windows をバージ ョ ンア ッ プする必要があ り ます。 ServerView 
Web-Server のみア ッ プデー ト する こ とはできません。
また、 新版 ServerView Web-Server を含む SVOM for Windows
の提供に時間がかかる場合があ り ます。 この場合、 IIS または
Apache2.0 ／ Apache2.2 （別途用意） を使用する こ と を推奨し ま
す。

– SVOM の Web サーバと し て、 ServerView Web-Server を イ ンス
ト ール後は、 Apache を イ ンス ト ールし ないで く だ さい。
ServerView Web-Server と Apache の同時イ ンス ト ールは未サポー
ト です。



ServerView Operations Manager  27

3.2  Web サーバ

3.2.2 Microsoft Internet Information Server （IIS）

使用中の Windows OS 用の 新 Microsoft Web サーバがサポー ト されます。

Web サーバは通常プレ イ ンス ト ールされています。 プレ イ ンス ト ールされて
いない場合、 新たにイ ンス ト ールする必要があ り ます。

IIS を新たにイ ンス ト ールする手順はすべての Windows OS に共通であ り、
以下のとお り です。 Windows の CD を CD ド ラ イブにセ ッ ト し、 「ス ター ト 」
→ 「設定」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「プログラムの追加と削除」 の順に
選択し て く だ さい。

詳細は http://www.microsoft.com/JAPAN/ または OS のド キュ メ ン ト を参照し て
く だ さい。

I – Windows Server 2008(64-bit) ／ Windows Server 2008 R2(64-bit) ／
Windows Server 2003 x64 ／ Windows Server 2003 R2 x64 におい
て、 SVOM での IIS の使用は未サポー ト です。

– IIS での SSL 接続は可能ですが、 事前に IIS 側で SSL を使用できる
よ う に設定し て く だ さい。
設定方法は、 SSL の認証局、 または Microsoft へ確認し て く だ さ
い。

IIS 7 の Windows Server 2008 へのイ ンス ト ール

IIS 7.0 の Windows Server 2008 へのイ ンス ト ールは以下の手順で行います。

Ê 「ス ター ト 」 → 「管理ツール」 → 「サーバーマネージャー」 の順に選択し
ます。

「サーバーマネージャー」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

Ê 「役割」 を選択し ます。 

Ê 「役割の概要」 の下の 「役割の追加」 ボタ ンを ク リ ッ ク し て Web サーバ
（IIS） を追加し ます。 

Ê 「役割」 を ク リ ッ ク し て、 IIS がイ ンス ト ールされている こ と を確認し ま
す。 

http://www.microsoft.com
http://www.microsoft.com/JAPAN/
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Operations Manager を起動するには、 以下のサービスを イ ンス ト ールす
る必要があ り ます。 

● HTTP 基本機能 

静的な コ ンテンツ
規定の ド キ ュ メ ン ト
デ ィ レ ク ト リ の参照
HTTP エラー
HTTP リ ダ イ レ ク シ ョ ン

● アプ リ ケーシ ョ ン開発

CGI
SAPI 拡張 

● セキュ リ テ ィ

基本認証
Windows 認証
ダ イ ジェ ス ト 認証

● 管理ツール

IIS 管理コ ン ソール
IIS 管理ス ク リ プ ト およびツール
管理サービ ス
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サーバーマネージ ャー画面 - 役割

図 2: サーバーマネージャー画面

Operations Manager のイ ンス ト ール中、 IIS 上で各種の設定が行われます。
これらの設定は IIS Manager によ り表示させる こ とができます。 

IIS Manager は以下のよ う に起動させます。

Ê 「ス ター ト 」 → 「すべてのプログラム」 → 「管理ツール」 → 「イ ン ター
ネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス （IIS) マネージャー」 の順に選択し ま
す。

Ê 次に 「Default Web Site 」 を選択し ます。 これによ り ISAPI と CGI のイ ン
ターフ ェ イスや MIME タ イプなどを表示する こ とができます。
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以下のウ ィ ン ド ウは Operations Manager の ISAPI と CGI の制限です。 

3.2.3 Apache Web サーバ

Apache Web サーバは OS の標準イ ンス ト ールの一部です。 この場合の
Apache Web サーバは、 標準 Apache Web サーバです。 

SSL 暗号化を使用し たい場合は、 イ ンス ト ールし た Apache が SSL をサポー
ト し ているかど うか、 または Apache SSL を事後イ ンス ト ールし た り フルイ
ンス ト ールする必要があるかど う かを確認し なければな り ません。 詳細はイ
ン ターネ ッ ト で http://www.apache.org または http://www.apache-ssl.org にアクセ
ス し て参照し て く だ さい。 

I – SVOM の Web サーバと し て、 ServerView Web-Server を イ ンス
ト ールし た場合は、 Apache を イ ンス ト ールし ないで く だ さい。
ServerView Web-Server と Apache の同時イ ンス ト ールは未サポー
ト です。

– Apache を SVOM の専用 Web サーバと し て使用する場合は、 必ず
SVOM のイ ンス ト ール前に Apache を イ ンス ト ールし て く だ さい。
その後、 SVOM を イ ンス ト ールし て く だ さい。

http://www.apache.org
http://www.apache-ssl.org
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– 次の場合は、 SVOM の Web サーバに IIS を使用し て く だ さい。

– Apache を業務目的でイ ンス ト ールする場合

– Apache を利用する ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする場合

– Apache を イ ンス ト ールする ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする場
合

– Apache2.0 ／ Apache2.2 での SSL 接続は可能ですが、 事前に
Apache 側で SSL を使用できるよ う に設定し て く だ さい。 設定方法
は SSL の認証局、 または Apache 入手先へ確認し て く だ さい。

3.2.4 Web サーバの通信ポー ト 番号と変更可否

SVOM で使用できる Web サーバの、 通信ポー ト 番号 （デフ ォル ト 番号） と
通信ポー ト の変更可否は、 次の表のとお り です。

OS ： Windows
○ ： 変更可能 　 × ： 変更不可

SVOM で使用できる Web
サーバ

通信ポー ト （デフ ォル ト 番号）
上段 ： http ／下段 ： https 
（SSL）

通信ポー ト
の変更可否

ServerView Web-Server TCP/3169 番 ×

TCP/3170 番 ×

Microsoft Internet Information 
Server （IIS)

TCP/ 80 番 ○

TCP/443 番 ○

Apache2.0 ／ Apache2.2 TCP/ 80 番 ○

TCP/443 番 ○

表 2: SVOM で使用できる Web サーバの通信ポー ト 番号 （デフ ォル ト 番号） と通信ポー ト の
変更可否
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3.3 Web ブ ラウザ

データ を表示するには Web ブ ラウザが必要です。 そのため、 Web ブ ラウザ
を持つ他のコ ンピ ュータに LAN 経由でデータ を送信し、 コ ンピ ュータ で表示
させる こ とができます。 HTML V3.2 と Javascript V1.1 以上がイ ンス ト ールさ
れている ものは、 どのブ ラウザも使用可能です。

Web サーバへのアクセスに問題がある場合は、 ブ ラウザで以下のいずれかの
設定を行って く だ さい。

– ブ ラウザにおけるプロキシを完全に無効にする。

– この Web サーバが稼動するホス ト に対し てプロキシが使用されないよ う
に、 IP ア ド レスの除外設定を行う 。

3.4 SSL 暗号化

任意で、 管理端末と監視対象サーバのデータ転送を他のプロ ト コルである
SSL （Secure Socket Layer protocol） 経由で安全に行う こ と もできます。

このオプシ ョ ンは ServerView Web サーバと IIS の両方で利用する こ とができ
ます。

ServerView Web サーバを使用する場合、 「Web サーバのプロパテ ィ 画面」 で
Operations Manager を イ ンス ト ールする際に 「SSL と認証の使用」 を選択す
る こ とができます。 この場合、 管理端末と監視対象サーバの通信は暗号化さ
れます。 これによ り、 データ転送が安全に行われます。

IIS やシステムにイ ンス ト ール済みの Apache Web サーバでは、 この機能は別
に設定する必要があ り ます。 

システムにイ ンス ト ール済みの Apache Web サーバに対する手順は
http://www.apache.org をご覧 く だ さい。

http://www.apache.org
http://www.apache.org
http://www.apache.org
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3.5 認証証明書

認証証明書を認証プロバイダよ り入手する必要があ り ます。 そのためには、
証明書署名要求 （CSR: Certificate Signing Request） を認証局 （CA: 
Certification Authority） に送信し ます。 認証局への要求は OpenSSL を経由し
て送信し ます。 詳細は、 http://www.openssl.org または http://www.modssl.org を
ご覧 く だ さい。

認証局のア ド レス

– 日本ベ リサイ ン （https://www.verisign.co.jp/）
– Thawte-Japan Local Representative （http://www.jp.thawte.com/）
– CertiSign Certificadora Digital Ltda. （http://www.certisign.com.br） （≠日本

語）
– IKS GmbH （http://www.iks-jena.de/） （≠日本語）
– Uptime Commerce Ltd. （http://www.uptimecommerce.com） （≠日本語）
– グローバルサイ ン （http://jp.globalsign.com/）

新しい証明書は、 <webserver>¥conf¥ssl.crt と <webserver>¥conf¥ssl.key に保存
し て く だ さい。 

I ServerView Web サーバに同梱のセキュ リ テ ィ 証明書はテス ト 用です。
通常の運用には適し ません。

3.6 ユーザー ID/ パスワー ド機構

安全なデータ転送に加えて、 ユーザー ID/ パスワー ド によ り リ モー ト からの
アクセスを安全に行う こ と もできます。

Operations Manager のイ ンス ト ール時に ServerView Web サーバ、 そ し て
「Web サーバのプロパテ ィ 」 を選択し た場合、 管理端末と監視対象サーバの
データが暗号化されて転送されるだけでな く 、 リ モー ト からのアクセスが
ユーザー ID/ パスワー ド によ り保護されます。

IIS やシステムにイ ンス ト ール済みの Apache Web サーバでは、 ユーザー ID/
パスワー ド を別に設定する必要があ り ます。

システムにイ ンス ト ール済みの Apache Web サーバに対する手順は 
http://www.apache.org をご覧 く だ さい。

http://www.openssl.org
http://www.apache.org
http://www.modssl.org
https://www.verisign.co.jp/
http://www.jp.thawte.com/
http://www.certisign.com.br
http://www.iks-jena.de/
http://www.uptimecommerce.com
http://jp.globalsign.com/
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ServerView Web サーバを イ ンス ト ールする と、 ユーザ 「admin」 とパスワー
ド 「admin」 がデフ ォル ト で入力されています。 セキュ リ テ ィ のため独自の
ユーザー ID を入力し てデフ ォル ト のユーザー ID を削除し て く だ さい。

新しいユーザは Apache コ マン ドの <ServerView Services 
path>¥Webserver¥bin¥htpasswd.exe によ り入力し ます。 これによ り新しいユー
ザが <ServerView Services path>¥Webserver¥bin¥ デ ィ レ ク ト リ内の passwd フ ァ
イルに格納されます。

さ らに、 ServerView Web サーバではオプシ ョ ン と し て、 Windows のアカウ
ン ト を ID と し て使用できる SSPI （Security Support Provider Interface） 認証
も選択できます。 この場合は、 ド メ イ ンの指定が必要です。

3.7 使用ポー ト

暗号化を利用する場合、 Operations Manager のエン ト リ ア ド レスは http では
な く https から始ま り ます。

ServerView Web サーバはポー ト 番号 3169 を使用し、 セキュアモー ド では
ポー ト 番号 3170 を使用し ます。

セキュ リ テ ィ についての詳細は、 「Secure PRIMERGY Server Management」
に記載されています。
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3.8 準備 

以下の手順が完了し ている こ と を確認し てから Operations Manager ソ フ ト
ウ ェ アを イ ンス ト ールし て く だ さい。

Ê Windows OS （Windows Server 2003 または Windows Server 2008） を管理
端末にイ ンス ト ールし ます。

Ê Windows Service Pack を適用し ます。

必要に応じ て SVOM の各コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするすべての
サーバおよびパソ コ ンに、 Service Pack を適用し て く だ さい。

Windows Server 2003 の場合は、 Service Pack 2 以降を推奨し ます。

I – Service Pack は必ず適用し て く だ さい。 Service Pack を適用し
ない場合、 動作は保証できません。
すでに Service Pack が適用されている場合には、 再度適用の必
要はあ り ません。

– 必ず SNMP サービスがイ ンス ト ールされている こ と を確認し て
から、 Service Pack を適用し て く だ さい。

Ê ネ ッ ト ワーク OS の TCP/IP、SNMP サービスをセ ッ ト ア ッ プ し ます。管理
用サーバ / パソ コ ンに SNMP サービスをセ ッ ト ア ッ プ し た場合は、 どち
らのコ ミ ュニテ ィ やサーバ （IP ア ド レス） から管理端末が ト ラ ッ プを受
け取るか、 指定する必要があ り ます。

Windows Server 2003

Ê 「ス ター ト 」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「管理ツール」 → 「サービ
ス」 の順に選択し ます。

Ê 「SNMP Service」 を選択し た後、 右ク リ ッ クから 「プロパテ ィ 」 を選択
し ます。

Windows Server 2008

Ê 「ス ター ト 」 → 「サーバーマネージャー」 の順に選択し ます。 

Ê 左側のウ ィ ン ド ウで 「機能」 を ク リ ッ ク し ます。 

Ê 「機能の追加」 を選択し ます。

Ê オプシ ョ ンの 「SNMP サービス」 を選択し ます。 

Ê 「次へ」、 「イ ンス ト ール」 の順にク リ ッ ク し ます。 

SNMP の設定の詳細は、 ServerView Agent Installation Guides for Windows マ
ニュアルをご覧 く だ さい。
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3.8.1 SVOM for Windows イ ンス ト ール前の留意事項

– SVOM for Windows のイ ンス ト ール後、 Web サーバ （Apache2.0 ／ 
Apache2.2、 IIS） を変更、 またはア ッ プデー ト する場合は、 アン イ ンス
ト ール実施後、 イ ンス ト ールを行って く だ さい。
また、 Web サーバで使用するデ ィ レ ク ト リパスを変更する場合は、 イ ン
ス ト ールの際に 「Web サーバの格納先」 を条件に合わせて変更し て く だ
さい。 SVOM イ ンス ト ール後にデ ィ レ ク ト リパスを変更する場合は、 一
度 SVOM をアン イ ンス ト ールする必要があ り ます。
なお、 ServerView Installation Manager で SVOM を自動イ ンス ト ールし た
場合、 Web サーバは ServerView Web-Server がイ ンス ト ールされます。
アン イ ンス ト ールについては、 116 ページの 「Operations Manager ソ フ
ト ウ ェ アのアン イ ンス ト ール」 の項を参照し て く だ さい。

– ター ミ ナルサーバがイ ンス ト ールされているシステムでは、 アプ リ ケー
シ ョ ンのイ ンス ト ール方法が通常とは異な り ます。 96 ページの
「Operations Manager の Windows ター ミ ナルサーバへのイ ンス ト ール」
の項を参照し て く だ さい。

– SVOM を イ ンス ト ールする前に Java がイ ンス ト ールされていない場合、
次のメ ッ セージが表示されます。

「Java Virtual Machine が検出されません。 Java Virtual Machine を イ ンス
ト ールするまで、 適切に動作されない機能があ り ます。」

「OK」 を ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ールが継続されます。 SVOM のイ ン
ス ト ール終了後、 Java のイ ンス ト ールを行って く だ さい。

– 複数のバージ ョ ンの SVOM をお持ちの場合は、 SVOM は必ず 新のもの
を イ ンス ト ールし て く だ さい。

– ServerView Windows エージ ェ ン ト と SVOM を同一のサーバにイ ンス ト ー
ルする際、 「SVOM」 → 「ServerView Windows エージ ェ ン ト 」 の順番でイ
ンス ト ールを行う と、 SVOM において自サーバの自動登録が行われませ
ん。
ServerView Services の再起動、 またはシステムの再起動を行って く だ さ
い。
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3.9 SQL Server のイ ンス ト ール

Operations Manager には、 SQL データベースの ServerViewDB を イ ンス ト ー
ルする SQL Server が必要です。

Operations Manager のインス ト ール中に、 ある条件下では SQL Server を自動
的にインス ト ールし ます。 しかし、 事前に SQL Server をインス ト ールしてか
ら Operations Manager をインス ト ールしなければならない場合もあり ます。

システムに既存する SQL Server が Operations Manager に適応する場合は、
その SQL Server を使用する こ とができます。 

イ ンス ト ールに関する要件や制約に従う必要があ り ます。 

I Microsoft SQL Server 2008 Express、 Microsoft SQL Server 2005 
Express および MSDE 2000 SP4 は、500 台以下のサーバを監視するの
に適し ています。
それ以上の数のサーバを監視する場合、 Microsoft SQL Server 2008、
Microsoft SQL Server 2005、 または Microsoft SQL Server 2000 を イ ン
ス ト ールする こ と を推奨し ます。

SQL Server のパラ レル （side-by-side） イ ンス ト ール

SQL Server は、 それぞれ異なる イ ンス タ ンス名で同一システムのどのエデ ィ
シ ョ ンにもパラ レルに 16 個までイ ンス ト ールできます。 

SQL Server 2008 のイ ンス タ ンスは SQL Server 2000、 SQL Server 2005 と
side-by-side にイ ンス ト ールできます。

SQL Server 2005、 SQL Server 2000、 MSDE 2000、 SQL Server 6.5、 SQL 
Server 7.0、 および MSDE 1.0 のイ ンス タ ンスは、 side-by-side にイ ンス ト ー
ルできます。

I SQL Server イ ンス タ ンスの異なる言語版の同一システムへのイ ンス
ト ールはサポー ト し ていません。

例

同一システムへの SQL Server 2005 （英語） と SQL Server 2005
（日本語） の同一システムへの side-by-side イ ンス ト ールはサポー
ト し ていません。

日本語版以外の SQL Server イ ンス タ ンスがシステムにイ ンス ト ー
ル済みの場合、 Operations Manager は日本語版 SQL Server を並列
的に自動でイ ンス ト ールする こ とはできません。 この場合、 ダイア
ログボ ッ クスが開き、 適切な言語版の SQL Server を手動でイ ンス
ト ールするよ う に促し ます。
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既存のイ ンス タ ンスの表示

以下の手順で SQL Server の既存のイ ンス タ ンスを表示できます。 

Ê コマン ド プロンプ ト を開きます。

Ê 以下のコマン ド を入力し ます。

SQL Server 2008/2005 には sqlcmd -L | findstr <computer_name>

SQL Server 2000 には sosql -L | findstr <computer_name>

システム上のすべてのイ ンス ト ール済み SQL Server イ ンス タ ンス
<computer_name> が表示されます。 なお、 このコマン ドの実行には数分かか
り ます。 

システム上にイ ンス タ ンスが 16 個未満の場合、 Operations Manager を イ ン
ス ト ールできます。

SQL Server イ ンス タ ンス名に関する一般的事項

イ ンス タ ンスが 1 個の場合はイ ンス タ ンス名は必要な く 、 規定のイ ンス タ ン
ス とみな されます。 規定のイ ンス タ ンスは、 名前 （local） の下、 またはリ
モー ト サーバの場合はサーバのコ ンピ ュータ名の下の選択リ ス ト に表示され
ます。 他の 15 個のイ ンス タ ンスには個別のイ ンス タ ンス名が必要です。 これ
らのイ ンス タ ンスは名前付き イ ンス タ ンス と呼ばれます。 MSDE や SQL 
Server 2005 Express の場合、 <server_name>\<instance_name> とい う名前の
下の選択リ ス ト に表示される イ ンス タ ンス名でイ ンス ト ールされます。

SQL Server の各種言語版と OS の言語

SQL Server には様々な言語版があ り ます。 OS の言語と互換性のある言語版
の SQL Server を イ ンス ト ールする必要があ り ます。

– 英語版の SQL Server はサポー ト するすべての OS にイ ンス ト ールする こ
とができます。 英語版の SQL Server は欧米の Windows OS にイ ンス ト ー
ルする こ と をお勧めし ます。

– OS と同じ言語の SQL Server を イ ンス ト ールする こ とができます。

SQL Server がイ ンス ト ールされるデ ィ スクが圧縮されていないこ と を確認し
て く だ さい。
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3.9.1 管理端末のローカルへのイ ンス ト ール

SQL Server は、 管理用端末のローカルにイ ンス ト ールするか、 Operations 
Manager によ って自動的にイ ンス ト ールする こ とができます。

Windows Server 2008 上の Operations Manager での SQL Server イ ンス タ ン
ス名は、 以下のとお り です。

– イ ンス タ ンス名が 「SQLSERVERVIEW」 の SQL Server 2008 Express 

– イ ンス タ ンス名が 「SQLSERVERVIEW」 の SQL Server 2005 Express
（これは ServerView Operations Manager のイ ンス ト ール時に同時にイ ン
ス ト ールし た場合のイ ンス タ ンス名でもあ り ます）

– 任意のイ ンス タ ンス名の SQL Server 2008/2005 
Enterprise/Standard/Workgroup Edition

I Microsoft は Windows Server 2008 上の MSDE 2000 や SQL Server 
2000 のサポー ト を終了し ています。

Windows Server 2003 上の Operations Manager での SQL Server イ ンス タ ン
ス名は、 以下のとお り です。

– イ ンス タ ンス名が 「SQLSERVERVIEW」 の SQL Server 2008/2005 
Express

– 任意のイ ンス タ ンス名の SQL Server 2008/2005 
Enterprise/Standard/Workgroup Edition

– イ ンス タ ンス名が 「SQLSERVERVIEW」 の MSDE 2000 Service Pack 4
（これは ServerView Operations Manager のイ ンス ト ール時に同時にイ ン
ス ト ールし た場合のイ ンス タ ンス名でもあ り ます）

– 任意のイ ンス タ ンス名の SQL Server 2000 Service Pack 4 
Enterprise/Standard/Workgroup Edition
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Operations Manager イ ンス ト ール中の SQL Server イ ンス タ ンスの認識

データベースサーバは ServerView Suite DVD 1 にあ り ます。SQL Server イ ン
ス タ ンスがシステム上にイ ンス ト ールされてないか、 またはイ ンス ト ールさ
れていても イ ンス タ ンス名が 「SQLSERVERVIEW」 以外の場合は、
Operations Manager のイ ンス ト ール中に SQL Server イ ンス タ ンスも自動的
にイ ンス ト ールする こ とができます。

自動的にイ ンス ト ールされた SQL Server には 「SQLSERVERVIEW」 とい う
イ ンス タ ンス名が付けられます。

Operations Manager に適する SQL Server イ ンス タ ンスがすでに使用可能な
場合は、 SQL Server の自動イ ンス ト ールは提供されません。 既に SQL 
Server のイ ンス タ ンス名が、 「SQLSERVERVIEW」 と し て使用されている場
合、 SQL Server の自動イ ンス ト ールは行われません。

SQL Server 2008、 SQL Server 2008 Express のイ ンス ト ールについての詳細
は 43 ページの 「SQL Server 2008」 の項を参照し て く だ さい。

SQL Server 2005、 SQL Server 2005 Express のイ ンス ト ールについての詳細
は 52 ページの 「SQL Server 2005」 の項を参照し て く だ さい。

MSDE 2000 のイ ンス ト ールについての詳細は 61 ページの 「MSDE 2000」 の
項を参照し て く だ さい。

SQL Server 2000 のイ ンス ト ールについての詳細は 62 ページの「SQL Server 
2000」 の項を参照し て く だ さい。

3.9.2 別のシステムへのリ モー ト のイ ンス ト ール

Operations Manager バージ ョ ン 4.7 では、 リ モー ト にイ ンス ト ールされた
SQL Server イ ンス タ ンスを使用し て ServerView データベースを イ ンス ト ー
ルする こ と もできます。

I – このオプシ ョ ンが使用できるのは Operations Manager の新規のイ
ンス ト ール時と ServerView バージ ョ ン 4.20 以前のア ッ プグレー ド
イ ンス ト ール時です。

– Operations Manager はリ モー ト のサーバ上にローカルから同時に
イ ンス ト ールし ないで く だ さい。

– Operations Manager を複数のローカルの管理端末にイ ンス ト ール
し た り、 リ モー ト にイ ンス ト ールされた同一の SQL Server イ ンス
タ ンスを各管理端末に使用する こ とはできません。
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要件

ローカルの管理端末と リ モー ト のシステムは同じ ド メ イ ンに属し ている必要
があ り ます。 Domain Users グループ内では少な く と も １ つのド メ イ ンユーザ
アカウン ト が必要です。

適する SQL Server イ ンス タ ンスは、 Standard、 Workgroup、 Enterprise 
Edition の SQL Server 2008/2005/2000 です。 SQL Server イ ンス タ ンスは、
Operations Manager がイ ンス ト ールされる前に リ モー ト のサーバにイ ンス
ト ールし、 設定する必要があ り ます。

SQL Server を リ モー ト の SQL Server と し て使用するための設定についての
詳細は、 64 ページの 「リ モー ト の SQL Server の設定」 の項を参照し て く だ
さい。 

I SQL Server 2008/2005 Express、 MSDE 2000 はサポー ト し ていませ
ん。 

SQL Server 2008、SQL Server 2005 は Windows Server 2008 で使用し
て く だ さい。

3.9.3 SQL Server のド メ インコン ト ローラへのインス ト ール

セキュ リ テ ィ 確保のため、 SQL Server を ド メ イ ン コ ン ト ローラにはイ ンス
ト ールし ないで く だ さい。

I Windows Server 2008 Read Only Domain Controller （RODC） へのイ ン
ス ト ールはサポー ト し ていません。

イ ンス ト ールの順序に注意し て く だ さい。

1. サーバを ド メ イ ン コ ン ト ローラに設定し ます。

2. SQL Server と ServerView Operations Manager を イ ンス ト ールし ます。

手順は以下のとお り です。

Ê 静的 IP ア ド レスを コ ンピ ュータに割り当てます。

Ê ローカルの管理者と し てログオン し ます。

Ê 「ス ター ト 」 → 「プログラム名を指定し て実行」 の順に選択し ます。

Ê 「名前」 に 「dcpromo」 と入力し、 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。 Active 
Directory Installation Wizard を実行し ます。

Ê ド メ イ ンの管理者と し てサーバにログオン し ます。
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Ê Workgroup/Standard/Enterprise Edition などの SQL Server を イ ンス ト ール
し ます。

SQL Server のサービスアカウン ト は Windows のド メ イ ンユーザアカウン
ト と し て実行し なければな り ません。 各 SQL Server サービスは別々の
Windows アカウン ト で実行し て く だ さい。 ド メ イ ン コ ン ト ローラでは
SQL Server サービスはローカルサービス やネ ッ ト ワークサービス と し て
実行する こ とはできません。 SQL Server のサービスアカウン ト を イ ンス
ト ールし てローカルシステムと し て実行する こ と もできます。 このオプ
シ ョ ンは推奨し ません。

Ê ServerView Operations Manager を イ ンス ト ールし ます。

SQL Server Configuration Manager による イ ンス ト ール後も、 サービスアカ
ウン ト の割り当てを、 変更する こ とができます （例えば Express Edition 用な
ど）。

I SQL Server のイ ンス ト ール後にそのサーバの役割を変更し ないで く だ
さい。

例えば、 SQL Server を メ ンバーサーバにイ ンス ト ールし た場合、
Active Directory Installation Wizard （dcpromo.exe） ツールを使用し てそ
のサーバを ド メ イ ン コ ン ト ローラに変更し ないで く だ さい。

また、 SQL Server を ド メ イ ン コ ン ト ローラにイ ンス ト ールし た場合、
Active Directory Installation Wizard を使用し てそのサーバを メ ンバー
サーバに変更し ないで く だ さい。

SQL Server のイ ンス ト ール後にサーバの役割を変更する と機能性が損
なわれるほか、 サポー ト も されません。
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3.10 SQL Server 2008

Operations Manager バージ ョ ン 4.90 では、 Windows Server 2008 または
Windows Server 2003 上の SQL Server 2008 イ ンス タ ンスに ServerView デー
タベースを イ ンス ト ールする こ とができます。 SQL Server 2008 は
Operations Manager を イ ンス ト ールする前にイ ンス ト ールし て く だ さい。

3.10.1 ソ フ ト ウ ェ ア要件

– OS:
Windows Server 2008 SP1 以上
Windows Server 2003 SP2 以上

– Internet Explorer 6 SP1 以上

– Microsoft .NET Framework 3.5 SP 1 以上

– Windows Installer 4.5 以上

– Windows PowerShell 1.0 以上

3.10.2 SQLServer のエデ ィ シ ョ ン

以下のエデ ィ シ ョ ンを使用できます。

– Express Edition

SQL Server 2005 Express と MSDE 2000 の後継である SQL Server 2008 
Express 無償エデ ィ シ ョ ンであ り、 Microsoft ダウンロー ド セン ターから
入手できます。

– Workgroup Edition

– Standard Edition

– Enterprise Edition
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3.10.3 サービスアカウン ト のセ ッ ト ア ッ プ 

SQL Server 2008 を イ ンス ト ールする場合、 「サーバ設定」 画面でサービスア
カウン ト を指定する必要があ り ます。 イ ンス ト ールの前に 1 つ以上のサービ
スアカウン ト をセ ッ ト ア ッ プする こ と をお勧めし ます。

サービスアカウン ト は以下のサービスに必要です。

– SQL Server データベースサービス 

– SQL Server エージ ェ ン ト （SQL Server Express ではない）

– SQL Server ブ ラウザ

SQL Server と Operations Manager を同一のシステムにイ ンス ト ールする場
合は以下の点にご注意 く だ さい。

● 「Network Service アカウン ト 」 を使用し ないで く だ さい。
「Network Service アカウン ト 」 で SQL Server を実行する と Operations 
Manager のイ ンス ト ールがキャ ンセルされます。

● SQL Server のイ ンス ト ールのセキュ リ テ ィ を確保するため、 ローカルの
Windows のユーザアカウン ト で各サービスを実行する必要があ り ます。
ローカルの Windows のユーザアカウン ト を管理者のグループに割り当て
ないで く だ さい。

ただ し、 ローカルの Windows のユーザアカウン ト の使用に関し ては例外
があ り ます。

– リ モー ト のプロシージャのコール、 レプ リ ケーシ ョ ン、 ネ ッ ト ワーク
ド ラ イブへのバッ クア ッ プ、 リ モー ト のデータ ソースを異なる SQL
サーバ上で使用する場合、 ローカルの Windows のアカウン ト では不十
分です。

– 以前のバージ ョ ンの SQL Server との side-by-side 構成で SQL Server 
2008 を イ ンス ト ールする場合、 グローバルのド メ イ ングループからの
アカウン ト だけが使用できます。

– フ ェ イルク ラス タのイ ンス ト ールにはローカルのシステムやローカル
のサービスアカウン ト は使用できません。
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● ローカルのサービスアカウン ト をセ ッ ト ア ッ プ し た く ない場合は、 システ
ムアカウン ト を使用する こ とができます。 手順は以下のとお り です。

– 「SQL Server」 と 「SQL Server Agent」 サービスには 「Local System」 
を選択し ます。

– 「SQL Server Browser」 サービスには 「Local Service」 を選択し ます。

I ローカルのシステムアカウン ト （「Local System」） は非常に高い権
限を持つ統合アカウン ト です。 システムアカウン ト を使用する場合
は注意が必要です。

SQL Server と Operations Manager を別々のシステムにイ ンス ト ールする場
合は、 SQL Server サービスは管理者権限を持たない ド メ イ ンユーザアカウン
ト で実行し て く だ さい。

SQL Server 2008 のイ ンス ト ール後も、 SQL Server 構成マネージャーによ り
サービスアカウン ト を割り当てる こ とができます。

サービスアカウン ト についての詳細は 「SQL Server 2008 Books Online」 を
参照し て く だ さい。



46   ServerView Operations Manager

3  管理端末へのイ ンス ト ール

3.10.4 SQL Server 2008 Express Edition のイ ンス ト ール

SQL Server 2008 Express は SQL Server の無償バージ ョ ンです。 このエデ ィ
シ ョ ンは Microsoft ダウンロー ド セン ターからダウンロー ド できます。 SQL 
Server 2008 Express のイ ンス ト ールについての詳細は、 Microsoft ダウン
ロー ド セン ターを参照し て く だ さい。

Microsoft ダウンロー ド セン ターでのフ ァ イルのダウンロー ド  

Ê Microsoft ダウンロー ド セン ター
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm にアクセス し ます。

Ê 「Product Families」 で 「Servers」 を選択し ます。

Ê 「Show Downloads for」 で 「Microsoft SQL Server 」 を入力し、 「Go」 を ク
リ ッ ク し ます。 

Ê 「Show Downloads for」 で 「Microsoft SQL Server 」 を入力し、 「Go」 を ク
リ ッ ク し ます。

Ê 表示された リ ス ト から、 リ ン クの 「Microsoft SQL Server 2008 Express 
with Tools」 を ク リ ッ ク し ます。 「Released」 欄を ク リ ッ クする と リ リース
日付順にダウンロー ド を ソー ト する こ とができます。

Ê 「Change Language」 で、 該当する言語版を選択し ます。

Ê 「Change」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 32 ビ ッ ト システムには x86 パッ ケージをダウンロー ド し、64 ビ ッ ト システ
ムには x64 パッ ケージをダウンロー ド し ます。

Ê 「Instructions」 の下に、 以下のパッ ケージが表示されます。 
Microsoft .NET Framework, Windows Installer and Windows PowerShell

パッ ケージをダウンロー ド し、 イ ンス ト ールし ます。 Windows Power 
Shell 1.0 の Windows Server 2008 へのイ ンス ト ール手順は以下のとお り
です。

Ê 「ス ター ト 」 → 「サーバーマネージャー」 の順に選択し ます。

Ê 左側のウ ィ ン ド ウペイ ンで 「機能の概要」 を選択し ます。

Ê 「機能の追加」 を選択し ます。

Ê オプシ ョ ンの 「Windows PowerShell」 を選択し ます。

Ê 「次へ」 、 「イ ンス ト ール」 の順にク リ ッ ク し ます。

http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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Ê 管理者と し てシステムにログオン し ます。

Ê 該当する以下の *.exe フ ァ イルを実行し ます。

SQLEXPRWT_x64_JPN.exe または SQLEXPRWT_x64_ENU.exe
SQLEXPRWT_x86_JPN.exe または SQLEXPRWT_x86_ENU.exe

イ ンス ト ールは対話式です。 Operations Manager に必要な入力項目は以下の
通り です。 Operations Manager はイ ンス タ ンス名が 「SQLSERVERVIEW」
の SQL Server 2008 Express だけを認識し ます。

Ê 64 ビ ッ ト の OS をご使用の場合、 左側のウ ィ ン ド ウペイ ンで、 プロセ ッサ
タ イプ 「x64」 が後に続 く 「オプシ ョ ン」 を選択し ます。

Ê 「イ ンス ト ール」 を選択し ます。

Ê ウ ィ ザー ド を起動し て、 「非ク ラス タ環境に SQL Server 2008 を イ ンス
ト ールするか、 既存の SQL Server 2008 イ ンス タ ンスに機能を追加し ま
す。」 を選択し ます。

Ê 「機能の選択」 画面で、 オプシ ョ ンの 「データベースエンジンサービス と」
「管理ツール」 → 「基本」 を選択し ます。

Ê 「イ ンス タ ンスの構成」 画面で、 「名前付き イ ンス タ ンス」 を選択し、 イ ン
ス タ ンス名の 「SQLSERVERVIEW」 を入力し ます。

Ê 「サーバの構成」 画面で、 「すべての SQL Server サービスで同じ アカウン
ト を使用する 」 を ク リ ッ ク し ます。 

Ê SQL Server を実行し たい Windows ユーザアカウン ト を指定し ます。 44
ページの 「サービスアカウン ト のセ ッ ト ア ッ プ」 の項に記載されている適
切なアカウン ト を選択し ます。

Ê また、 「SQL Server Browser service」 の 「ス ター ト ア ッ プの種類」 は、
「自動」 を選択し ます。

Ê 「データベースエンジンの構成画面」 画面で、 「現在のユーザの追加」 を ク
リ ッ ク し ます。
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I SQL Server 2008 を イ ンス ト ールする と、 デフ ォル ト ではローカル
の管理者グループが自動的に SQL Server へはアクセスできないよ
う になっています。 し たがって、 こ こ で追加するユーザアカウン ト
を後で行う Operations Manager のイ ンス ト ールに使用する必要が
あ り ます。 さ らに、 Operations Manager のイ ンス ト ールダイアロ
グに入力されるユーザアカウン ト はすべて認証済み SQL Server 管
理者である必要があ り ます。 これは 「Download Manager Logon 
Information 」 画面などに適用されます。 後で現在のユーザと し て
他のユーザアカウン ト を使用し たい場合は、 こ こで認証済み SQL 
Server 管理者を他のユーザアカウン ト と し て追加する こ とができ
ます。

ユーザアカウン ト は後で SQL Server Management Studio でも確認
および追加する こ とができます。 SQL Server Management Studio
では、 認証済み SQL Server 管理者は 「セキュ リ テ ィ 」 → 「サー
バー ロール」 → 「sysadmin」 にあ り ます。

デフ ォル ト では、 TCP/IP ネ ッ ト ワーク プロ ト コルは SQL Server Express 
Edition ではアク テ ィ ブではあ り ません。 しかし TCP/IP ネ ッ ト ワーク プロ ト
コルは Operations Manager データベースアクセスに必要です。 し たがって、
SQL Server Express を イ ンス ト ールし た場合は、 TCP/IP ネ ッ ト ワーク プロ
ト コルをアクテ ィ ブにし てから Operations Manager のイ ンス ト ールを開始す
る必要があ り ます。 手順は以下のとお り です。 

Ê SQL Server 構成マネージャ を起動し ます。

Ê 「SQL Server ネ ッ ト ワーク構成」 で、イ ンス ト ール済みの SQL Server イ ン
ス タ ンスの SQL Server イ ンス タ ンス名を選択し ます。

Ê TCP/IP プロ ト コルを 「有効」 に設定し ます。

この変更を有効にするためには SQL Server サービスを再起動する必要があ
り ます。
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3.10.5 SQL Server 2008 Enterprise/Standard/Workgroup 
Edition のイ ンス ト ール

Microsoft .NET Framework、 Windows Installer、 Windows PowerShell の各
パッ ケージは、 SQL Server 2008 Enterprise/Standard/Workgroup Edition のイ
ンス ト ール時に自動的にイ ンス ト ールされます。

Windows PowerShell 1.0 の Windows Server 2008 へのイ ンス ト ール手順は以
下のとお り です。

Ê 「ス ター ト 」 → 「サーバーマネージャー」 の順に選択し ます。

Ê 左側のウ ィ ン ド ウペイ ンで 「機能の概要」 を選択し ます。

Ê 「機能の追加」 を選択し ます。

Ê 「Windows PowerShell」 を選択し ます。

Ê 「次へ」、 「イ ンス ト ール」 の順にク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール

Ê 管理者と し てシステムにログオン し ます。

Ê イ ンス ト ールメ デ ィ アをセ ッ ト し ます。

Ê ルー ト デ ィ レ ク ト リの setup.exe フ ァ イルを実行し ます。

イ ンス ト ールは対話式です。 Operations Manager に必要な入力項目は以下の
とお り です。 イ ンス タ ンス名には、 規定のイ ンス タ ンス名や他のイ ンス タ ン
ス名も使用できます。

Microsoft .NET Framework がイ ンス ト ールされていない場合

Ê 「ラ イセンス条項」 画面で使用許諾に同意し ます。

Ê 「セ ッ ト ア ッ プ完了」 画面で 「Exit」 を ク リ ッ ク し、 ア ッ プデー ト を開始し
ます。 

必要なパッ ケージの自動イ ンス ト ール後、 「SQL Server イ ンス ト ールセン
ター 」 が起動し ます。

Ê 64 ビ ッ ト の OS をご使用の場合、 左側のウ ィ ン ド ウペイ ンで、 プロセ ッサ
タ イプ 「x64」 が後に続 く 「オプシ ョ ン」 を選択し ます。

Ê 「イ ンス ト ール」 を選択し ます。
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Ê ウ ィ ザー ド を起動し て、 「非ク ラス タ環境に SQL Server 2008 を イ ンス
ト ールするか、 既存の SQL Server 2008 イ ンス タ ンスに機能を追加し ま
す。」 を選択し ます。

Ê 「機能の選択」 画面で、 オプシ ョ ンの 「データベースエンジンサービス」 と
「管理ツール」 → 「基本」、 または 「管理ツール」 → 「完全」 を選択し ま
す。

Ê 「イ ンス タ ンスの構成」 画面で、 「名前付き イ ンス タ ンス」 を選択し、 イ ン
ス タ ンス名の SQLSERVERVIEW を入力し ます。

Ê 「サーバの構成」 画面で、 「すべての SQL Server サービスで同じ アカウン
ト を使用する 」 を ク リ ッ ク し ます。 

Ê SQL Server 2008 Edition を Operations Manager と同じ システムにイ ンス
ト ールし よ う と し ている場合は、 管理者権限のないローカルの Windows
ユーザアカウン ト とパスワー ド を入力し ます。 リ モー ト のデータベースの
場合は、 管理者権限のない ド メ イ ンユーザアカウン ト とパスワー ド を入力
し ます。 44 ページの 「サービスアカウン ト のセ ッ ト ア ッ プ」 の項を参照
し て く だ さい。 

Ê また、 「SQL Server Agent」 と  「SQL Server Browser サービス」 の 「ス
ター ト ア ッ プの種類」 は、 「自動」 を選択し ます。

Ê 「データベースエンジンの構成」 画面で、 「現在のユーザの追加」 を ク リ ッ
ク し ます。 

I SQL Server 2008 を イ ンス ト ールする と、 デフ ォル ト ではローカル
の管理者グループが自動的に SQL Server へはアクセスできないよ
う になっています。 し たがって、 こ こ で追加するユーザアカウン ト
を後で行う Operations Manager のイ ンス ト ールに使用する必要が
あ り ます。 さ らに、 Operations Manager のイ ンス ト ールダイアロ
グに入力されるユーザアカウン ト はすべて認証済み SQL Server 管
理者である必要があ り ます。 これは 「Download Manager Logon 
Information」 画面などに適用されます。 後で現在のユーザと し て他
のユーザアカウン ト を使用し たい場合は、 こ こで認証済み SQL 
Server 管理者を他のユーザアカウン ト と し て追加する こ とができ
ます。
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3.10.6 SQL サーバ管理者権限を持つユーザアカウン ト の追
加

SQL Server Management Studio でユーザアカウン ト を確認し追加する こ と も
できます。 SQL Server Management Studio の 「セキュ リ テ ィ 」 － 「サーバ
ルール」 － 「sysadmin」 に承認された SQL Server 管理者が表示されます。

コ ンテキス ト メ ニューで 「Properties」 を選択し、 SQL サーバ管理者権限を
持つユーザアカウン ト を追加し ます。
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3.11 SQL Server 2005

Operations Manager を使用するには SQL データベースが必要です。 SQL 
Server 2005 がすでにシステムにある場合、 Operations Manager ソ フ ト ウ ェ
アのイ ンス ト ール時に SQL Server 2005 を指定する こ とができます。 SQL 
Server 2005 Express Edition の場合は、 Operations Manager 専用のイ ンス タ
ンスが必要であ り、 SQLSERVERVIEW とい う名前でなければな り ません。
常に 新のサービスパッ ク を使用する こ と をお勧めし ます。

Windows Server 2008 では、 SQL Server 2005 または SQL Server 2005 
Express を使用し なければな り ません。 Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アを
イ ンス ト ールする と、 SQL Server 2005 Express が自動的にイ ンス ト ールさ
れます。
Microsoft は Windows Server 2008 上の MSDE 2000/SQL Server 2000 のサ
ポー ト を終了し ています。

I ServerView V4.52 は、 SQL Server 2000 または MSDE 2000 からの
SQL Server 2005 または SQL Server 2005 Express へのア ッ プグレー
ド をサポー ト し ます。

データベースを管理するために、 SQL Server Management Studio 
（Express）、 osql、 または sqlcmd を使用する こ とができます。 146 ページの
「SQL Server 2008/2005」 の項を参照し て く だ さい。
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3.11.1 エデ ィ シ ョ ン

以下の SQL Server 2005 のエデ ィ シ ョ ンを使用できます。

Express Edition
SQL Server 2005 Express は MSDE 2000 の後継バージ ョ ンであ り 、
Microsoft ダウ ン ロード セン ターから入手でき ます。 最小で 512 MB の
RAM が必要であ り 、 最大で 1 個の CPU と 1 GB の RAM を使用し ま
す。

Workgroup Edition
小規模の組織向け。 最大 2 個の CPU と 3 GB の RAM を使用し ます。 

Standard Edition
小 ・ 中規模の組織向け。
最大 4 個の CPU を使用し ます。 最大使用 RAM は OS がサポー ト する
最大サイ ズ と同じです。 フ ェ イルオーバーク ラ ス タ をサポー ト し ます
（2 ノ ード まで）。

Enterprise Edition
4 個を越え る CPU をサポー ト し ます。 最大使用 RAM は OS がサポー
ト する最大サイ ズ と同じです。 フ ェ イルオーバーク ラ ス タ をサポー ト
し ます。 
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3.11.2 イ ンス ト ールの準備

SQL Server 2005 のイ ンス ト ール中、 ハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの要件の
確認があ り ます。 これらの詳細、 新のサービスパッ ク、 および SQL Server 
2005 Express パッ ケージのダウンロー ドは、
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm の Microsoft ダウンロー ド セン
ターを参照し て く だ さい。

ダウンロー ド セン ターには、 SQL Server 2005 のイ ンス ト ールについて さ ら
に詳細な Readme フ ァ イルと SQL Server 2005 Books Online があ り ます。

SQL Server 2005 を イ ンス ト ールする前に .NET Framework 1.2 と それ以降の
1.x バージ ョ ンをご使用のコ ンピ ュータからアン イ ンス ト ールし て く だ さい。
.NET Framework 1.0 と 1.1 はアン イ ンス ト ールする必要はあ り ません。

SQL Server 2005 のエデ ィ シ ョ ンはすべて対話式にイ ンス ト ールする こ とが
できます。 

I SQL Server イ ンス タ ンスの異なる言語版の同一システムへのイ ンス
ト ールはサポー ト し ていません。

例

SQL Server 2005 （英語） と SQL Server 2005 （日本語） は、 同一
システムへの並列イ ンス ト ールされたイ ンス タ ンス と し てはサポー
ト されません。

3.11.3 SQL Server 2005 Express Edition のイ ンス ト ール

ServerView Suite DVD 1 には SQL Server 2005 Express （日本語版） が梱包さ
れている Operations Manager が入っています。 Windows Server 2008 では、
Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール中にこのバージ ョ ンを自動
的にイ ンス ト ールする こ とができます。 Windows Server 2003 では、 この
バージ ョ ンを Microsoft ダウンロー ド セン ターでダウンロー ド し た後、 対話式
にイ ンス ト ールする こ とができます。 55 ページを参照し て く だ さい。 

I SQL Server 2005 Express は、 任意のイ ンス タ ンス名の SQL Server 
2005 Workgroup/Standard/Enterprise Edition、 も し く は ServerView イ
ンス タ ンス名が 「SQLSERVERVIEW」 の SQL Server 2005 Express の
どち ら も イ ンス ト ールされていない場合に、 Operations Manager と一
緒に自動でイ ンス ト ールされます。 

http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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Microsoft ダウンロー ド セン ターからの SQL Server 2005 Express のイ ンス
ト ール 

以下の項には Microsoft ダウンロー ド セン ターで入手できる SQL Server 2005 
Express のイ ンス ト ール方法が記載されています。 常に 新のサービスパッ
ク を使用するよ う に注意し て く だ さい。 この項では現時点で 新の Service 
Pack 3 について記載し ます。 

Microsoft ダウンロー ド セン ター
（http://www.microsoft.com/Japan/download.htm） から以下のフ ァ イルをダウン
ロー ド し ます。 検索フ ィ ールド に以下の内容を入力し、 QuickInfo セクシ ョ ン
内で該当の言語を選択し ます。

– .NET Framework 2.0 再頒布可能パッ ケージ （Windows Server 2008 以外
の場合）

– SQL Server 2005 Express Edition SP3

– オプシ ョ ン : SQL Server Management Studio Express SP3

– オプシ ョ ン : SQL Server 2005 Books Online

次の順序でソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし て く だ さい。

1. .NET Framework 2.0 再頒布可能パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。

2. SQL Server 2005 Express Edition SP3 を イ ンス ト ールし ます。

SQLEXPR.EXE を実行し、 イ ンス ト ールを開始し ます。 SQL Server 2005 
Express のイ ンス ト ールは対話式です。 ほとんどのダイアロスボ ッ クスで
はデフ ォル ト の設定のままでいいですが、 以下の項目は設定する必要があ
り ます。

Ê 「登録情報」 画面で、 「詳細構成オプシ ョ ンを非表示にする」 を無効に
し ます。

Ê 「イ ンス タ ンス名」 画面で、 イ ンス タ ンス名を 「SQLEXPRESS」 から
「SQLSERVERVIEW」 に変更し ます。

http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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Ê 「サービスアカウン ト 」 画面において

● 「Network Service」 アカウン ト は使用し ないで く だ さい。

● 「ド メ イ ンユーザーアカウン ト を使用する」 を ク リ ッ ク し、 ユーザ
名、 パスワー ド 、 ド メ イ ン名を入力し ます。 

ド メ イ ンユーザアカウン ト には管理者権限は必要あ り ません。 この
アカウン ト は SQL のすべてのサービスに使用する こ とができます。 

こ こにローカルの Windows のユーザアカウン ト を入力する場合は、
小の権限と 高のセキュ リ テ ィ レベルを持つアカウン ト を使用し

て く だ さい。 

ローカルの Windows のユーザアカウン ト の使用に関し ては例外も
い く つかあ り ます。

– リ モー ト による手順の呼び出し、 レプ リ ケーシ ョ ン、 ネ ッ ト
ワーク ド ラ イブへのバッ クア ッ プ、 および異なる形式のデータ
ソースを リ モー ト でサーバ上で使用する場合、 ローカルの
Windows のアカウン ト では不十分です。

– 以前のバージ ョ ンの SQL Server との side-by-side 構成で SQL 
Server 2005 を イ ンス ト ールする場合、 グローバルのド メ イ ング
ループからのアカウン ト のみ使用できます。

– フ ェ イルク ラス タのイ ンス ト ールにはローカルのシステムや
ローカルのサービスアカウン ト は使用できません。

さ らに詳細な情報は SQL Server 2005 Readme フ ァ イルと SQL 
Server 2005 Books Online の " サービスアカウン ト " に記載されて
います。

また、 「サービスアカウン ト ご とにカス タ マイズする」 を選択し て、
サービスご とに別々のサービスアカウン ト （統合システムアカウン
ト など） を選択できます。

Ê 「ローカルシステム」 アカウン ト を 「SQL Server Service」 サー
ビスに、 「ローカルサービス」 アカウン ト を 「SQL Server 
Browser」 サービスに割り当てます。

イ ンス ト ール後に SQL Server Configuration Manager を用いて、
サービスアカウン ト の割り当てを変更する こ とができます。 この件
についての詳細は、 SQL Server 2005 のオン ラ イ ン ド キュ メ ン ト の
「サービスアカウン ト 」 を参照し て く だ さい。
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Windows Server 2008 では、 「追加情報」 画面のオプシ ョ ン
「Launch the User Provisioning Tool」 のチ ェ ッ ク を外し て く だ さい。

デフ ォル ト では、 TCP/IP ネ ッ ト ワーク プロ ト コルは SQL Server 
Express エデ ィ シ ョ ンではアク テ ィ ブではあ り ません。 しかし
TCP/IP ネ ッ ト ワーク プロ ト コルは Operations Manager のデータ
ベースアクセスに必要です。 し たがって、 SQL Server 2005 
Express を イ ンス ト ールし ている場合は、 Operations Manager の
イ ンス ト ールを開始する前に TCP/IP ネ ッ ト ワーク プロ ト コルをア
ク テ ィ ブにする必要があ り ます。 手順は以下のとお り です。

Ê SQL Server 構成マネージャーを起動し ます。

Ê 「SQL Server 2005 ネ ッ ト ワークの構成」 で、 イ ンス ト ール済み
の SQL Server イ ンス タ ンスの SQL Server イ ンス タ ンス名を選
択し ます。

Ê TCP/IP プロ ト コルを 「有効」 に設定し ます。

この変更を有効にするためには SQL Server サービスを再起動する
必要があ り ます。

3. オプシ ョ ン ： SQL Server Management Studio Express SP3 を イ ンス ト ー
ルし ます。

Ê フ ァ イル SQLServer2005_SSMSEE.msi を実行し ます。

イ ンス ト ールは対話式です。 ほとんどのダイアロスボ ッ クスはデフ ォル ト
の設定のままでいいです。 このイ ンス ト ールによ ってグラ フ ィ カルプログ
ラムである SQL Server Management Studio Express がイ ンス ト ールされ
ます。

4. オプシ ョ ン ： SQL Server 2005 Books Online を イ ンス ト ールし ます。

これによ り、 SQL Server 2005 のオン ラ イ ン ド キュ メ ン ト がイ ンス ト ール
されます。

5. ご使用の SQL Server システムがイ ン ターネ ッ ト にアクセス可能な場合
は、 Microsoft ア ッ プデー ト Web サイ ト （http://www.update.microsoft.com）
を介し てア ッ プデー ト する こ とができます。 イ ン ターネ ッ ト にアクセスで
きない場合は、 Microsoft ダウンロー ド セン ターで追加のア ッ プデー ト
パッ ケージを確認し て く だ さい。

http://www.update.microsoft.com
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3.11.4 SQL Server 2005 Enterprise/Standard/Workgroup 
Edition のイ ンス ト ール 

本項では、 Microsoft SQL Server 2005 DVD から イ ンス ト ールする必要のある
SQL Server 2005 Enterprise/Standard/Workgroup Edition の初期バージ ョ ンの
イ ンス ト ール方法を記載し ます。

SQL Server 2005 のイ ンス ト ールは対話式です。 ほとんどのダイアロスボ ッ
クスはデフ ォル ト の設定のままでいいですが、 以下の項目は設定する必要が
あ り ます。

Ê 「イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト 」 画面で、 オプシ ョ ンの 「SQL Server 
データベースサービス」 を選択し、 「詳細設定」 を ク リ ッ ク し ます。
Workgroup Edition では、 「イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト 」 画面は表示
されません。 

Ê 「機能の選択」 画面で、 「SQL Server Database Services」 を開きます。

Ê 「データ フ ァ イル」 で、 「ローカルハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ール」 を項目
から選択し ます。

Ê 「共有ツール」 で、 ローカルハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ールを項目から選
択し ます。

Ê 「機能の選択」 画面で、 「ク ラ イアン ト コ ンポーネン ト 」 を開きます。

Ê 「管理ツール」 で、 ローカルハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ールを項目から選
択し ます。 これによ り グラ フ ィ カルプログラムである SQL Server 
Management Studio がイ ンス ト ールされます。 

Ê 「ド キュ メ ン ト 、 サンプル、 およびサンプルデータベース」 で、 ローカル
ハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ールを項目から選択する こ と もできます。 これ
によ り SQL Server 2005 オン ラ イ ン ド キュ メ ン ト がイ ンス ト ールされま
す。

Ê 「サービスアカウン ト 」 画面において 

– 「NetworkService」 のアカウン ト を使用し ないで く だ さい。 .

– 「ド メ イ ンユーザーアカウン ト を使用する」 を ク リ ッ ク し てユーザ名、
パスワー ド 、 ド メ イ ン名を入力し て く だ さい。 ド メ イ ンユーザアカウ
ン ト には管理者権限は必要あ り ません。 ド メ イ ンユーザアカウン ト は
SQL のすべてのサービスに使用する こ とができます。 こ こにローカル
の Windows のユーザアカウン ト を入力する場合は、 小の権限と 高
のセキュ リ テ ィ レベルを持つアカウン ト を使用し て く だ さい。
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ただ し、 ローカルの Windows のユーザアカウン ト の使用に関し ては例外
もい く つかあ り ます。

– リ モー ト による手順の呼び出し、 レプ リ ケーシ ョ ン、 ネ ッ ト ワーク ド
ラ イブへのバッ クア ッ プ、 および異なる形式のデータ ソースを リ モー
ト でサーバ上で使用する場合、 SQL Server Agent メ ール機能、 および
SQL Mail を他のアプ リ ケーシ ョ ン用に SQL サーバ上で使用する場合
は、 ローカルの Windows のアカウン ト では不十分です。

– 以前のバージ ョ ンの SQL Server との side-by-side 構成で SQL Server 
2005 を イ ンス ト ールする場合、 グローバルのド メ イ ングループからの
アカウン ト のみ使用できます。

– フ ェ イルク ラス タのイ ンス ト ールにはローカルのシステムやローカル
のサービスアカウン ト は使用できません。

さ らに詳細な情報は SQL Server 2005 Readme フ ァ イルと SQL Server 
2005 Books Online の " サービスアカウン ト " に記載されています。

また、 「サービスアカウン ト ご とにカス タ マイズする」 を選択し て、 サー
ビスご とに別々のサービスアカウン ト （統合システムアカウン ト など） を
選択できます。

Ê 「ローカルシステム」 アカウン ト を 「SQL Server サービス」 と 「SQL 
Server Agent」 サービスに、 「ローカルサービス」 アカウン ト を 「SQL 
Server Browser」 サービスに割り当てます。

イ ンス ト ール後に SQL Server Configuration Manager を用いて、 サービス
アカウン ト の割り当てを変更する こ とができます。 この件についての詳細
は SQL Server 2005 オン ラ イ ン ド キュ メ ン ト の " サービスアカウン ト " 項
を参照し て く だ さい。

Ê オプシ ョ ンの 「SQL Server Agent」 と 「SQL Browser」 を選択し ます。

Enterprise/Standard/Workgroup エデ ィ シ ョ ンの初期バージ ョ ン以外のイ ンス
ト ール手順も同様です。
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サービスパッ クのイ ンス ト ール

 SQL Server 2005 Express Edition 以外の Enterprise/Standard/Workgroup エ
デ ィ シ ョ ンはサービスパッ クでア ッ プデー ト する こ とができます。

ご使用の SQL Server システムがイ ン ターネ ッ ト にアクセス可能な場合は、
Microsoft ア ッ プデー ト Web サイ ト （http://www.update.microsoft.com） を介し
てア ッ プデー ト する こ とができます。 「カス タム」 ボタ ンを ク リ ッ ク し て利用
可能なア ッ プデー ト を表示し て く だ さい。

ご使用の SQL Server システムがイ ン ターネ ッ ト にアクセスできない場合は、
イ ン ターネ ッ ト にアクセス可能なシステムを使用し て、 Microsoft ダウンロー
ド セン ター SQL Server イ ンス タ ンス
（http://www.microsoft.com/Japan/download.htm） でサービスパッ ク をダウンロー
ド し て く だ さい。

Ê 「Advanced Search」 のリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「Keywords」 で 「2005 SP」 を入力し ます。

Ê 「Product/Technology」 リ ス ト から 「Microsoft SQL Server」 を選択し ま
す。

Ê 「Go」 を ク リ ッ ク し ます。

結果のリ ス ト が表示されます。

Ê 結果のリ ス ト から 新のサービスパッ ク を選択し ます。

Ê 「Change Language」 リ ス ト から、 イ ンス ト ール済みの SQL サーバの言語
を選択し、 「Change」 を ク リ ッ ク し ます。

例

Service Pack 3:
SQLServer2005SP3-KB955706-XXX-LLL.exe

XXX
プラ ッ ト フ ォームを示し ています。

LLL
言語を特定し ています。

Ê 「Download」 を ク リ ッ ク し、 フ ァ イルをダウンロー ド し ます。

Ê 開いたウ ィ ン ド ウで 「Save」 を ク リ ッ ク し、 フ ァ イルの保存場所を選択
し ます。

http://www.update.microsoft.com
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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Windows Server 2008 では、 「追加情報」 画面のオプシ ョ ン 「Launch the User 
Provisioning Tool」 のチ ェ ッ ク を外し て く だ さい。

I ア ッ プデー ト イ ンス ト ールする前にそのサーバイ ンス タ ンスに関連す
るアプ リ ケーシ ョ ンやサービスをすべて終了し て く だ さい。 SQL 
Server Management Studio と 「プログラムの追加と削除」 画面は閉じ
て く だ さい。

Ê イ ンス ト ールを開始し ます。

イ ンス ト ールは対話式で、 デフ ォル ト 値のままで構いません。 ア ッ プデー
ト されたコ ンポーネン ト は 「機能の選択」 画面に表示されます。

イ ンス ト ール後にシステムが再起動し ます。

3.12 SQL Server 2000 （MSDE 2000）

3.12.1 MSDE 2000

ServerView Suite DVD 1 に、 MSDE 2000 （日本語版） が梱包されている
Operations Manager が入っています。 Operations Manager のイ ンス ト ール中
にこのバージ ョ ンを自動的にイ ンス ト ールする こ と もできます。

I MSDE 2000 は、 任意のイ ンス タ ンス名の SQL Server 2000 Service 
Pack 4 や SQL Server 2005、 も し く は ServerView イ ンス タ ンス名が
「SQLSERVERVIEW」 の MSDE 2000 Service Pack 4 や SQL Server 
Express のどち ら も イ ンス ト ールされていない場合に、 Operations 
Manager と一緒に自動でイ ンス ト ールされます。

MSDE 2000 は、 200 台以下のサーバ構成を推奨し ます。 この上限に達し た場
合、 SQL Server 2000 へのア ッ プグレー ド を推奨し ます。 180 ページの 「負
荷分散の変更」 の項を参照し て く だ さい。 MSDE 2000 のバージ ョ ン
8.00.2039 からのア ッ プグレー ド のみ可能です。

データベース管理には、 Enterprise Manager または DbaMgr2k を使用する こ
とができます。 Enterprise Manager は、 SQL Server 2000 の基本イ ンス ト ー
ルと一緒に直接イ ンス ト ールされます。 DbaMgr2k のイ ンス ト ール方法につ
いては 161 ページの "DbaMgr2k" を参照し て く だ さい。

I Operations Manager バージ ョ ン 4.8 以降の場合、 MSDE 2000 では
SQL Server エージ ェ ン ト による ServerView データベースのバッ ク
ア ッ プやメ ンテナンスの実行はできませんが、 SQL Server 2005 
Express では、 Windows タ スクスケジューラが実行し ます。
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Microsoft ダウンロー ド セン ターからの MSDE 2000 （日本語版） のイ ンス
ト ール

日本語版 MSDE 2000 のイ ンス ト ールの手順は以下のとお り です。

Ê Microsoft ダウンロー ド セン ター
（http://www.microsoft.com/Japan/download.htm） から フ ァ イル
SQL2000.MSDE-KB884525-SP4-x86-JPN.EXE をご使用のシステムにダウン
ロー ド し ます。 

Ê 以下のコマン ド を コマン ド プロンプ ト に入力し ます。

cd <Directory of the unpacked data>
cd MSDE
setup.exe SAPWD=<password> INSTANCENAME=SQLSERVERVIEW 
DISABLENETWORKPROTOCOLS=0

Ê システムを再起動し ます。 

3.12.2 SQL Server 2000

Operations Manager には SQL データベースが必要です。 SQL Server 2000 
Service Pack 4 がご使用のシステムにイ ンス ト ール済みの場合は、
Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール時に SQL Server 2000 
Service Pack 4 を指定する こ とができます。

データベース管理には Enterprise Manager、 DbaMgr2k、 osql を使用する こ
とができます。 148 ページの 「SQL Server 2000 および MSDE」 の項を参照
し て く だ さい。

3.12.2.1 エデ ィ シ ョ ン

以下の SQL Server 2000 のエデ ィ シ ョ ンを使用できます。

Workgroup Edition
小規模の組織向け

Standard Edition
小 ・ 中規模の組織向け。 最大 4 個までの CPU、 2 GB までの メ モ リ シス
テムで使用する こ と ができ ます。

Enterprise Edition
4 個を越える CPU と 2 GB を超える メ モ リ が必要です。 2 ノード のフ ェ
イルオーバーク ラ ス タ をサポー ト し ます。

http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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3.12.2.2 イ ンス ト ール

SQL Server 2000 のイ ンス ト ールには、 まず SQL Server 2000 の基本イ ンス
ト ールを行い、 その後 SQL Server 2000 Service Pack 4 を イ ンス ト ールする
必要があ り ます。 基本イ ンス ト ールでは、 Enterprise Manager も イ ンス ト ー
ルされます。 これはデータベース管理用のグラ フ ィ カルプログラムです。 

I SQL Server 2000 Standard Edition Service Pack 4 は SQL Server 2000 
Enterprise Edition Service Pack 4 にア ッ プグレー ド する こ とができま
す。

Standard Edition と Enterprise Edition はサーバ OS のみイ ンス ト ール
可能です。

基本イ ンス ト ール

基本イ ンス ト ールでは以下を設定し ます。

– イ ンス ト ール範囲を選択し て く だ さい。

Ê  SQL Server 2000 と Enterprise Manager のイ ンス ト ールには「サーバー
と ク ラ イアン ト ツール」 （デフ ォル ト ） を選択し ます。

– SQL Server イ ンス タ ンスを指定し て く だ さい。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスには 「規定イ ンス ト ール」 を選択し ます。
Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド の 「SQL Server 
Connection」 では、 この SQL Server イ ンス タ ンスが名前 （「local」）
の下に表示されます。

– 認証モー ド を指定し て く だ さい。

Ê 「Windows 認証モー ド」 を指定し ます。

サービスパッ クのイ ンス ト ール

ア ッ プデー ト パッ ケージの SQL Server 2000 Service Pack 4 を イ ンス ト ール
し て く だ さい。
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3.13 リ モー ト の SQL Server の設定

リ モー ト の SQL Server の設定手順は以下のとお り です。

● ローカルの管理者と し てログイ ン し ます。

● SQL Server イ ンス タ ンス用の以下のサービスを リ モー ト のシステムで起
動し ます。

SQL Server 
SQL ServerAgent
SQL Server Browser （SQL Server 2005 のみ）

「SQL Server」 と 「SQL Server Agent」 のサービスはド メ イ ンユーザアカ
ウン ト で実行し て く だ さい。 セキュ リ テ ィ のため、 このアカウン ト は
Windows グループの 「Administrators」 のメ ンバーではないものに し て く
だ さい。 

両サービスは、 サービスアカウン ト の 「Local System」 でも実行する こ と
ができます。 このアカウン ト は高い権限を持っているため、 セキュ リ テ ィ
上推奨されません。 「SQL Server Browser」 サービスはデフ ォル ト では、
サービスアカウン ト の 「Local Service」 で実行し ます。

データベース管理ツールを使用し て SQL Server のス ター ト ア ッ プアカウ
ン ト を調べるか変更し て く だ さい。 これによ り、 必要な許可と Windows
のユーザ権限をすべて新しいス ター ト ア ッ プアカウン ト に自動的に割り当
てられるよ う にな り ます。

SQL Server 2005 には SQL Server 構成マネージャーを使用し て く だ さい。

Ê SQL Server 2005 の 「サービス」 を ク リ ッ ク し ます。 

Ê アカウン ト を変更するには、 サービスを停止し、 右ク リ ッ ク メ ニュー
の 「プロパテ ィ 」 でサービスアカウン ト を変更し ます。

Ê サービスを開始し ます。

SQL Server 2000 の場合の手順は以下の通り です。

Ê 管理ツールの 「サービス」 で、 「MSSQLSERVER」 と
「SQLSERVERAGENT」 サービスを停止し ます。 

Ê Enterprise Manager を起動し 「SQL Server」 と 「SQL Server Agent」
のサービスアカウン ト を変更し ます。

Ê  管理ツールの 「サービス」 で、 サービス 「MSSQLSERVER」 と
「SQLSERVERAGENT」 を起動し ます。 
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● リ モー ト の SQL Server へのアクセスは、 Operations Manager サービスの
Windows のド メ イ ンユーザアカウン ト によ って認証されます。
Operations Manager のイ ンス ト ール中には、 イ ンス ト ールを行う ド メ イ
ンユーザアカウン ト や、 サービス用に指定する他のすべてのド メ イ ンユー
ザアカウン ト が必要と な り ます。

これらのアカウン ト に関し ては、 以下の記述に注意し て く だ さい。

– ド メ イ ンユーザアカウン ト は使用するサーバと同じ ド メ イ ンに属し て
いる必要があ り ます。

– ド メ イ ンユーザアカウン ト は、 SQL Server 管理ツールによ って SQL 
Server で 「ログイ ン」 と し て作成する必要があ り ます。

– このログイ ンには特定のサーバ役割を割り当てる必要があ り ます。 役
割には、 イ ンス ト ールやアプ リ ケーシ ョ ンの実行に必要な権限を含み
ます。 

ユーザアカウン ト の設定手順は以下のとお り です。

Ê リ モー ト のシステムで管理者と し てログイ ン し ます。

Ê データベース管理に必要なプログラムを起動し ます。

– SQL Server 2005 の場合、 「SQL Server Management Studio」 

– SQL Server 2000 の場合、 「Enterprise Manager」

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを選択するか、SQL Server イ ンス タ ンスに接
続し ます。

Ê 「セキュ リ テ ィ 」 → 「ログイ ン」 の順に選択し ます。 

Ê 右ク リ ッ ク メ ニューから、 「新規ログイ ン」 を選択し ます。 「 新規ログ
イ ン」 画面が開きます。 

Ê ド メ イ ンユーザアカウン ト の名前を、 「ログイ ン名」 または 「名前」
に入力し ます。 他の設定はそのままで構いません。

Ê 「サーバーの役割」 タ ブに切り替えます。

Ê サーバの役割と し て 「sysadmin」 または 「System Administrators」 を
選択し ます。

Ê 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。
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● 対応する SQL Server イ ンス タ ンスへのリ モー ト からのアクセス （TCP/IP
による） をアク テ ィ ブにする必要があ り ます。

– SQL Server 2000 イ ンス タ ンスの場合

Ê 「ス ター ト 」 → 「すべてのプログラム」 → 「Microsoft SQL Server」
→ 「サーバーネ ッ ト ワークユーテ ィ リ テ ィ 」 の順に選択し て、
「SQL Server ネ ッ ト ワークユーテ ィ リ テ ィ 」 を開きます。 

Ê 「全般」 タ ブで、 TCP/IP がこのイ ンス タ ンスの 「有効になっている
プロ ト コル」 の下に リ ス ト されているかど うか確認し ます。 

Ê 上記で表示されていない場合、 このイ ンス タ ンスの TCP/IP を有効
にし ます。

– SQL Server 2005 イ ンス タ ンスの場合

Ê 「ス ター ト 」 → 「すべてのプログラム」 → 「Microsoft SQL Server 
2005」 → 「構成ツール」 → 「SQL Server 構成マネージャ」 の順に
選択し て、 「SQL Server Configuration Manager」 を開きます。 

Ê 「SQL Server 2005 ネ ッ ト ワークの構成」 を選択し ます。

Ê 次に 「< イ ンス タ ンス名 > のプロ ト コル」 を ク リ ッ ク し ます。 プロ
ト コルと そのステータ スのリ ス ト が表示されます。

Ê 「Protocol for <instance>」 の設定を確認し ます。 

Ê TCP/IP プロ ト コルのステータ スが 「有効」 に設定されている こ と
を確認し て く だ さい。

Ê 無効になっている場合、 有効にし ます。

● SQL Server イ ンス タ ンスへのリ モー ト からのアクセスの場合、 静的ポー
ト が必要です。 名前のない SQL Server イ ンス タ ンスを使用するか、 また
は名前付き イ ンス タ ンスに静的ポー ト を設定し ます。

名前付き イ ンス タ ンスのポー ト の設定を確認する手順は以下のとお り で
す。

Ê 「レジス ト リ エデ ィ タ」 を開きます。

Ê 以下の項目を検索し ます。

– SQL Server 2008 イ ンス タ ンスの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Microsoft SQL 
Server¥MSSQL<n.Instance Name>¥MSSQLServer¥SuperSocketNetLib¥
Tcp¥IPAll
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– SQL Server 2005 イ ンス タ ンスの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Microsoft SQL 
Server¥<MSSQL.n>¥MSSQLServer¥SuperSocketNetLib¥Tcp¥IPAll

– SQL Server 2000 イ ンス タ ンスの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Microsoft SQL 
Server¥<instance_name>¥MSSQLServer¥SuperSocketNetLib¥Tcp

Ê 「TCPDynamicPorts」 と 「TCPPort」 の値を確認し ます。
「TCPDynamicPorts」 の値が設定されていない場合、 SQL Server は常
に静的ポー ト を使用し ます。 ポー ト 番号は 「TCPPort」 の下にあ り ま
す。

I 以前に静的ポー ト が設定された場合、 SQL Server イ ンス タ ンス
を再起動し てポー ト の変更を有効にする必要があ り ます。

名前付き イ ンス タ ンスの静的ポー ト は、 以下の設定ツールによ って割り当
てる こ とができます。 

– SQL Server 2000 イ ンス タ ンスの場合、 「SQL Server ネ ッ ト ワーク
ユーテ ィ リ テ ィ 」

– SQL Server 2005 イ ンス タ ンスの場合、 「SQL Server Configuration 
Manager」。 手順は SQL Server 2005 Books Online の " 特定の TCP 
ポー ト で受信待ちするよ う にサーバーを構成する方法 " に記載されて
います。 

● フ ァ イアウォールの設定によ ってポー ト が遮断されないよ う に注意し て く
だ さい。 必要であれば、 フ ァ イアウォール管理プログラムで以下の SQL 
Server イ ンス タ ンス用のポー ト の設定を し て く だ さい。

– レジス ト リ エデ ィ タ で、 プログラム SQL Server と プロ ト コル TCP に
対し てデフ ォル ト のポー ト 番号 1433 か、 「TCPPort」 の下にあるポー
ト 番号を追加し ます。

– プログラム SQL Server と プロ ト コル UDP に対し てポー ト 番号 1434
を追加し ます。
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管理端末でのその他の手順

Ê ローカルの管理者と し てログオン し ます。

Ê Operations Manage のイ ンス ト ールを行う ド メ イ ンユーザアカウン ト と、
サービス用にイ ンス ト ール中に指定するすべてのド メ イ ンユーザアカウン
ト を追加し ます。 例えば 「リ モー ト  DB」 画面や 「ログオン情報」 画面な
どでは 「Administrators」 グループに対し て追加し ます。 

Ê このド メ イ ンユーザアカウン ト でログオン し ます。

Ê ServerView Operations Manager のイ ンス ト ールを開始し、 「 SQL Server
の選択」 画面で 「別サーバの SQL Server に リ モー ト 接続する」 を選択し
ます。 98 ページの 「Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アの GUI ダイアログ
形式イ ンス ト ール」 の項を参照し て く だ さい。 

Ê 「リ モー ト DB」 画面で、 対応する値を入力し ます。 99 ページの
"Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - SQL Server の選択 " を参
照し て く だ さい。 ローカルのサービスの 「ServerView Services」 はこの
アカウン ト で実行され、 上記で作成し た SQL Server Login によ って リ
モー ト の SQL Server にアクセスする こ とができます。

Ê ログオン情報画面で、 同じ ド メ イ ンユーザアカウン ト か、 SQL Server 
Login と し て作成し た他のド メ イ ンユーザアカウン ト を入力し ます。

Ê その他のウ ィ ン ド ウの入力項目は 98 ページの 「Operations Manager ソ フ
ト ウ ェ アの GUI ダイアログ形式イ ンス ト ール」 の項に記載されています。

ServerView Operations Manager のイ ンス ト ール後に 「SQL Server」 と
「SQL Server Agent」 のサービスアカウン ト を変更し たい場合は、 リ モー ト の
システムで、 SQL Server のバッ クア ッ プ フ ォルダ DbBackupPath の
%windir%\ServerViewDB.ini 以下のフ ァ イルに書き込み許可を与えます。 
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ア ッ プグレー ド イ ンス ト ール

ServerView Operations Manager を イ ンス ト ールする際、 ServerView サービ
スのユーザ名とパスワー ド を 「リ モー ト DB」 画面で指定し ます。

パスワー ド は保存されないため、 ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールではパスワー
ド を再度入力する必要があ り ます。 Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ
ザー ド ではパスワー ド入力のために以下のウ ィ ン ド ウが開きます。

図 3: パスワー ドの入力
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3.14 SQL Server のア ッ プグレー ド イ ンス ト ール

3.14.1 新しいバージ ョ ンの SQL Server へのア ッ プグレード

イ ンス ト ール済みの ServerView データベースでは、 既存の SQL Server 
（SQL Server 2005 /SQL Server 2005 Express または SQL Server 
2000/MSDE） のイ ンス タ ンスから新しいバージ ョ ンの SQL Server へア ッ プ
グレー ド する こ とができます。

– バージ ョ ン 4.52 の ServerView では、 SQL Server 2000 または MSDE か
ら  SQL Server 2005 または SQL Server 2005 Express へのア ッ プグレー ド
をサポー ト し ます。

– バージ ョ ン 4.90 の Operations Manager では、 SQL Server 2005/SQL 
Server 2005 Express または SQL Server 2000/MSDE から SQL Server 
2008 へのア ッ プグレー ド をサポー ト し ます。 

I よ り新しい SQL Server 2008/2005 のバージ ョ ンは、 Windows Server 
2003 以降で稼動する Operations Manager データのみ使用できます。

ア ッ プグレー ド には以下の 2 種類があ り ます。

1. SQL Server 2000 または MSDE のイ ンス タ ンスを SQL Server 2005 また
は SQL Server 2005 Express のイ ンス タ ンスへア ッ プグレー ド し ます。 71
ページの 「SQL Server イ ンス タ ンスのア ッ プグレー ド」 の項を参照し て
く だ さい。

2. ServerView データベースを SQL Server 2000 または MSDE のイ ンス タ ン
スから SQL Server 2005 または SQL Server 2005 Express のイ ンス タ ンス
へ移動し ます。 78 ページの 「ServerView データベースの移動」 の項を参
照し て く だ さい。

SQL Server イ ンス タ ンスをア ッ プグレー ド するか、 または ServerView デー
タベースを移動し た後で、 内部バッ クア ッ プのア ッ プデー ト やセ ッ ト ア ッ プ、
さ らに Operations Manager の管理ジ ョ ブのために、 その他のマイグレーシ ョ
ン処理が必要です。 このよ う な目的のため、 バージ ョ ン 4.52 のイ ンス ト ール
では、 イ ンス タ ンスをア ッ プグレー ド し た りデータベースを移動し た後で実
行するためのバッ チフ ァ イルが提供されます。

SQL Server がローカルの管理用サーバ / パソ コ ンではな く リ モー ト で他の
サーバにイ ンス ト ールされている場合は （40 ページの 「別のシステムへのリ
モー ト のイ ンス ト ール」 の項 をご覧 く だ さい）、 次を確認し実行し て く だ さ
い。
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SQL Server ク ラ イアン ト ツールのイ ンス ト ール

リ モー ト の SQL Server 2005/2008 へアクセスする場合、 ローカルの管理用
サーバ / パソ コ ン上に SQL Server ク ラ イアン ト ツール （Microsoft SQL 
Server Native Client） が必要です。 これらのツールがイ ンス ト ールされてい
るか確認し ます。

– SQL Server 2005 用 : Microsoft SQL Server Native Client 

– SQL Server 2008 用 : Microsoft SQL Server 2008 Native Client

ツールがイ ンス ト ールされていない場合は、 SQL Server ア ッ プグレー ド を完
了させ、 提供されたバッ チフ ァ イルを実行する前にツールをローカルの管理
用サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールし て く だ さい。 SQL Server ク ラ イアン ト
ツールは Microsoft ダウンロー ド セン ターから入手できます。

3.14.1.1 SQL Server イ ンス タ ンスのア ッ プグレー ド

このア ッ プグレー ド方法は 「イ ンプレース」 ア ッ プグレー ド と も呼ばれ、
SQL Server Setup のイ ンス ト ールオプシ ョ ン と し て提供されます。 このア ッ
プグレー ド は、 SQL Server Setup を実行し、 そこで提供されるオプシ ョ ンを
選択する と実行されます。 SQL Server のア ッ プグレー ド中には、 このイ ンス
タ ンスにイ ンス ト ール済みのすべてのデータベース、 すなわち ServerView
データベースも、 自動的にア ッ プグレー ド されます。

Operations Manager はシステム上にイ ンス ト ールされたままです。 ア ッ プグ
レー ドの実行中は Operations Manager へのアクセスが一時的に停止し ます。

イ ンプレースア ッ プグレー ド には以下のこ とに注意が必要です。

– イ ンス ト ール済みの特定のエデ ィ シ ョ ンの SQL Server 2005 または SQL 
Server 2000 のイ ンス タ ンスを対応する SQL Server 2008 または 2005 の
互換性のあるエデ ィ シ ョ ンにア ッ プグレー ド する こ とができます。 例え
ば、 MSDE イ ンス タ ンスは、 SQL Server 2005 Express または SQL 
Server 2008 Express のイ ンス タ ンスへはア ッ プグレー ド する こ とができ
ますが、 SQL Server 2008/2005 Standard または Enterprise Edition へは直
接ア ッ プグレー ド する こ とはできません。

– イ ンス ト ール済みの SQL Server の 32 ビ ッ ト エデ ィ シ ョ ンを イ ンプレー
スア ッ プグレー ド によ って SQL Server の 64 ビ ッ ト エデ ィ シ ョ ンにア ッ
プグレー ド する こ とはできません。

– 言語への依存性も考慮する必要があ り ます。 イ ンプレースア ッ プグレー ド
の際、 SQL Server 2000 のローカ ラ イズ版 （例 ： 日本語版） を異なる言語
版の SQL Server へア ッ プグレー ド する こ とはできません。 し たがって、
イ ンプレースア ッ プグレー ド では、 ア ッ プグレー ド前のイ ンス タ ンス と同
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じ言語の新しい SQL Server イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする必要があ り
ます。 SQL Server の英語版だけはローカ ラ イズされた異言語版へア ッ プ
グレー ド する こ とができます。

イ ンス ト ールの要件は、 SQL Server の Setup プロセス自体によ ってもチ ェ ッ
ク され、 必要に応じ て メ ッ セージや警告が表示されます。

SQL Server イ ンス タ ンスが Operations Manager によ ってイ ンス ト ールされ
ている場合、 イ ンス ト ールの言語は日本語です。

イ ンス ト ール済み SQL Server イ ンス タ ンスの製品バージ ョ ン、 イ ンス ト ー
ル言語、 エデ ィ シ ョ ンを以下の手順で事前に確認できます。

Ê 設定フ ァ イル ServerViewDB.ini の 「Server_Instance」 パラ メ ータの内容を
確認し ます。 設定フ ァ イルは <windir> デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

Ê コマン ド プロンプ ト を開きます。

Ê 以下のコマン ド を入力し ます。

osql -S <server_instance> -E
xp_msver
GO
select @@version
GO

バージ ョ ンや言語についての必要な情報がコマン ド のアウ ト プ ッ ト の 2 
ProductVersion と 3 Language の下に表示されます。 @@version にはエデ ィ
シ ョ ンが表示されます。 

quit コ マン ド で終了し ます。 

イ ンス ト ールの準備

● SQL Server イ ンス タ ンスがア ッ プグレー ド されている間、Setup がハー ド
ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの要件を確認し ます。 この要件は事前に、 Microsoft
ダウンロー ド セン ターの SQL Server 2008 または SQL Server 2005 
（Express） についての Web ページや、 イ ン ターネ ッ ト でアクセスする
SQL Server のオン ラ イ ン ド キュ メ ン ト でも確認する こ とができます。

● SQL Server Express Edition を イ ンス ト ールするには、 事前に必要なソ フ
ト ウ ェ アを Microsoft ダウンロー ド セン ターからダウンロー ド し てイ ンス
ト ールし てお く 必要があ り ます。 SQL Server 2008/2005 のその他のエ
デ ィ シ ョ ンは必要なソ フ ト ウ ェ アコ ンポーネン ト も同梱し てお り、 Setup
を開始する と それら も イ ンス ト ールされます。

● 該当の SQL Server のオン ラ イ ン ド キュ メ ン ト で、 Microsoft が Setup でサ
ポー ト し ているバージ ョ ン と エデ ィ シ ョ ン も確認する こ とができます。



ServerView Operations Manager  73

3.14  SQL Server のア ッ プグレー ド イ ンス ト ール

● イ ンス ト ール済み SQL Server イ ンス タ ンスのタ イプ （既定イ ンス タ ンス
か名前付き イ ンス タ ンスか） と その名前を確認し ます。 SQL Server Setup
が適切な SQL Server イ ンス タ ンスをア ッ プグレー ド するよ う に、 SQL 
Server のイ ンス ト ール中にイ ンス タ ンス名と タ イプを指定する必要があ
り ます。 この情報は、 設定フ ァ イル ServerViewDB.ini （<windir> デ ィ レ ク
ト リ内） の 「Server_Instance」 と 「Instance」 パラ メ ータの中にあ り ま
す。

– 「Instance」 パラ メ ータがない場合、 そのイ ンス タ ンスはデフ ォル ト で
す。 「Server_Instance」 の下には、 サーバ名 （通常は 「(local)」 だけ）
があ り ます。 

– 名前付き イ ンス タ ンスの場合、 そのイ ンス タ ンス名が 「Instance」 の
下にあ り ます。 「Server_Instance」 パラ メ ータには <server_name>¥ 
<instance_name> の情報が記載されています。

ア ッ プグレー ド前にし てお く こ と

Ê 該当する イ ンス タ ンスのデータベースをバッ クア ッ プ し ます。

Ê 該当の SQL Server イ ンス タ ンスにアクセスする、 すべてのアプ リ ケー
シ ョ ンを終了し ます。

Ê すべての従属するサービス、 特に 「ServerView Services」 と
「ServerView Download Service」 を終了し ます。 

Ê SQL Server 2008/2005 （Express） のイ ンス ト ールに必要なソ フ ト ウ ェ ア
を イ ンス ト ールし ます。

ア ッ プグレー ドの実行

SQL Server Setup を実行し てイ ンス タ ンスをア ッ プグレー ド し ます。 すべて
のエデ ィ シ ョ ンの SQL Server に対し ても イ ンス ト ールは対話式に行われま
す。 常に 新のサービスパッ ク を使用する こ と をお勧めし ます。 できれば、
セ ッ ト ア ッ プ後に Microsoft ア ッ プデー ト を行い、 Microsoft からの SQL 
Server のア ッ プグレー ド済みバージ ョ ンに対する 新のセキュ リ テ ィ のア ッ
プデー ト を入手し て く だ さい。
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SQL Server 2005/2000 エデ ィ シ ョ ンから SQL Server 2008 へのア ッ プグ
レー ド

SQL Server 2008 のア ッ プグレー ド中は以下の点に注意し て く だ さい。

– イ ンス ト ールの間、 SQL Server Setup プログラムはサーバ上のすべての
イ ンス ト ール済み SQL/MSDE Server イ ンス タ ンスを検出し、 様々な対話
のステ ッ プで選択や設定のために表示されます。

– 初に、 「イ ンス タ ンス選択」 画面ではイ ンス タ ンス名を表示された リ ス
ト から選択し ます。 イ ンス ト ール済みイ ンス タ ンスがい く つもある場合、
Setup は SQL Server の標準的なイ ンス タ ンスがあればそれを事前に選択
し ます。 ServerView が使用する SQL Server 2005 Express または MSDE
のイ ンス タ ンスは通常、 名前付き イ ンス タ ンス （イ ンス タ ンス名は
「SQLSERVERVIEW」） と し てイ ンス ト ールされます。 上述のよ う に、
ServerView が使用する イ ンス タ ンスの名前と タ イプは、 設定フ ァ イル
ServerViewDB.ini で確認する こ とができます。

– 次の 「イ ンス タ ンスの構成」 画面では、 イ ンス タ ンス名を再度確認し、 標
準的イ ンス タ ンスや名前付き イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールするかど うか指
定し ます。

– イ ンス タ ンス名以外の残りの設定オプシ ョ ンはデフ ォル ト のままで構いま
せん。

MSDE/SQL Server 2005 から SQL Server 2008 Express へのア ッ プグレード

イ ンス ト ール済み MSDE イ ンス タ ンスは SQL Server 2008 Express にア ッ プ
グレー ド できます。 SQL Server 2005 Express は、 SQL Server 2008 Express
または各種ツール付きの拡張版 （SQL Server 2008 Express with Tools） に
ア ッ プグレー ド できます。 拡張版を イ ンス ト ールし たい場合は、 ア ッ プグ
レー ド後に再度イ ンス ト ールプログラムを実行し て他のコ ンポーネン ト を追
加する必要があ り ます。

SQL Server 2008 Express の必要なエデ ィ シ ョ ンは Microsoft ダウンロー ド セ
ン ターで入手できます。 Setup を起動後、 オプシ ョ ンの 「SQL Server 2000 or 
SQL Server 2005 からのア ッ プデー ト 」 を選択し ます。 イ ンス ト ール中、 続
きのダイアログの中でア ッ プグレー ド する SQL Server イ ンス タ ンスを指定
する必要があ り ます。
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他のすべての SQL Server 2005/2000 エデ ィ シ ョ ンから SQL Server 2008 への
ア ッ プグレード

SQL Server 2005/2000 の他のすべてのエデ ィ シ ョ ン も SQL Server 2008 の対
応するエデ ィ シ ョ ンにア ッ プグレー ド できます。 SQL Server 2008 のエデ ィ
シ ョ ンは、 お手持ちの SQL Server 2008 イ ンス ト ールメ デ ィ ア （DVD） から
イ ンス ト ールし て く だ さい。

SQL Server 2000 の各エデ ィ シ ョ ンから SQL Server 2005 へのア ッ プグレー
ド

MSDE イ ン ス タ ン スの SQL Server 2005 Express へのア ッ プグレード

SQL Server 2005 Express については、 Microsoft ダウンロー ド セン ターで
フ ァ イルを入手し ます。 SQLEXPR.EXE を実行し、 イ ンス ト ールし ます。
イ ンス タ ンスのア ッ プグレー ドの手順は、 SQL Server 2005 Express の新規
イ ンス ト ールに必要な手順と基本的に同じ です。

ア ッ プグレー ド については以下の点に注意し て く だ さい。

– SQL Server 2005 Express のイ ンス ト ールプログラムは、 デフ ォル ト では
イ ンス タ ンス名 「SQLEXPRESS」 をどのイ ンス ト ールでも使用し ます。
イ ンス ト ール済みの異なる名前のイ ンス タ ンスをア ッ プグレー ド に選択で
きるよ う に、 「登録情報」 画面で 「詳細構成オプシ ョ ンを非表示にする」
を無効にし ます。 

– 「イ ンス タ ンス名」 画面では、 ア ッ プグレー ド する イ ンス ト ール済みイ ン
ス タ ンスを選択する こ とができます。 イ ンス タ ンス名を直接入力するか、
「イ ンス ト ール済みのイ ンス タ ンス」 を ク リ ッ クする と表示される リ ス ト
から イ ンス タ ンス名を選択し ます。 

– 次に、 選択された MSDE イ ンス タ ンスのイ ンス ト ール済みコ ンポーネン
ト が 「既存のコ ンポーネン ト 」 画面に表示されます。 ア ッ プデー ト できる
コ ンポーネン ト には関連するオプシ ョ ンがアク テ ィ ブにな り ます。 これら
のコ ンポーネン ト を選択し てイ ンス ト ールを続行し ます。 

SQL Server 2000 の他のすべてのエデ ィ シ ョ ンの SQL Server 2005 へのア ッ プグ
レード

SQL Server 2005 の他のすべてのエデ ィ シ ョ ンは SQL Server 2005 DVD から
イ ンス ト ールし ます。

こ こでも、 ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールのプロセスは基本的には新規のイ ン
ス ト ールと同じ ですが、 以下の例外があ り ます。 
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– イ ンス ト ール中、 「イ ンス タ ンス名」 画面で、 ア ッ プグレー ド する既定の
イ ンス タ ンスまたは名前付き イ ンス タ ンスを選択し ます。 こ こで選択され
たイ ンス タ ンスがセ ッ ト ア ッ プ中にア ッ プデー ト されます。 イ ンス タ ンス
名を直接入力するか、 「イ ンス ト ール済みのイ ンス タ ンス」 を ク リ ッ クす
る と表示される リ ス ト から、 イ ンス タ ンス名を選択し ます。

– イ ンス ト ール済みコ ンポーネン ト が 「既存のコ ンポーネン ト 」 画面に現れ
ます。 オプシ ョ ンがアクテ ィ ブであれば、 ア ッ プグレー ド にこれらのコ ン
ポーネン ト を選択し てイ ンス ト ールを続行し ます。

ア ッ プグレー ド後にする こ と

イ ンス タ ンスのイ ンプレースア ッ プグレー ド後には、 すべてのバージ ョ ンの
SQL Server について以下の手順を実行する必要があ り ます。

Ê 「SQL Server （< イ ンス タ ンス名 >）」 サービスが起動し たかど うか確認し
ます。

Ê SQL Server 2008/2005 Express 以外のエデ ィ シ ョ ンの場合 ：
「SQL Server Agent （< イ ンス タ ンス名 >）」 サービスが起動し たかど うか
確認し ます。

I Operations Manager に対し て リ モー ト の SQL Server を使用し てい
る場合は、 管理用サーバ / パソ コ ンで追加の手順を実行し て く だ さ
い。 実行するには、 「Domain」 および 「Username」 項目にある
%windir%\ServerViewDB.ini フ ァ イルで指定されているユーザアカ
ウン ト で管理用サーバ / パソ コ ンにログオン し ます。 

Ê SQL Server 2008/2005 Express の場合 ：
Windows のサービス 「タ スクスケジューラ」 が起動し たかど うか確認し
ます。

Ê Operations Manager を再起動する前に、Operations Manager の内部バッ ク
ア ッ プ と メ ンテナンスジ ョ ブを こ こ で再度セ ッ ト ア ッ プ し ます。

コマン ド プロンプ ト を開きます。

Ê デ ィ レ ク ト リ < イ ン ス ト ールパス >¥ServerView Services 
¥scripts¥ServerView¥Tools. に切り替えます。 

Ê このデ ィ レ ク ト リ にある以下のバッ チフ ァ イルを実行し ます。

– SQL Server 2008 のエデ ィ シ ョ ンへのア ッ プグレー ド後 ：
SVCreateJobs_Upgrade2008

– SQL Server 2005 のエデ ィ シ ョ ンへのア ッ プグレー ド後 ： 
SVCreateJobs_Upgrade2005
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Ê 実行中、 「Renamed SQL Server Instance [Y/N] ?」 と問われるので、
「N」 と入力し ます。 

Ê Operations Manager に必要なすべてのア ッ プグレー ド手順はこのバッ チ
フ ァ イルから実行されます。 個々のステ ッ プはログフ ァ イル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2005.log にも記録されます。
「DbApplicationFolder」 パラ メ ータの内容は設定フ ァ イル ServerViewDB.ini
で確認できます。

Ê 正常に実行できたら、 「ServerView Services」 と 「ServerView Download 
Service」 のサービスを開始し ます。

Ê ServerView データベースのバッ クア ッ プジ ョ ブがセ ッ ト ア ッ プ されてお
り、 実行できるかど う か確認し ます。

SQL Server Express エデ ィ シ ョ ンでは、 ジ ョ ブは Windows のタ スクスケ
ジューラによ ってセ ッ ト ア ッ プ されるため、 タ スクスケジューラで監視さ
れます。

Ê 「管理ツール」 → 「タ スクスケジューラ」 の順に開いて、 ジ ョ ブ と スケ
ジュールのリ ス ト を確認し ます。 

SQL Server の他のすべてのエデ ィ シ ョ ンでは、 サービスの 「SQL Server 
Agent」 がジ ョ ブのセ ッ ト ア ッ プに使用されます。 この場合、 SQL Server 
Management Studio によ ってジ ョ ブ と スケジュールを確認し ます。

Ê SQL Server Management Studio を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 「SQL Server Agent」 を選択
し ます。

Ê 「ジ ョ ブ」 の下にセ ッ ト ア ッ プ済みのジ ョ ブが表示されます。 各ジ ョ ブ
の 新スケジュールは 「右ク リ ッ ク」 → 「スケジュールの管理」 で確
認できます。
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3.14.1.2 ServerView データベースの移動

SQL Server イ ンス タ ンス全体のイ ンプレースア ッ プグレー ド し ない、 または
できない場合は、 ServerView データベースを イ ンス ト ール済みの SQL 
Server イ ンス タ ンスから新しい SQL Server イ ンス タ ンスへ移動させる こ と
によ ってマイグレーシ ョ ンできます。 この手順は、 SQL Server についての
Microsoft オン ラ イ ン ド キュ メ ン ト では 「side-by-side」 ア ッ プグレー ド と も
呼ばれます。 ご使用の SQL Server エデ ィ シ ョ ンのイ ンプレースア ッ プグレー
ド を Microsoft がサポー ト し ていない場合はこのタ イプを行う必要があ り ま
す。 例えば、 32 ビ ッ ト の SQL Server のエデ ィ シ ョ ンを 64 ビ ッ ト の SQL 
Server のエデ ィ シ ョ ンへア ッ プグレー ド する場合などがこのケースにあた り
ます。

SQL Server 2005/SQL Server 2005 Express または SQL Server 2000/MSDE
から新しい SQL Server のエデ ィ シ ョ ンへのア ッ プグレー ド について、 どの
バージ ョ ン と エデ ィ シ ョ ンのア ッ プグレー ド を Microsoft がサポー ト し ている
かは、 SQL Server 2008 と SQL Server 2005 についての Microsoft オン ラ イ ン
ド キュ メ ン ト で確認できます。

このア ッ プグレー ド 方法では、 新しい SQL Server イ ンス タ ンスが既存の
SQL Server イ ンス タ ンス と side-by-side にイ ンス ト ールされます。
ServerView データベースがイ ンス ト ール済みイ ンス タ ンスからデタ ッ チ さ
れ、 新しいイ ンス タ ンスにア タ ッ チ されます。 この方法では、 Operations 
Manager はシステムにイ ンス ト ールされたままです。

I Operations Manager に対する ク ラ イアン ト の設定が保持されるよ う
に、 新しい SQL Server イ ンス タ ンスはア ッ プデー ト 前のイ ンス タ ン
ス と同じ システムにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 そのため、 同
じ イ ンス タ ンス名で side-by-side にイ ンス ト ールする こ とはできませ
ん。

以下のいずれかを行って く だ さい。

– データベースをデタ ッ チ し て、 SQL Server イ ンス タ ンスをアン イ
ンス ト ールし てから新しいイ ンス タ ンスを イ ンス ト ールする。

– 新しい SQL Server イ ンス タ ンスを別のイ ンス タ ンス名でイ ンス
ト ールする。

I イ ンス タ ンス タ イプの切り替えは、 ServerView データベースのア ッ プ
グレー ド ではサポー ト し ていません。 ア ッ プグレー ド では、 名前付き
イ ンス タ ンスを別の名前でイ ンス ト ールする こ とはできますが、 名前
付き イ ンス タ ンスから既定イ ンス タ ンス （またはその逆） への切り替
えはできません。
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イ ンス ト ールの準備

● 新しいイ ンス タ ンスのイ ンス ト ール中、 ハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの要
件が確認されます。 この件については、 Microsoft ダウンロー ド セン ター
の SQL Server 2008 または SQL Server 2005 （Express） の製品ページな
どを参照し て く だ さい。

● SQL Server Express Edition を イ ンス ト ールするには、 事前に必要なソ フ
ト ウ ェ アを Microsoft ダウンロー ド セン ターからダウンロー ド し、 自分で
イ ンス ト ールする必要があ り ます。 SQL Server のその他のエデ ィ シ ョ ン
には必要なソ フ ト ウ ェ アコ ンポーネン ト が同梱されています。

● イ ンス ト ール済み SQL Server イ ンス タ ンスのタ イプ （既定イ ンス タ ンス
か名前付き イ ンス タ ンスか） と その名前を確認し ます。 この情報は、 設定
フ ァ イル ServerViewDB.ini （<windir> デ ィ レ ク ト リ内） の
「Server_Instance」 と 「Instance」 パラ メ ータの中にあ り ます。

– 「Instance」 パラ メ ータがない場合、 そのイ ンス タ ンスはデフ ォル ト で
す。 「Server_Instance」 の下には、 サーバ名 （通常は 「(local)」） だけ
があ り ます。

– 名前付き イ ンス タ ンスの場合、 そのイ ンス タ ンス名が 「Instance」 の
下にあ り ます。 「Server_Instance」 パラ メ ータには 「< サーバ名 >\ <
イ ンス タ ンス名 >」 の情報が記載されています。 

● ServerView データベースフ ァ イルの現在のパス名を確認し ます。パス名は
データベースを新しい SQL Server イ ンス タ ンスに追加するのに必要で
す。

パス名は、 Enterprise Manager/DbaMgr2k または Server Management 
Studio を使用し て、 以下の手順で確認する こ とができます。

Ê 対応するツールを起動し、 イ ンス ト ール済みの SQL Server 2005/SQL 
Server 2005 Express または SQL Server 2000/MSDE のイ ンス タ ンス
に接続し ます。

Ê データベース 「ServerViewDB」 を選択し ます。

Ê 右ク リ ッ ク メ ニューから 「プロパテ ィ 」 を選択し ます。 パス名は、
「データ フ ァ イル」 または 「 ト ラ ンザクシ ョ ンログ」 タ ブの 「場所」 欄
（Enterprise Manager/DbaMgr2k の場合）、 または 「フ ァ イル」 を選択
後、 「パス」 欄 （SQL Server Management Studio の場合） に表示され
ます。
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パス名は、 osql （または sqlcmd） を使用し て以下のよ う に確認する こ と
もできます。

Ê コマン ド プロンプ ト を開き、 以下のコ マン ド を入力し ます。

osql -S <インスタンス名 > -E
EXEC sp_helpfile
GO

「filename」 欄にパスの詳細が表示されています。 quit コマン ド で osql
を終了し ます。

ア ッ プグレー ドの前にし てお く こ と

Ê 既存の SQL Server イ ンス タ ンスにおいて、 「ServerViewDB」 データベー
スのバッ クア ッ プを行い、 バッ クア ッ プデータ を 新にし ます。

Ê 該当の SQL Server イ ンス タ ンスにアクセスするアプ リ ケーシ ョ ンをすべ
て終了し ます。

Ê すべての従属するサービス、 特に 「ServerView Services」 と
「ServerView Download Service」 を終了し ます。

Ê SQL Server 2005 （SQL Server 2005 Express） のイ ンス ト ールに必要なソ
フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。

ア ッ プグレー ドの実行

– 既存の SQL Server 2005/SQL Server 2005 Express または SQL Server 
2000/MSDE のイ ンス タ ンスから ServerView データベースをデタ ッ チ し
ます。

ServerView データベースのデタ ッ チは、 SQL サーバ管理ツール （SQL 
Server Enterprise Manager、 DbaMgr2k、 または SQL Server Management 
Studio） を使用するか、 または osql で コ マン ド プロンプ ト から SQL 
Server のプロシージャ を直接呼び出すこ とによ り行えます。

管理ツールを使用する場合、 データベースのデタ ッ チ方法は、 ご使用の
ツールのオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。
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コマン ド プロンプ ト を使用する場合の手順は以下のとお り です。

Ê コマン ド プロンプ ト を開き、 以下のコマン ド を入力し ます。

osql -S <インスタンス名 > -E
EXEC sp_detach_db @dbname='ServerViewDB'
GO

quit コマン ド で osql を終了し ます。

– デタ ッ チでは、 データベースは SQL Server から削除されるのではな く 、
その保存場所に残り ます。 フ ァ イルはそのまま残し ておいても、 他のデ ィ
レ ク ト リ にコ ピーし ても構いません。 データベースをア タ ッ チする際、
新のパス名を新しいイ ンス タ ンスに指定する必要があ り ます。

– SQL Server イ ンス タ ンスの名前を変えない場合は、 こ こで既存の SQL 
Server イ ンス タ ンスをアン イ ンス ト ールし て く だ さい。

– 新しい SQL Server イ ンス タ ンス （SQL Server 2008/2005 または SQL 
Server 2008/2005 Express） を イ ンス ト ールし ます。

Ê SQL Server Express Edition の場合、 ダウンロー ド セン ターからダウン
ロー ド し たフ ァ イルから イ ンス ト ールし ます。

Ê SQL Server の他のエデ ィ シ ョ ンの場合、 イ ンス ト ールメ デ ィ ア （SQL 
Server 2008 DVD） から直接イ ンス ト ールし ます。 

– イ ンス タ ンス名を変えない場合、 旧の SQL Server イ ンス タ ンスをアン イ
ンス ト ールし たら、 同じ タ イプ （既定イ ンス タ ンスまたは名前付き イ ンス
タ ンス） と同じ名前 （名前つき イ ンス タ ンス） で、 例えば SQL Server 
Express エデ ィ シ ョ ンには 「SQLSERVERVIEW」 でイ ンス ト ールし ます。

– SQL Server 2005 Express を イ ンス ト ールする場合

SQL Server 2005 Express を イ ンス ト ールする場合は、 以下の点に注意し
て く だ さい。

「登録情報」 画面で、 「詳細構成オプシ ョ ンを非表示にする」 を無効にし ま
す。 無効にし ない場合、 イ ンス ト ール時にイ ンス タ ンス名を既定の名前
「SQLEXPRESS」 以外の名前に割り当てる こ とができな く な り ます。
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– データベースを以下の手順でア タ ッ チ し ます。

Ê SQL Server Management Studio を開き、 新しいイ ンス タ ンスに接続し
ます。

Ê 「新しいクエ リ」 を選択し、 以下のコマン ド を 「クエ リ」 画面に入力し
ます。 このウ ィ ン ド ウでは、 <data_path> はご使用のシステムの
ServerView データベースフ ァ イルのパス名です。

CREATE DATABASE ServerViewDB
ON PRIMARY (FILENAME='<data_path>\ServerViewDB.mdf')
LOG ON (FILENAME='<data_path>\ServerViewDB_log.LDF')
FOR ATTACH

– ア タ ッ チ し たら以下のコマン ド を実行し、 整合性を確認し てア ッ プデー ト
し ます。

DBCC UPDATEUSAGE('ServerViewDB')

– Operations Manager に対する リ モー ト の SQL Server と し て SQL Server
を使用し ている場合、 64 ページの 「リ モー ト の SQL Server の設定」 の項
での説明に従ってユーザアカウン ト をセ ッ ト ア ッ プ し ます。 管理用サーバ
/ パソ コ ンでは、 Domain および Username にある
%windir%\ServerViewDB.ini フ ァ イルでユーザアカウン ト を確認し ます。

– SQL Server 2008 を使用し ている場合、 承認された SQL 管理者と し て登
録されている ServerView Services および ServerView Download Service でユー
ザアカウン ト をセ ッ ト ア ッ プ し ます。 51 ページの 「SQL サーバ管理者権
限を持つユーザアカウン ト の追加」 の項をご覧 く だ さい。

ア ッ プグレー ド後にする こ と

イ ンス タ ンスの side-by-side ア ッ プグレー ド後には、 すべてのバージ ョ ンの
SQL Server について以下の手順を実行する必要があ り ます。

I Operations Manager に対する リ モー ト の SQL Server と し て SQL 
Server を使用し ている場合は、 %windir%\ServerViewDB.ini フ ァ イルの
Domain および Username 項目に定義されているユーザでログオン し、管
理端末で追加の操作を確認し て く だ さい。

Ê SQL Server 2005 Express Edition の場合、 ア ッ プグレー ド を続ける前に
「タ スクスケジューラ」 が起動し たかど うか確認し ます。

Ê SQL Server の他のエデ ィ シ ョ ンの場合、 「SQL Server Agent 
<instance_name>」 サービスが起動し たかど うか確認し ます。

Ê Operations Manager を再起動する前に、Operations Manager の内部バッ ク
ア ッ プジ ョ ブを こ こ で再度セ ッ ト ア ッ プ し ます。



ServerView Operations Manager  83

3.14  SQL Server のア ッ プグレー ド イ ンス ト ール

そのためには、 コマン ド プロンプ ト を開きます。

Ê デ ィ レ ク ト リ < イ ン ス ト ールパス >¥ServerView Services 
¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このデ ィ レ ク ト リ にある以下のフ ァ イルを実行し ます。

– For SQL Server 2008: SVCreateJobs_Upgrade2008

– For SQL Server 2005: SVCreateJobs_Upgrade2005

Ê Renamed SQL Server Instance [Y/N] ? のメ ッ セージに次のいずれを指
定し ます。 

– 「N」 ： 新しい SQL Server イ ンス タ ンスが同じ名前でイ ンス ト ール
された場合。

– 「Y」 ： 新しいイ ンス タ ンスが別の名前でイ ンス ト ールされた場合。
新しい名前を以下のプロンプ ト に入力し ます。 
Please enter new SQL Server Instance Name 

Ê Operations Managerのセ ッ ト ア ッ プに必要なア ッ プグレー ド手順はこのア
プ リ ケーシ ョ ンの実行中に実行され、 ログフ ァ イル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2008.log または 
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2005.log に記録されます。
「DbApplicationFolder」 パラ メ ータの内容は設定フ ァ イル ServerViewDB.ini
で確認する こ とができます。

Ê 正常に実行されたら、 「ServerView Services」 と 「ServerView Download 
Service」 のサービスを開始し ます。

Ê ServerView データベースのバッ クア ッ プジ ョ ブが適切にセ ッ ト ア ッ プ さ
れ、 ご使用のシステムで実行できるかど う か確認し ます。

– SQL Server Express エデ ィ シ ョ ンでは、 ジ ョ ブは Windows のタ スク
スケジューラによ ってセ ッ ト ア ッ プ されます。 ジ ョ ブ と スケジュール
は該当の Windows のユーザイ ン ターフ ェ イスで確認する こ とができま
す。

Ê 「コ ン ト ロールパネル」 → 「タ スクスケジューラ」 の順に開いて、
ジ ョ ブ と スケジュールのリ ス ト を確認し て く だ さい。 

– SQL Server の他のすべてのエデ ィ シ ョ ンでは、 サービスの SQL 
Server Agent がジ ョ ブのセ ッ ト ア ッ プに使用されます。 ジ ョ ブ と スケ
ジュールは SQL Server Management Studio で確認する こ とができま
す。

Ê SQL Server Management Studio を起動し ます。
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Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 「SQL Server エージ ェ ン
ト 」 を選択し ます。

Ê 「ジ ョ ブ」 の下にセ ッ ト ア ッ プ済みのジ ョ ブが表示されます。 各
ジ ョ ブの 新スケジュールは、 右ク リ ッ ク メ ニューの 「スケジュー
ルの管理」 で確認できます。 
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3.14.2 SQL Server 2008 Express から SQL Server 2008 へ
のア ッ プグレー ド

SQL Server 2008 Express イ ンス タ ンスを SQL Server 2008 のフルバージ ョ
ンにア ッ プグレー ド イ ンス ト ールする こ とができます。 ServerView データ
ベースが 大サイズ （SQL Server 2008 Express では 4 GB） に達し た場合、
または SQL Server 2008 フルバージ ョ ンの機能やコ ンポーネン ト で SQL 
Server 2008 Express には含まれていないものを追加し て使用し たい場合は、
ア ッ プグレー ドが必要にな り ます。

イ ンス ト ールの準備

ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールを行う前に以下の準備を行って く だ さい。

– SQL Server 2008 のイ ンス ト ール中、 ハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの要件
が確認されます。 この件については、 Microsoft の Web サイ ト を参照し て
く だ さい。

– SQL Server 2008 のどのエデ ィ シ ョ ンのア ッ プデー ト を Microsoft がサ
ポー ト し ているかについて、 SQL Server 2008 のオン ラ イ ン ド キュ メ ン ト
を参照し て く だ さい。

– 特定の機能やコ ンポーネン ト が必要な場合、 ア ッ プグレー ド し よ う と し て
いるエデ ィ シ ョ ンに機能やコ ンポーネン ト が入っているか、 確認し ます。

ア ッ プグレー ド については以下の点に注意し て く だ さい。

– SQL Server 2008 Express のローカ ラ イズ版は、 SQL Server 2008 の同じ
言語のローカ ラ イズ版または英語版にア ッ プグレー ド する こ とができま
す。

– 常に 新のサービスパッ ク を イ ンス ト ールする こ と をお勧めし ます。 ア ッ
プグレー ド後には必ず 新のア ッ プデー ト がないか確認し、 あればイ ンス
ト ールし て く だ さい。

– SQL Server Management Studio の別のエデ ィ シ ョ ンは side-by-side にイ
ンス ト ールできないため、 SQL Server Management Studio （Basic) がイ
ンス ト ールされている場合は、 アン イ ンス ト ールし てから新しいエデ ィ
シ ョ ンにあわせて再イ ンス ト ールする必要があ り ます。
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ア ッ プグレー ド前にし てお く こ と

Ê イ ンス ト ール済みイ ンス タ ンスのデータベースをバッ クア ッ プ し ます。

Ê 該当の SQL Server 2008 Express イ ンス タ ンスにアクセスするすべてのア
プ リ ケーシ ョ ンを終了し ます。

Ê 「ServerView Services」 と 「ServerView Download Service」 を停止し ま
す。 

ア ッ プグレー ドの実行

ア ッ プグレー ドは SQL Server 2008 Setup を イ ンス ト ール DVD から実行し て
行います。

Ê ア ッ プグレー ド するエデ ィ シ ョ ンの Setup を起動し ます。

Ê 左側のウ ィ ン ド ウで 「メ ンテナンス」 を選択し、 「エデ ィ シ ョ ンのア ッ プ
グレー ド」 を選択し ます。 

エデ ィ シ ョ ンをア ッ プグレー ド するためのイ ンス ト ールウ ィ ザー ドが開き
ます。

Ê 「イ ンス タ ンスの選択」 画面で、 ア ッ プグレー ド し たいイ ンス タ ンスを選
択し ます。Operations Manager が名前付き SQL Server Express 2008 イ ン
ス タ ンスに使用する イ ンス タ ンス名は 「SQLSERVERVIEW」 です。

Ê プログラムがエデ ィ シ ョ ンのア ッ プグレー ドが可能かど う か確認し、 「エ
デ ィ シ ョ ンのア ッ プグレー ドの準備完了」 画面で再確認のメ ッ セージが表
示された後、 ア ッ プグレー ドが実行されます。 

ア ッ プグレー ドが成功する と、 「完了」 画面が表示されます。

ア ッ プグレー ド後の操作

Ê 新しいエデ ィ シ ョ ンに対する未処理のサービスパッ ク、 サービスパッ クの
ア ッ プデー ト やホ ッ ト フ ィ ッ クスア ッ プデー ト を イ ンス ト ールし ます。

Ê 「SQL Server （< イ ンス タ ンス名 >）」 サービスが起動し たかど うか確認し
ます。

Ê 「SQL Agent （< イ ンス タ ンス名 >）」 サービスが起動し たかど うか確認し ま
す。
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ServerView サービス と Operations Manager を再起動する前に、 ServerView
データベースの内部バッ クア ッ プ と メ ンテナンスジ ョ ブを再作成し て く だ さ
い。 手順は以下のとお り です。

Ê コマン ド プロンプ ト を開きます。

Ê デ ィ レ ク ト リ < イ ン ス ト ールパス >¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イル SVCreateJobs_Upgrade2008 を実行し ま
す。 実行中、 「Renamed SQL Server Instance [Y/N] ?」 のメ ッ セージに
「N」 を入力し ます。

すべての必要なア ッ プグレー ド手順はこのバッ チフ ァ イルから実行され、
ログフ ァ イル <DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2008.log に記
録されます。

<DbApplicationFolder> のパスは設定フ ァ イル ServerViewDB.ini で確認し て
く だ さい。

Ê フ ァ イルの実行が成功し たら、 サービスの 「ServerView Services」 と
「ServerView Download Service」 を開始し ます。

Ê 次に、 必ず、 ServerView データベースのバッ クア ッ プジ ョ ブがシステム
にセ ッ ト ア ッ プ され、 実行できるかど うか確認し ます。 これらのジ ョ ブ
は、 「SQL Server Agent」 サービスを使用し てセ ッ ト ア ッ プ されます。 

ジ ョ ブは SQL Server Management Studio から確認できます。

Ê SQL Server Management Studio を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 「SQL Server エージ ェ ン ト 」 を選
択し ます。

Ê 「ジ ョ ブ」 の下にセ ッ ト ア ッ プ済みのジ ョ ブが表示されます。 各ジ ョ ブの
新スケジュールは、 右ク リ ッ ク メ ニューの 「スケジュールの管理」 で確

認できます。
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3.14.3 SQL Server 2005 Express から SQL Server 2005 へ
のア ッ プグレー ド

SQL Server 2005 Express イ ンス タ ンスを SQL Server 2005 のフルバージ ョ
ンにア ッ プグレー ド する こ とができます。 MSDE 2000 とは違って、 SQL 
Server 2005 Express には並列読み込みが増加し た場合の一般的なワーク ロー
ドの制限はあ り ません。

例えば ServerView データベースが 大サイズ（SQL Server 2005 Expres で 4 
GB） に達し た場合や、 SQL Server 2005 の機能やコ ンポーネン ト で SQL 
Server 2005 Express には含まれていないものを追加し て使用し たい場合は
ア ッ プグレー ドが必要にな り ます。

イ ンス ト ールの準備

ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールを行う前に以下の準備を し て く だ さい。

– SQL Server 2005 のア ッ プグレー ド イ ンス ト ール中、 ハー ド ウ ェ ア と ソ フ
ト ウ ェ アの要件が確認されます。 詳細は Microsoft の Web サイ ト を参照し
て く だ さい。

– Microsoft がサポー ト し ているア ッ プグレー ドの SQL Server 2005 エデ ィ
シ ョ ンについて、 SQL Server 2005 のオン ラ イ ン ド キュ メ ン ト で確認し ま
す。

– 特定の機能やコ ンポーネン ト が必要な場合、 ア ッ プグレー ド対象エデ ィ
シ ョ ンに機能やコ ンポーネン ト が入っているかを確認し ます。

ア ッ プグレー ド については以下の点に注意し て く だ さい。

– SQL Server 2005 Express のローカ ラ イズ版は、 SQL Server 2005 の同じ言
語のローカ ラ イズ版または英語版にア ッ プグレー ド する こ とができます。

– ア ッ プグレー ド中、 ア ッ プグレー ド するエデ ィ シ ョ ンのバージ ョ ン状態
と、 新し く イ ンス ト ールされるエデ ィ シ ョ ンのバージ ョ ン状態が確認され
ます。

新のサービスパッ ク付き SQL Server 2005 Express がイ ンス ト ールされ
ている場合、 すでにア ッ プグレー ド 対象の SQL Server 2005 エデ ィ シ ョ ン
の基本イ ンス ト ールよ り も 新のバージ ョ ンになっています。

上記のよ う な原因によ り、 セ ッ ト ア ッ プ中に警告が発生し た り ア ッ プグ
レー ドが中断し た り し ないよ う に、 新しい SQL Server 2005 のエデ ィ シ ョ
ンのイ ンス ト ールは、 追加の呼び出しパラ メ ータ を用いて コマン ド プロン
プ ト から行って く だ さい。 89 ページの " ア ッ プグレー ドの実行 " を参照し
て く だ さい。
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– 常に 新のサービスパッ ク を使用する こ と をお勧めし ます。 ア ッ プグレー
ド後は、 すべての 新サービスパッ ク、 サービスパッ クのア ッ プデー ト や
ホ ッ ト フ ィ ッ クスア ッ プデー ト を、 ア ッ プグレー ド済みのエデ ィ シ ョ ンに
再度イ ンス ト ールし て く だ さい。

– SQL Server Management Studio Express がすでにシステムにイ ンス ト ー
ルされている場合で、 今回 SQL Server 2005 の上位エデ ィ シ ョ ン と と もに
SQL Server Management Studio のフルバージ ョ ンを イ ンス ト ールし たい
場合、 SQL Server Management Studio Express をアン イ ンス ト ールし て
から イ ンス ト ールし て く だ さい。 SQL Server Management Studio Express
と SQL Server Management Studio の side-by-side イ ンス ト ールはできま
せん。

ア ッ プグレー ド前にし てお く こ と

Ê イ ンス ト ール済みイ ンス タ ンスのデータベースをバッ クア ッ プ し ます。

Ê 該当の SQL Server 2005 Express イ ンス タ ンスにアクセスするすべてのア
プ リ ケーシ ョ ンを終了し ます。

Ê 「ServerView Services」 と 「ServerView Download Service」 を停止し ま
す。

ア ッ プグレー ドの実行

SQL Server 2005 Express のイ ンス タ ンスのア ッ プグレー ドは、 すべての
データベースを伴う イ ンス タ ンス全体の 「イ ンプレース」 ア ッ プグレー ド と
し て直接行う こ とができます。

このア ッ プグレー ドは、 イ ンス ト ール DVD から SQL Server 2005 Setup を実
行し て行います。 手順は新規のイ ンス ト ールとほぼ同じ ですが、 以下の点が
異な り ます。

Ê コ マン ド プロンプ ト を開き、 イ ンス ト ールメ デ ィ ア内で、 イ ンス ト ールさ
れるエデ ィ シ ョ ン用の setup.exe フ ァ イルのある フ ォルダまで進みます。
コマン ド プロンプ ト でパラ メ ータ  「SKUUPGRADE=1」 を用いてイ ンス
ト ールを開始し ます。

例

<ドライブ >:\<フォルダ >\setup.exe SKUUPGRADE=1

Ê 「イ ンス ト ールする コ ンポーネン ト 」 画面で、 少な く と も コ ンポーネン ト
の 「SQL Server データベースサービス」 を選択し ます。 SQL Server 2005 
Express に含まれていない追加のコ ンポーネン ト を選択する こ とができま
す。
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Ê 「イ ンス タ ンス名」 画面で、ア ッ プグレー ド する SQL Server 2005 Express 
イ ンス タ ンスを選択し ます。 名前を直接入力する こ と も、 「イ ンス ト ール
済みのイ ンス タ ンス」 を ク リ ッ ク し て表示された リ ス ト から選択する こ と
もできます。

Ê イ ンス ト ール済みのコ ンポーネン ト が 「既存のコ ンポーネン ト 」 画面に表
示されます。 コ ンポーネン ト 名のチ ェ ッ クボ ッ クスが選択可能であれば、
そのア ッ プグレー ドが可能です。 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し てア ッ プグ
レー ド を続行し ます。

チ ェ ッ クボ ッ クスが選択できない場合は、 「詳細表示」 を ク リ ッ クする と
エラー メ ッ セージが表示され、 ア ッ プグレー ドが不可能な理由を確認でき
ます。 

ア ッ プグレー ド後の操作

Ê 新しいエデ ィ シ ョ ンに対する未処理のサービスパッ ク、 サービスパッ クの
ア ッ プデー ト やホ ッ ト フ ィ ッ クスア ッ プデー ト を イ ンス ト ールし ます。

Ê 「MSSQL$SQLSERVERVIEW」 サービスが開始されたかど うか確認し ま
す。

Ê 「SQLAgent$SQLSERVERVIEW」 サービスが開始されたかど うか確認し
ます。

Operations Manager を再起動する前に、 Operations Manager の内部バッ ク
ア ッ プ と メ ンテナンスジ ョ ブを再作成し て く だ さい。 手順は以下のとお り で
す。

Ê コマン ド プロンプ ト を開きます。

Ê デ ィ レ ク ト リ < イ ン ス ト ールパス >¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イル SVCreateJobs_Upgrade2005 を実行し ま
す。

Operations Manager のすべての必要なア ッ プグレー ド手順はこのバッ チ
フ ァ イルから実行され、 ログフ ァ イル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2005.log に記録されます。

DbApplicationFolder のパスは、 設定フ ァ イル ServerViewDB.ini で確認し て
く だ さい。
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Ê フ ァ イルの実行が成功し たら、 サービスの 「ServerView Download 
Service 」 と 「ServerView Services」 を開始し ます。

Ê 次に、 必ず、 ServerView データベースのバッ クア ッ プジ ョ ブがセ ッ ト
ア ッ プ され、 実行できるかど うか確認し ます。

ジ ョ ブは SQL Server Management Studio から確認できます。

Ê SQL Server Management Studio を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 「SQL Server エージ ェ ン ト 」 を選
択し ます。

Ê 「ジ ョ ブ」 の下にセ ッ ト ア ッ プ済みのジ ョ ブが表示されます。 各ジ ョ ブの
新スケジュールは、 右ク リ ッ ク メ ニューの 「スケジュールの管理」 で確

認できます。
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3.14.4 MSDE 2000 から SQL Server 2000 へのア ッ プグ
レー ド

MSDE 2000 Service Pack 4 （バージ ョ ン 8.00.2039） から SQL Server 2000 
Standard Edition Service Pack 4 にア ッ プグレー ド イ ンス ト ールする こ とがで
きます。 例えば、 ServerView データベースが 2 GB に達し た場合や、 「推奨さ
れる構成の監視対象サーバは 200 以上」 に達し た場合にはア ッ プグレー ドが
必要にな り ます。 SQL Server 2000 Enterprise Edition が必要な場合は、 SQL 
Server 2000 Standard Edition Service Pack 4 から SQL Server 2000 Enterprise 
Edition Service Pack 4 へのア ッ プグレー ド  イ ンス ト ールが行えます。 

ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールではな く 、 ロー ド デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンを変
更し て MSDE 2000 を使い続ける こ と もできます。 180 ページの 「負荷分散
の変更」 の項を参照し て く だ さい。 サーバの負荷は 2 つの方法で確認する こ
とができます。

1. イベン ト ビ ューアを使用

Ê イベン ト ビ ューアを 「ス ター ト 」 → 「管理ツール」 → 「イベン ト
ビ ューア」 の順に選択し て開きます。

Ê イベン ト ビ ューアでアプ リ ケーシ ョ ンログを選択し ます。

Ê 「イベン ト 」 欄の見出し を ク リ ッ ク し、 リ ス ト を ソー ト し て 3629 番の
ログが出力されているかど うかを確認し ます。 このイベン ト が頻発す
る場合は、 負荷設定を変更し て く だ さい。

2. ログフ ァ イルを使用

Ê Enterprise Manager または DbaMgr2K を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し ます。

Ê 「メ ンテナンス」 → 「SQL Server ログ」 の順に選択し ます。

Ê 表示されたログフ ァ イルで以下のメ ッ セージが出力されているかど う
か確認し ます。

This SQL Server has been optimized for 8 concurrent 
queries. This limit has been exceeded by <x> queries and 
performance may be adversely affected.

このメ ッ セージが頻発する場合は、 負荷設定を変更し て く だ さい。 

I ログフ ァ イルは、 「LOG」 デ ィ レ ク ト リの下のイ ンス ト ールデ ィ レ
ク ト リ にもあ り ます。
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ア ッ プグレー ドの実行

ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールの前に製品のバージ ョ ンを確認し て く だ さい。

I バージ ョ ン 8.00.2039 からのア ッ プグレー ド イ ンス ト ールのみ可能で
す。 

イ ンス ト ール済みの MSDE 2000 のバージ ョ ン と言語は、 コマン ド プロンプ
ト から以下のコマン ド で確認する こ とができます。 

osql -S <SQL Server instance> -E

xp_msver

GO

情報は 「2 ProductVersion」 と 「3 Language」 の下に表示されます。 製品の
バージ ョ ンは 8.00.2039 でなければな り ません。 また、 MSDE 2000 と同じ言
語版の SQL Server 2000 を イ ンス ト ールし て く だ さい。

ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールの手順は以下のとお り です。

Ê サービスの 「MSSQL$SQLSERVERVIEW」、 「MSSQLSERVER」、
「SQLAgent$SQLSERVERVIEW」、 「SQLSERVERAGENT」、 「ServerView 
Services」、 または 「ServerView Download Service」 を停止し ます。

Ê 「ス ター ト 」 → 「管理ツール」 → 「サービス」 の順に選択し ます。

Ê 該当サービスを選択し、 さ らに右ク リ ッ ク メ ニューから 「停止」 を選
択し ます。 

Ê サービスのス ター ト タ イプを 「手動」 に変更し ます。

Ê 該当サービスを選択し、 さ らに右ク リ ッ ク メ ニューから 「プロパテ ィ 」
を選択し ます。

Ê 「ス ター ト ア ッ プの種類」 の下のリ ス ト で 「手動」 を選択し ます。

Ê SQL Server 2000 の基本イ ンス ト ール

イ ンス ト ールでは以下を指定し ます。

– イ ンス ト ール種別の選択 :
ア ッ プグレード、 削除、 または SQL Server の既存イ ン ス タ ン スへのコ
ンポーネン ト の追加を行います。

– イ ンス タ ンス名 :
イ ン ス タ ン ス名 「SQLSERVERVIEW」 がすでに入力されています。
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– 既存のイ ンス ト ール :
既存のイ ン ス ト ールをア ッ プグレード し ます。

– セ ッ ト ア ッ プ :
以下の メ ッ セージで 「yes」 を入力し ます。

Do you want to install additional components ?

– コ ンポーネン ト の選択 :
「サーバーコ ンポーネン ト 」、 「管理ツール」、 および 「ク ラ イ アン ト 接
続」 を選択し ます。

Ê SQL Server 2000 Service Pack 4 のイ ンス ト ール

SQL Server 2000 の基本イ ンス ト ール後、 適切な言語の SQL Server 2000 
Service Pack 4 を イ ンス ト ールし て く だ さい。

Operations Manager バージ ョ ン 4.80 以降を使用する場合のア ッ プグレー ド
後にする こ と

Ê 「MSSQL$SQLSERVERVIEW」 サービスが開始されたかど うか確認し ま
す。

Ê 「SQLAgent$SQLSERVERVIEW」 サービスが開始されたかど うか確認し
ます。

Operations Manager を再起動する前に、 Operations Manager の内部バッ ク
ア ッ プジ ョ ブを再作成し て く だ さい。 手順は以下のとお り です。 

Ê コマン ド プロンプ ト を開きます。

Ê デ ィ レ ク ト リ < イ ン ス ト ールパス >¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このデ ィ レ ク ト リ にある SVCreateJobs_Upgrade2000 を実行し ます。

Operations Manager のすべての必要なア ッ プグレー ド手順はこのバッ チ
フ ァ イルから実行されます。 個々のステ ッ プはログフ ァ イル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2000.log にも記録されます。

DbApplicationFolder のパスは、 設定フ ァ イル ServerViewDB.ini で確認し て
く だ さい。

Ê フ ァ イルの実行が成功し たら、 サービスの 「ServerView Download 
Service 」 と 「ServerView Services」 を開始し ます。

Ê 次に、 必ず、 ServerView データベースのバッ クア ッ プジ ョ ブがセ ッ ト
ア ッ プ され、 実行できるかど うか確認し ます。
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ジ ョ ブは SQL Server Enterprise Manager から確認できます。 

Ê SQL Server Enterprise Manager を起動し ます。

Ê 「SQL Server グループ」 → 「イ ンス タ ンス名」 → 「管理」 → 「SQL Server
エージ ェ ン ト 」 を選択し ます。

Ê 「ジ ョ ブ」 の下にセ ッ ト ア ッ プ済みのジ ョ ブが表示されます。
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3.15 Operations Manager の Windows ター ミ ナ
ルサーバへのイ ンス ト ール

ター ミ ナルサービス （Windows ター ミ ナルサーバと も呼ぶ） がイ ンス ト ール
されている場合、 Operations Manager を イ ンス ト ールするには特別なイ ンス
ト ール手順が必要です。

Windows ター ミ ナルサーバへのイ ンス ト ール

1. Windows 2008 では、 「ス ター ト 」 → 「管理ツール 」 → 「サーバマネー
ジャ」 → 「役割」 の順にク リ ッ ク し ます。 ター ミ ナルサービスが表示され
た場合は 「ター ミ ナルサーバ」 がイ ンス ト ールされています。

Windows 2003 では、 「ス ター ト 」 → 「プログラム 」 → 「コ ン ト ロールパ
ネル 」 → 「サーバの役割管理」 の順にク リ ッ ク し ます。 「ター ミ ナルサー
バ」 が 「このサーバーには次の役割が構成されています」 の下に表示され
ていればター ミ ナルサーバがイ ンス ト ールされています。

2. Operations Manager イ ンス ト ールプログラムのパスを確認し ます。

Ê ServerView Suite DVD 1 をセ ッ ト し ます。

Ê serverview.EXE を検索し ます。

Ê serverview.EXE のパスを記録し ます。

3. Operations Manager を コ マン ド プロンプ ト ウ ィ ン ド ウから イ ンス ト ール
し ます。

Ê コマン ド プロンプ ト ウ ィ ン ド ウを開き、 以下のよ う に入力し ます。

Change user /install

Ê 同じ コ マン ド プロンプ ト ウ ィ ン ド ウで serverview.EXE へのパスを入力
し、 Operations Manager を イ ンス ト ールし ます。

Ê イ ンス ト ール後、 コマン ド プロンプ ト ウ ィ ン ド ウで以下のよ う に入力
し ます。

Change user /execute
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Operations Manager と ター ミ ナルサーバの全般的な手順

Operations Manager を イ ンス ト ールする前に ター ミ ナルサーバを イ ンス ト ー
ルする こ と をお勧めし ます。 その後 Operations Manager を前記のよ う にイ ン
ス ト ールし ます。

ター ミ ナルサーバが Operations Manager よ り も後でイ ンス ト ールされた場
合、 Operations Manager が正常に稼動し ているかど うか確認し て く だ さい。
Operations Manager に関する何らかのエ ラー メ ッ セージが表示された場合
は、 Operations Manager をアン イ ンス ト ールし、 前記の手順を実行し ます。

リ モー ト の SQL Server を伴う ター ミ ナルサーバへの Operations Manager
のイ ンス ト ールはサポー ト し ていません。

リ モー ト の SQL Server が使用されている場合は、 前記のイ ンス ト ールモー
ドは適用されません。
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3.16 Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アの GUI ダ
イアログ形式イ ンス ト ール 

Operations Manager ソ フ ト ウ ェ ア （Operations Manager と イベン ト マネー
ジャ） は、 Windows （Windows Server 2003 または Windows Server 2008） の
メ ニューコ ン ト ロールに従ってイ ンス ト ールする こ とができます。

ServerView Suite DVD 1 には、 「SVSLocalTools」 → 「Japanese」 →
「Svmanage」 → 「WinSVOM」 の下に serverview.EXE フ ァ イルがあ り、 これ
によ り イ ンス ト ールを開始し ます。 Microsoft のイ ンス ト ーラがコ ンピ ュータ
にイ ンス ト ールされていない場合はこ こ でイ ンス ト ールされます。

I Microsoft SQL Server 2008 Express、 Microsoft SQL Server 2005 
Express および MSDE 2000 SP4 を使用する場合は OS のタ スクスケ
ジューラに、 これ以外の Microsoft SQL Server 2008/2005/2000 を使用
する場合は、 SQLAgent サービスに次のタ スクが追加されます。

– JobServerViewClear_xactn_tables

– JobServerViewDaily

– JobServerViewHourly

– JobServerViewLongInterval

イ ンス ト ール手順

Ê 管理者権限のあるユーザと し てログオンするか、 または、 リ モー ト の SQL
サーバのイ ンス タ ンスを使用し ている場合には、 管理者権限のある ド メ イ
ンユーザと し てログオン し ます。

Ê ServerView Suite DVD 1 を DVD-ROM ド ラ イブにセ ッ ト し ます。CD が自動
的にス ター ト し ない場合、 DVD のルー ト デ ィ レ ク ト リの start.html フ ァ イ
ルを ク リ ッ ク し ます。

Ê オプシ ョ ンの 「ServerView Software Products」 にチ ェ ッ ク を入れます。

Ê 「開始」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、 言語 （「ENGLISH」、 「DEUTSCH」 または 
「JAPANESE」） から 「JAPANESE」 を選択し ます。

Ê 「Japan Local Tools」 → 「ServerView Operations Manager」 の順に選択し
ます。
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Ê 「ServerView Operations Manager Application 」 の配下で、 ServerView 
Operations Manager を ク リ ッ ク し ます。 イ ンス ト ーラが格納されている
フ ォルダに リ ン ク し ています。 

Ê serverview.exe プログラムを開始し ます。

イ ンス ト ールは対話な し （サイ レン ト ） で行う こ と もできます。 サイ レン
ト イ ンス ト ールについての詳細は 191 ページの 「コマン ド ラ イ ンによる
Operations Manager のイ ンス ト ール」 の項を参照し て く だ さい。

Ê プログラムが起動する と以下のウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 4: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - SQL Server の選択

MSDE 2000 （Service Pack 4 付き） または SQL Server 2005 Express が
それぞれ SQL Server イ ンス タ ンス 「SQLSERVERVIEW」 と し て、 ある
いは、 任意のイ ンス タ ンスの SQL Server 2000 （Service Pack 4 付き） ま
たは SQL Server 2005 がご使用のシステムにイ ンス ト ール済みかど うか確
認し ます。

– 一致する SQL Server イ ンス タ ンスがない場合、 オプシ ョ ンの 「新規
に SQL Server を イ ンス ト ールする」 を選択し て MSDE 2000 または
SQL Server 2005 Express （Windows Server 2008 の場合） を イ ンス
ト ールできます。
次に 「次へ」 を ク リ ッ ク し ます。
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自動的にイ ンス ト ールされた MSDE または SQL Server 2005 Express
のイ ンス タ ンスにおいては、 ServerView データベースはローカルの管
理用サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールされます。 Windows Server 2003
では、 システムを再起動するよ う に要求されます。 再起動する と
Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド が自動的に起動し ます。

– 一致する SQL Server イ ンス タ ンスがローカルの管理用サーバ / パソ コ
ンにある場合、 ローカルの SQL Server イ ンス タ ンスを使用できます。
オプシ ョ ンの 「イ ンス ト ール済の SQL Server を使う」 を選択し、 「次
へ」 を ク リ ッ ク し ます。 Operations Manager のス ター ト ページに戻り
ます。

– リ モー ト にイ ンス ト ールされた SQL Server イ ンス タ ンスを使用する
こ と もできます。 オプシ ョ ンの 「別サーバの SQL Server に リ モー ト 接
続する ...」 を選択し、 「次へ」 を ク リ ッ ク し ます。 「リ モー ト DB」
ウ ィ ン ド ウが開きます。

図 5: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - リ モー ト DB

SQL Server 名
SQL Server のイ ン ス タ ン ス名 （SQL Server のデフ ォル ト のイ ン
ス タ ン スではシステム名と な り ます）
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ユーザ名
SQL Server の ド メ イ ンアカ ウ ン ト に設定し たユーザ名 （51 ペー
ジの 「SQL サーバ管理者権限を持つユーザアカウン ト の追加」
の項参照）

ド メ イ ン名
ド メ イ ンの名前

パスワー ド
ユーザ名にア ク セスするパス ワード

 それぞれ入力し、 「次へ」 を ク リ ッ ク し ます。

詳細は 40 ページの 「別のシステムへのリ モー ト のイ ンス ト ール」 の項
を参照し て く だ さい。

Ê Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ドが開きます。

Ê 「次へ」 を ク リ ッ クする と、 使用許諾やイ ンス ト ールについての情報など
に関するウ ィ ン ド ウが開きます。

Ê 以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ール済みの場合は以下のウ ィ ザー ドが表示さ
れます。

図 6: Operation Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - 既存の構成の保存

以前のバージ ョ ンの設定や構成を保存する こ とができます。
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Ê イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リの指定

図 7: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リの選択

デフ ォル ト では、 ソ フ ト ウ ェ アはデ ィ レ ク ト リ
C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView にイ ンス ト ールされま
す。 ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールではイ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ を選択す
る こ とはできません。 以前のバージ ョ ンに使用されたデ ィ レ ク ト リが常に
使用されます。
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Ê Web サーバを選択し ます。

図 8: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - Web サーバの選択

このダイアログは、 システム上にイ ンス ト ールされている Web サーバに
よ って異な り ます。

– Web サーバがイ ンス ト ールされていない場合、 ServerView Web サー
バが提供されます。

– Microsoft Internet Information Server （IIS) がイ ンス ト ールされている
場合、 ServerView Web サーバ と Internet Information Server から選択
する こ とができます。

– Apache2 Web サーバがイ ンス ト ールされている場合、 Apache2 Web 
サーバと Internet Information Server から選択する こ とができます。

デフ ォル ト では、 既存の Operations Manager のイ ンス ト ールで指定し た
Web サーバが事前に指定されています。 ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールで
は Web サーバを選択する こ とはできません。 以前のバージ ョ ンに使用さ
れた Web サーバが常に使用されます。
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セ ッ ト ア ッ プ中は、 選択し た Web サーバによ って異なるウ ィ ン ド ウが表
示されます。 こ この記述についてはご使用の状況に該当するウ ィ ン ド ウを
参照し て く だ さい。

I – ServerView Web-Server を選択し た場合、 Apache2 for Win32 を
ベース と し た Web サーバが SVOM と と もにイ ンス ト ールされ
ます。 また、 Windows のタ スクスケジューラに 「At** （** ： タ
スク ID）」 のタ スク名で タ スクが追加されます。

–  IIS を選択し た場合、 イ ンス ト ール済みの IIS を Web サーバと
し て使用し ます。

– Web サーバと し て、 すでに Apache2.0 ／ Apache2.2 がイ ンス
ト ールされている場合、 「Web サーバの選択」 画面の選択項目
は、 「ServerView Web-Server」 ではな く 「Apache2(Installed 
Apache2 server)」 が表示されます。

Ê ServerView データベースに接続する SQL Server のイ ンス タ ンス名 （40
ページ参照） を選択し ます。 

図 9: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - SQL Server イ ンス タ ンスの選択
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Ê SQL サーバーデータベースバッ クア ッ プの設定を選択し ます。 150 ページ
の 「ServerView データベースのバッ クア ッ プ」 の項も参考にご覧 く だ さ
い。

図 10: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - SQL Server バッ クア ッ プのパス

標準
管理用サーバ / パソ コ ンが動作し ない時があ る場合は、 バッ ク ア ッ
プモード を 「標準」 のま まにし ておき ます。 
「標準」 は SQL Server リ カバ リ モデルの 「シンプル」 に相当し ます。

完全
Operations Manager を使って多 く の重要な監視を行い、 管理用サー
バ / パソ コ ンがほぼ常に動作し ている場合は、 「完全」 を選択し ま
す。 「完全」 は リ カバ リ モデルの 「フル」 に相当し ます。
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リ モー ト にイ ンス ト ールされた SQL Server イ ンス タ ンスを使用する場合
（ス ター ト 画面で 「既存の SQL Server を使用する ...」 を選択）、 新規イ ン
ス ト ール画面で、 以下の追加選択オプシ ョ ンで指定し ます。

パスを指定し ない場合、 SQL Server のデフ ォル ト のバッ クア ッ プのパス
にバッ クア ッ プ フ ァ イルが作成されます。 この場合、 設定フ ァ イル
ServerViewDB.ini にはデフ ォル ト のバッ クア ッ プのパスが入っています。
162 ページの 「バッ クア ッ プ フ ァ イルの内容をチ ェ ッ クする」 の項を参照
し て く だ さい。
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Ê イ ンス ト ールタ イプを指定し ます。

図 11: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - イ ンス ト ールタ イプの選択

「カス タム」 を選択する と、 Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド
に従ってイ ンス ト ールする個々の Operations Manager 製品を選択する こ
とができます。
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Ê イ ンス ト ールタ イプ 「カス タム」 を選択する と下記の 「イ ンス ト ール機
能」 ウ ィ ン ド ウ が表示されます。 イ ンス ト ールし たい管理製品を選択し
ます。 「Complete」 ではすべてを選択し ます。 どの ServerView コ ンポー
ネン ト がイ ンス ト ールされているかについては、 24 ページの
「ServerView Operations Manager のコ ンポーネン ト 」 の項を参照し て く だ
さい。

図 12: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - 機能の選択
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Ê Microsoft Internet Information Server（IIS) または Apache2 Web サーバを選
択し た場合、 「Web サーバパス」 ウ ィ ン ド ウで、 選択し た Web サーバの
対象デ ィ レ ク ト リ とポー ト を入力する必要があ り ます。

図 13: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - 宛先パス
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Ê 「Web サーバサービス」 ウ ィ ン ド ウ （103 ページの図 8 を参照し て く だ さ
い） で ServerView Web サーバを選択し た場合、 必要なセキュ リ テ ィ メ カ
ニズムを入力し ます。 ア ッ プグレー ド イ ンス ト ールではこのウ ィ ン ド ウは
表示されません。

図 14: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - セキュ リ テ ィ メ カニズム

「SSL 認証を使用する」 を選択する と、 イ ン ターネ ッ ト 経由のデータ転送
を別のプロ ト コル、 Secure Socket Layer プロ ト コル （SSL） によ って保
護する こ とができます。 同時に、 リ モー ト からのアクセスをユーザー ID/
パスワー ド メ カニズムによ って安全にする こ とができます。 詳細は 32
ページの 「SSL 暗号化」 の項と 33 ページの 「ユーザー ID/ パスワー ド機
構」 の項をご覧 く だ さい。

なお、 このオプシ ョ ンを選択し た場合は、 イ ンス ト ール終了後、 システム
を再起動する こ と を推奨し ます。
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I – 既存の Web Server を使用し てローカルパスを変更し ている場合
など、 環境に応じ て表示されている格納先のフ ォルダを変更す
る必要があ り ます。

–  IIS のポー ト 番号を自動に取り込むこ とはできません。 IIS の
ポー ト 番号を変更し た場合、 変更し たポー ト 番号を入力し直し
て く だ さい。

– ServerView Installation Manager で SVOM を自動イ ンス ト ール
し た場合、 SSL と認証の使用は有効になっています。 無効にし
たい場合は、 SVOM をアン イ ンス ト ールし、 再度 SVOM のイ ン
ス ト ーラ を起動し てイ ンス ト ールし て く だ さい。 認証に使用す
るユーザ名とパスワー ド は、 デフ ォル ト でユーザ名 「admin」、
パスワー ド 「admin」 に設定されています。

Ê ダウンロー ドサービスを利用するユーザのパスワー ド を入力し ます。

図 15: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - ダウンロー ド マネージャのログイ
ン情報
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Ê 「コ ンピ ュータの詳細」 ウ ィ ン ド ウは、 コ ンピ ュータについての情報 （コ
ンピ ュータの名前、 IP ア ド レス、 SNMP コ ミ ュニテ ィ ） を表示し ます。

図 16: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - コ ンピ ュータの詳細

「IP ア ド レス」 に Web サーバが使用する IP ア ド レスを入力し ます。

「SNMP コ ミ ュニテ ィ 」 に管理用サーバ / パソ コ ンのコ ミ ュニテ ィ を入力
し ます。 これは ト ラ ッ プを受信するために重要です。

オプシ ョ ンの 「Server View サービスを開始する際に、 自動的に IP ア ド レ
スの変更をチ ェ ッ クする」 を選択する と、 「Server View サービス」 がス
ター ト ア ッ プ時にコ ンピ ュータの IP ア ド レスを確認し ます。 IP ア ド レス
が変更されている場合、 自動的に変更された内容を取得し ます （例 ： Web
ユーザイ ン ターフ ェ イスの URL）。

Change Computer Details 画面でも このオプシ ョ ンを設定できます。 設定
手順は、 「ス ター ト 」 → 「プログラム」 → 「ServerView Suite」 →
「Operations Manager」 → 「Change Computer Details」 の順に選択し ま
す。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合は、 サーバのプロパテ ィ 画面
で設定を行って く だ さい。 詳細は、 ServerView Operations Manager ユー
ザーズガイ ド をご覧 く だ さい。



ServerView Operations Manager  113

3.16  Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アの GUI ダイアログ形式イ ンス ト ール

Ê 連携を行う統合管理システムを選択し ます。

図 17: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - 統合

このウ ィ ン ド ウは、 管理用サーバ / パソ コ ンに統合管理ソ フ ト ウ ェ アが見
つかった場合のみ表示されます。

I 統合管理システムが選択可能な状態になるためには、 対応する管理
システムが管理用サーバ / パソ コ ンにイ ンス ト ールされている必要
があ り ます。

統合についての詳細は、 対応する ServerView Integration ガイ ド に記載さ
れています。 
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Ê イ ンス ト ールを開始し ます。

図 18: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - イ ンス ト ールの開始

「次へ」 を ク リ ッ クする と イ ンス ト ールを開始し ます。 必要であれば、 「戻
る」 を ク リ ッ クする と イ ンス ト ール内容を訂正する こ とができます。
「キャ ンセル」 を ク リ ッ クする と、 何も変更せずに Operations Manager イ
ンス ト ールウ ィ ザー ドが終了し ます。 

Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ドの 後のウ ィ ン ド ウには終
了の情報が表示されます。 「終了」 を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを完了し
ます。
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3.17 他の Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アのイ
ンス ト ール

イ ンス ト ールされていない Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アは、 あ とから イ
ンス ト ールする こ とができます。 イ ンス ト ールが始まる と、 以下のウ ィ ン ド
ウが表示されます。

図 19: Operations Manager イ ンス ト ールウ ィ ザー ド  - イ ンス ト ール

Ê 「修正」 を選択し ます。

Ê 「イ ンス ト ール機能」 ウ ィ ン ド ウで、 イ ンス ト ールし たい Operations 
Manager 製品を選択し ます。
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3.18 Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アのアン イ
ンス ト ール

Web コ ンポーネン ト をアン イ ンス ト ールし て同じ コ ンポーネン ト の旧バー
ジ ョ ンを イ ンス ト ールし たい場合、 初にすべてのキャ ッ シュ を ク リ アする
必要があ り ます。

I – Operations Manager をアン イ ンス ト ールする前に、 設定フ ァ イル
ServerViewDB.ini で SQL Server のイ ンス タ ンス名と SQL Server の
エデ ィ シ ョ ンを確認し て記録し ておきます。 イ ンス タ ンス名は
「Server_Instance」、 エデ ィ シ ョ ンは 「DbServerEdition」 に定義さ
れています。

– Deployment Manager または Installation Manager がまだイ ンス ト ー
ルされている場合は、 まずこれら をアン イ ンス ト ールするよ う に要
求されます。

– SVOM をアン イ ンス ト ールする場合、 すべての SVOM プログラム
を終了させてから行って く だ さい。 SVOM をアン イ ンス ト ールし
た後、 デ ィ レ ク ト リ、 サブデ ィ レ ク ト リ、 フ ァ イルが削除されない
こ とがあ り ます。

– アン イ ンス ト ールを行う と きに、 途中で処理を中断し た り、 次の手
順以外の操作を行った りする と、 正し く アン イ ンス ト ールされませ
ん。 アン イ ンス ト ールは 後まで確実に行って く だ さい。

– アン イ ンス ト ールを行う ため、 サーバリ ス ト やアラーム設定などの
設定は削除されます。 自動的に設定を引き継ぐ機能はあ り ませんの
で、 アン イ ンス ト ール前に設定内容を控えておいて く だ さい。 ア ッ
プデー ト イ ンス ト ール後、 再度設定し て く だ さい。

– 同じバージ ョ ンの SVOM を再イ ンス ト ールするために SVOM をア
ン イ ンス ト ールする場合には、 SQL Server のアン イ ンス ト ールは
必要はあ り ません。
データベースご と再イ ンス ト ールし たい場合など、 状況に応じ てア
ン イ ンス ト ールし て く だ さ い。

– アン イ ンス ト ール画面において文字化けが生じ る こ とがあ り ます
が、 動作には影響はあ り ません。

– アン イ ンス ト ール終了後、 SVOM のシ ョ ー ト カ ッ ト 、 またはプロ
グラムグループに SVOM が残っている場合があ り ます。 手動で削
除し て く だ さい。
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– アン イ ンス ト ール後、 タ スクスケジューラに 「At** （** ： タ スク
ID）」 とい う タ スクが残っている場合があ り ます。 この場合は、 タ
スクのプロパテ ィ を開いて 「実行する フ ァ イル名」 が次と同じ場合
は、 タ スク を削除し て く だ さい。

SVOM のタ スクスケジューラで実行される フ ァ イル ：

［システム ド ラ イブ］ :¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView 
Suite¥ServerView¥ServerView Services¥WebServer¥ClearMyLogs.exe

– SVOM 関連のサービスがま とめて削除されます。 削除する対象は、
個別に選択できません。

Windows のス ター ト メ ニューから Operations Manager と イベン ト マネー
ジャ をアン イ ンス ト ールし ます。

– Windows Server 2003 では、 「ス ター ト 」 → 「設定」 → 「コ ン ト ロールパ
ネル」 → 「プログラムの追加と削除」 の順に選択し ます。

– Windows Server 2008 では、 「ス ター ト 」 → 「コ ン ト ロールパネル」 →
「プログラムと機能」 を選択し ます。 製品のバージ ョ ンを表示するには、
「表示」 メ ニューで 「詳細」 を選択し ます。 「バージ ョ ン」 オプシ ョ ンを選
択し て 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

「Fujitsu ServerView Operations Manager」 から、 「削除」 を選択し ます。 これ
によ り、 パッ ケージは完全にアン イ ンス ト ールされます。 「変更」 を選択する
と、 個々のコ ンポーネン ト を削除できる別のウ ィ ン ド ウが開きます。

図 20: アン イ ンス ト ール
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「修正」 を選択する と、 アン イ ンス ト ールし たい個々のコ ンポーネン ト を選択
できる別のウ ィ ン ド ウが開きます。

「削除」 を選択する とパッ ケージを完全に削除し ます。

SQL Server イ ンス タ ンスのアン イ ンス ト ール

SQL Server イ ンス タ ンスの 「SQLSERVERVIEW」 を使用し ている場合、 こ
のイ ンス タ ンスをアン イ ンス ト ールできます。 

設定フ ァ イル ServerViewDB.ini で、 エデ ィ シ ョ ン （「DBServerEdition」） が
「Express Edition」 だった場合、 以下の手順に従います。

Ê 「Microsoft SQL Server 2005」 を選択し ます。

Ê 「削除」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê イ ンス タ ンスの 「SQLSERVERVIEW: Database Engine」 を選択し ます。

Ê ソ フ ト ウ ェ アをアン イ ンス ト ールし ます。

設定フ ァ イル ServerViewDB.ini で、 エデ ィ シ ョ ン （「DBServerEdition」） が
「Desktop Engine」 だった場合、 以下の手順に従います。

Ê 「Microsoft SQL Server Desktop Engine （SQLSERVERVIEW)」 を選択し ま
す。

Ê 「削除」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê ソ フ ト ウ ェ アをアン イ ンス ト ールし ます。

「SQLSERVERVIEW」 が唯一の SQL Server 2005 イ ンス タ ンスである場合、
「Workstation Components」 をアン イ ンス ト ールする こ と もできます。 SQL 
Server Management Studio Express を イ ンス ト ールし ている場合、 このソ フ
ト ウ ェ アをアン イ ンス ト ールする こ とができます。

Enterprise/Standard/Workgroup Edition の SQL Server イ ンス タ ンスの場合、
その SQL Server イ ンス タ ンスが他のアプ リ ケーシ ョ ンで使用されていないこ
と を確認する必要があ り ます。 他のアプ リ ケーシ ョ ンで使用されていなけれ
ば、 「SQLSERVERVIEW」 イ ンス タ ンス と同じ方法でアン イ ンス ト ールする
こ とができます。

SQL Server 2005 を使用し ている場合、 Microsoft SQL Server Native Client を
アン イ ンス ト ールする こ とができます。
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3.19 技術情報

3.19.1 バイ ン ド順序の変更

複数枚の LAN カー ド を搭載するなど し て、 サーバに複数の IP ア ド レスが存
在する場合、 SVOM はネ ッ ト ワークのバイ ン ド で設定された順序に従って、
IP ア ド レスを検索し ます。
バイ ン ド順序は、 SVOM との通信を行う アダプ タ を 初に検索するよ う 、 設
定し て く だ さい。

ネ ッ ト ワークのバイ ン ド 順序を変更する手順は、 次のとお り です。

1. コ ン ト ロールパネルを起動し ます。

2. 「ネ ッ ト ワーク接続」 をダブルク リ ッ ク し ます。

「ネ ッ ト ワーク接続」 画面が表示されます。

3. 「ネ ッ ト ワーク接続」 画面で、 「詳細設定」 メ ニューの 「詳細設定」 を ク
リ ッ ク し ます。

「詳細設定」 画面が表示されます。

4. 「アダプ タ とバイ ン ド」 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. 変更し たい接続を ク リ ッ ク し て、 右にある矢印ボタ ンで順序を変更し ま
す。

I – LAN チー ミ ング環境やク ラス タ環境では、 サーバ監視に使用する
IP ア ド レスは、 実 IP ア ド レスを使用し て く だ さい。
上記の環境で割り当てられた仮想 IP ア ド レスを監視対象とする場
合、 ア ド レス タ イプの検出が無効と な り ます。

– 自サーバを監視対象とする場合、 サービス起動時に監視対象の IP 
ア ド レスが仮想 IP ア ド レスに切り替わる場合があ り ます。
この場合は次の方法で、 サービス起動時の自サーバの登録／更新処
理を無効化し て く だ さい。

1. 次のフ ァ イルをテキス ト エデ ィ タ などで開きます。

c:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥common¥serverlistconf.xml

2. 「addLocalServer」 の 「true」 を 「false」 に変更し、 上書き し ま
す。
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3.19.2 イ ンス ト ール後のコ ンピ ュータ情報変更

共通操作

SVOM のイ ンス ト ール後に、 SVOM を イ ンス ト ールし た管理用サーバ／パソ
コ ン、 監視対象サーバのコ ンピ ュータ名または IP ア ド レスを変更し た場合、
OS を再起動し、 SVOM を再起動し て く だ さい。

SVOM と ServerView エージ ェ ン ト を 1 つのサーバにイ ンス ト ールし ている
場合

SVOM を イ ンス ト ールし たサーバに ServerView エージ ェ ン ト も イ ンス ト ー
ルし ている場合は、 このサーバの SVOM を起動し、 「サーバの一覧」 で この
サーバのコ ンピ ュータ名、 IP ア ド レスを確認し ます。

変更されていない場合、 次の設定を行って く だ さい。

– IP ア ド レスが変更されていない場合

1. サーバの一覧から、 対象のコ ンピ ュータ を選択し ます。

2. 「フ ァ イル」 メ ニュー→ 「サーバのプロパテ ィ 」 の順にク リ ッ ク します。

3. 「サーバのア ド レス」 タ ブを ク リ ッ ク し、 変更後の IP ア ド レスを入力
し ます。

4. 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

– コ ンピ ュータ名が変更されていない場合

1. サーバの一覧から、 対象のコ ンピ ュータ を選択し ます。

2. 「フ ァ イル」 メ ニュー → 「削除」 の順にク リ ッ ク し、 いったんサーバ
を削除し ます。

3. 「フ ァ イル」 メ ニュー → 「新しいサーバ」 の順にク リ ッ ク し、 対象の
サーバを再度登録し ます。

I – SVOM のイ ンス ト ール後に、 サーバ名および IP ア ド レスを変更す
る と、 サーバの一覧に旧サーバ名、 旧 IP ア ド レスが監視対象と し
て残ったまま と なる場合があ り ます。 その場合、 旧 IP ア ド レスへ
アクセス し続ける こ とにな り ますので、 次の方法で旧サーバ名、 旧
IP ア ド レスの監視エン ト リ を削除し て く だ さい。

1. サーバの一覧よ り削除対象のサーバ名を選択し ます。

2. 「フ ァ イル」 メ ニュー→ 「削除」 の順にク リ ッ ク し、 サーバを削
除し ます。
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3.19.3 SVOM のシステムサービス

SVOM のシステムサービスの使用方法について説明し ます。

SVOM のシステムサービスの起動方法

SVOM のシステムサービスの起動方法について説明し ます。
ServerView Services と、 Web サーバ 「Apache2」 または 「IIS」 を開始し ま
す。 Web サーバは、 イ ンス ト ール時に、 「ServerView Web-Server」
（Apache2_SV） または 「Apache2」 を選択し た場合は 「Apache2」、 「IIS」 を
選択し た場合は 「IIS」 を使用し ます。

I – ServerView Services、 Apache2 は、 デフ ォル ト で 「ス ター ト ア ッ
プの種類」 が 「自動」 に設定されていますので、 本操作を行わな く
てもサーバ起動時に自動的に起動し ます。

– IIS のデフ ォル ト 設定では、 本操作を行わな く てもサーバ起動時に
自動的に起動し ます。

– Windows Server 2008 では 「ス ター ト ア ッ プの種類」 に 「自動 （遅
延開始）」 があ り ますが、 SVOM のサービスを 「自動 （遅延開始）」
へ変更する こ とは未サポー ト です。

– ServerView Services の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「サービス」 アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. サービス一覧で 「ServerView Services」 を選択し ます。

4. 「操作」 メ ニュー → 「開始」 の順にク リ ッ ク し ます。

ServerView Services が開始されます。

– Apache2.0 ／ Apache2.2 ／ Apache2_SV の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「サービス」 アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. サービス一覧で 「Apache2」、 「Apache2.2」、 または 「Apache2_SV」
を選択し ます。

4. 「操作」 メ ニュー → 「開始」 の順にク リ ッ ク し ます。

Apache2 が開始されます。
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– IIS （Windows Server 2008） の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス （IIS） マネージャ」 ア
イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 画面左の 「接続」 メ ニューから、 「ローカルコ ンピ ュータ」 （1） → 「サ
イ ト 」 （2） → 「Default Web Site」 （3） の順にク リ ッ ク し ます。

4. 画面右の 「操作」 メ ニュー から 「Web サイ ト の管理」 （1） → 「開始」
（2） の順にク リ ッ ク し ます。

IIS が開始されます。

（1）

（2）
（3）

（1）

（2）
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– IIS （Windows Server 2003） の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス （IIS） マネージャ」 ア
イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 画面左のツ リー表示から 「ローカルコ ンピ ュータ」 （1） → 「Web サイ
ト 」 （2） → 「既定の Web サイ ト 」 （3） の順にク リ ッ ク し ます。

4. 「操作」 メ ニュー → 「開始」 の順にク リ ッ ク し ます。

IIS が開始されます。

（1）

（2）
（3）
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SVOM のシステムサービスの停止方法

SVOM のシステムサービスの停止方法について説明し ます。
ServerView Services と、 Web サーバ 「Apache2」 または 「IIS」 を停止し ま
す。 Web サーバは、 イ ンス ト ール時に、 「ServerView Web-Server」 または
「Apache2」 を選択し た場合は 「Apache2」、 「IIS」 を選択し た場合は 「IIS」
を使用し ます。

I Web サーバ 「Apache2」 または 「IIS」 は、 SVOM のみが使用する
サービスではあ り ませんので、 必要に応じ て停止し て く だ さい。

– ServerView Services の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「サービス」 アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. サービス一覧で 「ServerView Services」 を選択し ます。

4. 「操作」 メ ニュー→ 「停止」 の順にク リ ッ ク し ます。

ServerView Services が停止し ます。

– Apache2.0 ／ Apache2.2 ／ Apache2_SV の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「サービス」 アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. サービス一覧で 「Apache2」、 「Apache2.2」、 または 「Apache2_SV」
を選択し ます。

4. 「操作」 メ ニュー → 「停止」 の順にク リ ッ ク し ます。

Apache2 が停止し ます。
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– IIS （Windows Server 2008） の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス （IIS） マネージャ」 ア
イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 画面左の 「接続」 メ ニューから、 「ローカルコ ンピ ュータ」 （1） → 「サ
イ ト 」 （2） → 「Default Web Site」 （3） の順にク リ ッ ク し ます。

4. 画面右の 「操作」 メ ニュー から 「Web サイ ト の管理」 （1） → 「停止」
（2） の順にク リ ッ ク し ます。

IIS が停止し ます。

（1）

（2）
（3）

（1）

（2）
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– IIS （Windows Server 2003） の場合

1. コ ン ト ロールパネルを起動し、 「管理ツール」 アイ コ ンをダブルク リ ッ
ク し ます。

2. 「イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス （IIS） マネージャ」 ア
イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 画面左のツ リー表示から 「ローカルコ ンピ ュータ」 （1） → 「Web サイ
ト 」 （2） → 「既定の Web サイ ト 」 （3） の順にク リ ッ ク し ます。

4. 「操作」 メ ニュー → 「停止」 の順にク リ ッ ク し ます。

IIS が停止し ます。

（1）

（2）
（3）
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3.19.4 データベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト ア

SVOM で使用するデータベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト ア方法について説明
し ます。

SVOM for Linux ではア ッ プデー ト イ ンス ト ールはサポー ト し ていません。
ア ッ プデー ト イ ンス ト ールを行う場合は、 いったんアン イ ンス ト ールを行う
必要があ り ます。 また、 SVOM のアン イ ンス ト ールを行う と、 設定 （データ
ベース） が引き継がれません。 そのため、 設定 （データベース） のバッ ク
ア ッ プ、 およびリ ス ト アが必要です。

I SVOM のアン イ ンス ト ールを行う と、 ServerView エージ ェ ン ト に依存
し ない情報 （サーバリ ス ト やアラーム設定など） は同時に消去されま
す。 保存し ておきたい設定がある場合、 データのバッ クア ッ プ、 リ ス
ト アを行って く だ さい。

SVOM 設定データのバッ クア ッ プ

SVOM では設定データ をバッ クア ッ プできます。 バッ クア ッ プ される情報は
次のとお り です。

– サーバリ ス ト

– 受信し た ト ラ ッ プ

– アラームの設定

– アーカ イブマネージャのタ スク設定

– パフ ォーマンスマネージャのレポー ト 関連

– パフ ォーマンスマネージャのし きい値リ ス ト

I ASR&R （フ ァ ン、 温度、 再起動設定、 Power On/Off 設定、 ウォ ッ チ
ド ッ グ設定）、 およびパフ ォーマンスマネージャのし きい値動作は
ServerView エージ ェ ン ト 、 またはハー ドが保持し ているため、 SVOM
でバッ クア ッ プを取得し な く ても、 対象サーバをサーバリ ス ト に追加
するだけで復旧されます。
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バッ クア ッ プは、 次の手順で行います。

1. コマン ド プロンプ ト を起動し ます。

2. バッ クア ッ プ コ マン ドが格納されたフ ォルダへ移動し ます。

バッ クア ッ プ コマン ドは次に格納されています。 Web サーバによ って異
な り ます。

– IIS の場合

C:¥Inetpub¥scripts¥ServerView¥Tools

– ServerView Web-Server （Apache2_SV） の場合

C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools

– Apache2.0 ／ Apache2.2 の場合

＜ Apache のイ ン ス ト ール先＞ ¥cgi-bin¥scripts¥ServerView¥Tools

3. 次のコマン ド を実行し ます。

SVBackupServerViewDB.bat <cmd> [<path>]

例） 指定し たフ ォルダ （C:¥SV_BKUP） へバッ クア ッ プを作成する場合

> SVBackupServerViewDB.bat 1 C:¥SV_BKUP

指定し たフ ォルダにバッ クア ッ プが作成されます。

C:¥SV_BKUP¥ServerViewDBData.bak

I <cmd> を指定せずにコマン ド を実行し た場合、 対話型で進める こ とが
できます。 コマン ド ラ イ ンの場合、 タ スクスケジューラなどで定期的
にバッ クア ッ プをするよ う な使い方も可能にな り ます。 リ ス ト アは対
話型のみです。

項目 説明

<cmd> 1 または 2 を指定し ます。

1 ： 指定し たフ ォルダにバッ クア ッ プを作成し ます。
2 ： 規定の SVOM 内フ ォルダにバッ クア ッ プを作成し ます。
例） C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥Sqldb

[<path>] バッ クア ッ プ格納先フ ォルダの指定し ます。 <cmd> に 1 を指
定し た場合のみ有効です。

表 3: 
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SVOM 設定データのリ ス ト ア

127 ページの "SVOM 設定データのバッ クア ッ プ " でバッ クア ッ プ し たデータ
を SVOM へリ ス ト ア し ます。

I バッ クア ッ プ し たデータ を リ ス ト アする場合、 バッ クア ッ プを取得し
た SVOM のバージ ョ ン と同じバージ ョ ン、 同じデータベースエンジ
ン、 同じサーバ （または PC） に リ ス ト ア し て く だ さい。 いずれかが
異なっている場合の動作は保証し ません。

リ ス ト アは、 次の手順で行います。

1. コマン ド プロンプ ト を起動し ます。

2. リ ス ト ア コマン ドが格納されたフ ォルダへ移動し ます。

リ ス ト ア コ マン ドは次に格納されています。 Web サーバによ って異な り
ます。

– IIS の場合

C:¥Inetpub¥scripts¥ServerView¥Tools

– ServerView Web-Server （Apache2_SV） の場合

C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools

– Apache2.0 ／ Apache2.2 の場合

＜ Apache のイ ン ス ト ール先＞ ¥cgi-bin¥scripts¥ServerView¥Tools

3. 次のコマン ド を実行し ます。

SVRestoreServerViewDB.bat

リ ス ト ア コマン ドは対話型です。 実行する と、 バッ クア ッ プデータ格納先
フ ォルダ名の入力待ち と な り ます。 フ ォルダ名を入力後、 リ ス ト アを行う
か確認が行われます。

例） C:¥SV_BKUP に格納されているバッ クア ッ プデータ を リ ス ト アする
場合

> SVRestoreServerViewDB.bat
> フ ォルダのパスを入力し て く だ さい 「例 : d:¥SVBackup」 : 
C:¥SV_BKUP  ←入力
> 処理を開始し ます （処理を中断する場合は X を入力） [Y/N]: ｙ 　 ←入力
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4. リ ス ト アの後処理を行います。

必ず実行し て く だ さい。

1. ServerView Services を起動し ます。

2. バッ クア ッ プ コマン ド でバッ クア ッ プを実行し ます。

127 ページの "SVOM 設定データのバッ クア ッ プ " の手順 1 と手順 2
を実行し た後、 次のコマン ド を実行し ます。

SVBackupServerViewDB.bat 2

3.19.5 アクセス権設定

SVOM に対するアクセス権設定について説明し ます。

SVOM は、 Apache ／ IIS を利用し た Web ブ ラウザベースのコ ン ソールです。
SVOM に対するアクセス権は、 使用する WebServer の設定に依存し ます。
アクセス権設定を変更し た場合、 121 ページの 「SVOM のシステムサービス」
の項をご覧にな り、 すべてのサービスの停止／起動を行って く だ さい。

I こ こでは、 SVOM を使用する う えでの 小限の設定について説明し て
います。 さ らに詳細な設定が必要な場合は、 各 WebServer のマニュア
ルをご覧 く だ さい。

Apache についての設定

– SSL 有効でイ ンス ト ールを実施し た場合

SVOM イ ンス ト ール時に SSL 有効を選択し た場合、 設定フ ァ イルと し て
ssl.conf が有効と な り ます。 この場合、 デフ ォル ト の設定で WebServer 全
体に対し てパスワー ド による制限が有効と なっています。 次の設定をする
と、 デフ ォル ト のパスワー ド設定は無効と な り ます。

接続ホス ト によ る ア ク セス制限

この設定では、 接続可能なホス ト を 「192.168.0.2」 のみに制限し ていま
す。

設定フ ァ イル C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥
ServerView Services¥WebServer¥conf¥ssl.conf の次の記述を コ メ ン ト アウ ト し
ます。

# settings for user/password authentication:
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# wwwroot

＜中略＞

#</IfDefine>

さ らに C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥ServerView 
Services¥WebServer¥conf¥ssl.conf に次の記述を追加し ます。

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/scripts/SE
RVER~1">

    Order deny,allow

    deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/S
ERVER~1">

    Order deny,allow

    deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/A
LARMS~">

    Order deny,allow

    deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Directory>

<Files "sv_www.html">

    Order deny,allow

    Deny from all

    Allow from  192.168.0.2
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</Files>

<Files "AlarmService.htm">

    Order deny,allow    Deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Files>

<Files "svagent.html">

    Order deny,allow

    Deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Files>

ユーザ認証によ る ア ク セス制限

SVOM に接続する とユーザ認証を要求されます。  コマン ド プロンプ ト から
次のコマン ド を実行し て、 ユーザの作成とパスワー ド設定を行います。

C:¥>cd C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView 
Suite¥ServerView¥ServerView Services¥WebServer¥bin

C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥ServerView 
Services¥WebServer¥bin

>htpasswd -c svpasswd websvuser

New password: ******

Re-type new password: ******

Adding password for user websvuser

設定フ ァ イル C:¥Program Files¥Fujitsu¥F5FBFE01¥ServerView 
Services¥WebServer¥conf¥ssl.conf の次の記述を コ メ ン ト アウ ト し ます。

# settings for user/password authentication:

# wwwroot

＜中略＞

#</IfDefine>
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さ らに C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥
ServerView Services¥WebServer¥conf¥ssl.conf に次の記述を追加し ます。

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/scripts/SE
RVER~1">

    AuthType Basic

    AuthName "SV Console"

    AuthUserFile 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/WebServer
/bin/svpasswd"

    Require user websvuser

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/S
ERVER~1">

    AuthType Basic

    AuthName "SV Console"

    AuthUserFile 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/WebServer
/bin/svpasswd"

    Require user websvuser

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/A
LARMS~">

    AuthType Basic

    AuthName "SV Console"

    AuthUserFile 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/WebServer
/bin/svpasswd"

    Require user websvuser

</Directory>
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– SSL 無効でイ ンス ト ールを実施し た場合

SVOM イ ンス ト ール時に SSL 無効を選択し た場合、 ssl.conf が有効と な り
ません。
この場合、 デフ ォル ト の設定で WebServer に対し てパスワー ド による制
限は行われていません。

接続ホス ト によ る ア ク セス制限

この設定では、 接続可能なホス ト を 「192.168.0.2」 のみに制限し ていま
す。

設定フ ァ イル C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥
ServerView Services¥WebServer¥conf¥httpd.conf に次の記述を追加し ます。

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/scripts/SE
RVER~1">

    Order deny,allow

    deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/S
ERVER~1">

    Order deny,allow

    deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/A
LARMS~">

    Order deny,allow

    deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Directory><Files "sv_www.html">
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    Order deny,allow

    Deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Files>

<Files "AlarmService.htm">

    Order deny,allow

    Deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Files>

<Files "svagent.html">

    Order deny,allow

    Deny from all

    Allow from  192.168.0.2

</Files>

ユーザ認証によ る ア ク セス制限

SVOM に接続する とユーザ認証を要求されます。  次のコマン ド を実行し
て、 ユーザの作成とパスワー ド設定を行います。

C:¥>cd C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView 
Suite¥ServerView¥ServerView Services¥WebServer¥bin

C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥ServerView 
Services¥WebServer¥bin

>htpasswd -c svpasswd websvuser

New password: ******

Re-type new password: ******

Adding password for user websvuser
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設定フ ァ イル C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥
ServerView Services¥WebServer¥conf¥httpd.conf に次の記述を追加し ます。

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/scripts/SE
RVER~1">

    AuthType Basic

    AuthName "SV Console"

    AuthUserFile 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/WebServer
/bin/svpasswd"

    Require user websvuser

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/S
ERVER~1">

    AuthType Basic

    AuthName "SV Console"

    AuthUserFile 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/WebServer
/bin/svpasswd"

    Require user websvuser

</Directory>

<Directory 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/wwwroot/A
LARMS~">

    AuthType Basic

    AuthName "SV Console"

    AuthUserFile 
"C:/PROGRA~1/Fujitsu/SERVER~1/SERVER~1/SERVER~1/WebServer
/bin/svpasswd"

    Require user websvuser

</Directory>
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IIS についての設定

こ こでは、 Windows Server 2003 で IIS に設定を変更し ていない場合を例と し
て記述し ます。 SVOM のイ ンス ト ール前に IIS の DocumentRoot の変更など
を行っている場合は、 それに準じ た設定を行って く だ さい。 「ス ター ト 」 ボタ
ン → 「すべてのプログラム」 → 「管理ツール」 → 「イ ン ターネ ッ ト イ ン フ ォ
メ ーシ ョ ンサービス （IIS） マネージャ」 の順にク リ ッ ク し て、 IIS マネー
ジャ を起動し ます。

– 接続ホス ト によるアクセス制限

次の 3 つのフ ォルダに対し て設定を行います。

– 既定の Web サイ ト ¥scripts¥ServerView

– 既定の Web サイ ト ¥ServerView

– 既定の Web サイ ト ¥AlarmService

1. 各フ ォルダのプロパテ ィ から 「デ ィ レ ク ト リ セキュ リ テ ィ 」 を開き、 「IP
ア ド レス と ド メ イ ン名の制限」 の 「編集」 を ク リ ッ ク し ます。

2. 「拒否する」 を選択し、 接続を許可し たい IP ／ド メ イ ン名のみを追加し ま
す。

3. 「既定の Web サイ ト 」 配下の次のフ ァ イルに対し ても、 同様のアクセス制
限を行います。
AlarmService.htm、 AlarmService.html、 svagent.htm、 sv_www.html

I 「既定の Web サイ ト 」 に SVOM 以外のコ ンテンツを格納し ない場合、
「既定の Web サイ ト 」 そのものにアクセス制限を設定する こ と もでき
ます。

– ユーザ認証によるアクセス制限

次の 3 つのフ ォルダに対し て設定を行います。

– 既定の Web サイ ト ¥scripts¥ServerView

– 既定の Web サイ ト ¥ServerView

– 既定の Web サイ ト ¥AlarmService
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3.19.6 SVOM のプロセス （デーモン） について

プロセス名 機能

Apache.exe SVOM で使用する Web サーバです。
IIS 環境では存在し ません。

AlarmService.exe SNMP ト ラ ッ プのログ履歴を作成し ます。

DownloadServer.exe WEB サーバから フ ァ イルをダウンロー ド し ます。

DownloadServerSVC.exe WEB サーバから フ ァ イルをダウンロー ド し ます。

UpdateServer.exe BIOS、 FW、 ド ラ イバなどのア ッ プデー ト を行な
います。

SVFwdServer.exe SNMP ト ラ ッ プを受信し て、 イベン ト ログ格納、
メ ール送信、 ポ ッ プア ッ プなどのアクシ ョ ンを実
行し ます。

SVArchiveServer.exe 定期的に監視サーバと通信し て、 各データ を収集
し ます。

SVBmcService.exe 定期的に BMC と通信し て情報を収集し ます。

SVServerListService.exe SVOM に登録されている各監視サーバの管理を行
います。

ExportServer.exe エ クスポー ト データの作成、 およびフ ァ イル出力
を行います。

SVDataProvider.exe データベース関連を制御し ます。

SVDBServer.exe 定期的にデータベース と通信し て情報を収集し ま
す。

SVInventoryServer.exe イ ンベン ト リ情報の収集を行います。

SnmpTrapListen.exe SNMP ト ラ ッ プを受信し て、 フ ィ ルタ リ ング処理
やフ ォワー ド処理を行う別モジュールに引き渡し
ます。

SnmpListMibValue.exe MIB 情報の一覧を採取し ます。

SnmpGetMibValue.exe MIB 情報の一覧よ り値を獲得し ます。

表 4: SVOM のプロセス （デーモン）
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3.20 ト ラ ブルシューテ ィ ング

SVOM を イ ンス ト ールする と、 At* （ID 番号） の名前で登録される タ スクは
何の役割を し ていますか？

WebServer に ServerView Web-Server を選択し て SVOM のイ ンス ト ールを
行った場合、 タ スクスケジューラに At* （ID 番号） の名前で タ スクが登録さ
れます。 このタ スクでは、 WebServer のログフ ァ イルの肥大化を抑止し てい
ます。
タ スクのスケジューラ を無効にする場合には、 定期的に次のフ ァ イルサイズ
に注意し て く だ さい。

［システム ド ラ イブ］ :¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView 
Suite¥ServerView¥ServerView Services¥WebServer¥logs¥access.log

ド メ イ ン コ ン ト ローラへの昇格、 ド メ イ ン コ ン ト ローラからの降格

SVOM がイ ンス ト ールされているサーバを ド メ イ ン コ ン ト ローラに昇格、 ま
たはド メ イ ン コ ン ト ローラから降格する場合は、 次を実施し て く だ さい。

なお、 すでに ド メ イ ン コ ン ト ローラ と し て構成されているサーバに SVOM を
イ ンス ト ールする場合は、 対処の必要はあ り ません。

– ド メ イ ン コ ン ト ローラへの昇格／降格のパターン

パターン①⑤の場合、 対処の必要はあ り ません。
パターン②③④⑥の場合、 次の対処が必要です。

– SQL Server 2000 または MSDE を使用し ている場合

140 ページの "SVOM のアン イ ンス ト ール／イ ンス ト ールが必要な場
合 " または 140 ページの " タ スクの再設定が必要な場合 " のどち らか
を実施し て く だ さい。

– SQL Server 2005 （Express Edition を含むすべてのエデ ィ シ ョ ンが対
象） を使用し ている場合

140 ページの "SVOM のアン イ ンス ト ール／イ ンス ト ールが必要な場
合 " を実施し て く だ さい。

昇格／降格のパターン ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ド メ イ ン ： ド メ イ ン コ ン ト ローラ 昇格 昇格 ↓ ↓

ド メ イ ン ： メ ンバサーバ 昇格 ↑ ↑ 降格 ↓ ↓

グループ ： メ ンバサーバ ↑ ↑ 降格 降格

表 5: ド メ イ ン コ ン ト ローラへの昇格／降格のパターン
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– SVOM のアン イ ンス ト ール／イ ンス ト ールが必要な場合

SVOM で設定し たデータの退避、 復元が可能です。 127 ページの 「データ
ベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト ア」 の項をご覧 く だ さい。

1. SVOM をアン イ ンス ト ールし ます。

2. SQL Server の SQLSERVERVIEW イ ンス タ ンスをアン イ ンス ト ールし
ます。

3. 「コ ン ト ロールパネル」 → 「タ スク」 の順にク リ ッ ク し、
「JobServerView ～」 で始まる タ スクが存在し ていた場合は、 それら を
すべて削除し ます。

4. ド メ イ ン コ ン ト ローラへの昇格 （または降格） を行います。

5. SVOM を イ ンス ト ールし ます。

SVOM に同梱されている もの以外の SQL Server を使用する場合は、
SVOM を イ ンス ト ールする前に、 あらかじめ SQL Server を イ ンス
ト ールし てお く 必要があ り ます。

– タ スクの再設定が必要な場合

1. ド メ イ ン コ ン ト ローラへの昇格、 降格を行います。

2. 「コ ン ト ロールパネル」 → 「タ スク」 の順にク リ ッ ク し ます。

「JobServerView ～」 で始まる SVOM のタ スクが 4 つ登録されていま
す。

3. これらのタ スク を右ク リ ッ ク し、 「プロパテ ィ 」 を ク リ ッ ク し ます。

プロパテ ィ が表示されず、 次のメ ッ セージが表示された場合は、 手順
4 に進んで く だ さい。 プロパテ ィ が表示された場合は対処の必要はあ
り ません。

エラー : 
0x8007000d: データが無効です。

4. Microsoft 社のサポー ト 技術情報
（http://support.microsoft.com/kb/822904） の回避策にある、 「d42* フ ァ イ
ルの再作成」 を行います。

タ スクスケジューラに SVOM 以外のタ スクがスケジュールされていた
場合、 タ スクの作成者などに上記の回避策を行って問題がないか、 ま
た タ スクの再スケジュール方法などを確認し た後に、 上記の回避策を
行って く だ さい。

http://support.microsoft.com/kb/822904
http://support.microsoft.com/kb/822904
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3.20  ト ラ ブルシューテ ィ ング

5. SVOM のタ スクの再スケジュールを行います。

1. 管理者権限を持ったアカウン ト で、 対象 SVOM が動作し ている
サーバ／パソ コ ンにログイ ン し ます。

2. 次のバッ チフ ァ イルを実行し ます。

– IIS の場合

C:¥Inetpub¥scripts¥ServerView¥Tools¥SVSqlJobsSchtasks.bat

– Apache2.0 ／ Apache2.2 の場合

C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ServerView¥
ServerView Services¥scripts¥ServerView¥Tools¥
SVSqlJobsSchtasks.bat

「タ スクの設定が正常に終了し ま し た。」 と表示されれば終了です。
上記メ ッ セージが表示されない場合や、 エラーが表示された場合
は、 再度バッ チフ ァ イルを実行し て く だ さい。
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3  管理端末へのイ ンス ト ール
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4 ServerView データベース

Operations Manager には次の SQL データベースが必要です。

– Windows Server 2008 では、SQL Server 2008 または SQL Server 2005 を
使用できます。 新のサービスパッ ク を適用する こ と をお勧めし ます。
SQL Server 2005 Express は Operations Manager に添付されています。

– Windows Server 2003 では、 SQL Server 2000、 MSDE 2000、 SQL Server 
2005、 または SQL Server 2005 Express を使用できます。 MSDE 2000 は 
Operations Manager に添付されています。 

4.1 構成フ ァ イル ServerViewDB.ini

構成フ ァ イル ServerViewDB.ini は、 SQL Server イ ンス タ ンスに関する情報、
イ ンス ト ールパス、 およびログフ ァ イルのパス名が含まれています。 構成
フ ァ イルは <WinDir> デ ィ レ ク ト リ に格納されています。

Ê 「ス ター ト 」 → 「フ ァ イル名を指定し て実行」 の順に選択し ます。

Ê 「名前」 に 「%windir%」 を入力し ます。 

Ê 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、 「ServerViewDB.ini」 フ ァ イルを選択し て開きま
す。 

図 21: *.ini フ ァ イルの一例
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ServerViewDB.ini 構成フ ァ イルにおける重要なエン ト リ

ServerViewDB.ini 構成フ ァ イルで以下が重要なエン ト リ です。

– データベースサーバのイ ンス タ ンス名 : エン ト リ 「Server_Instance」

このエン ト リは <SQL Server_Instance> で指定する必要があ り ます。

– データベースバッ クア ッ プ フ ァ イルのパス : エン ト リ 「DbBackupPath」

– データペースのバッ クア ッ プモー ド : エン ト リ 「DbBackupMode」 

– SQL サーバ バージ ョ ン : エン ト リ 「DbServerVersion」 

– SQL サーバ エデ ィ シ ョ ン : エン ト リ 「DbServerEdition」 

SQL サーバ 2000 と SQL サーバエデ ィ シ ョ ンの Desktop Engine は、 本マ
ニュアルでは MSDE 2000 と表記し ます。 
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4.2  データベースへの接続中断

4.2 データベースへの接続中断

LAN の問題など、 ServerView データベースへの接続が中断される場合、 以下
が発生し ています。

– 「ServerView Services」 サービスおよび 「ServerView Download Service」
（あれば） が停止し ます。

– メ ッ セージ （下図を参照） が Windows のイベン ト ログに書き込まれます。

– Operations Manager の動作中には、 次の画面が表示されます。

図 22: エラー メ ッ セージ

ServerView データベースへの接続がいったん切断される と、 サービス、
「ServerView Services」 および 「ServerView Download Service」 は手動で再
起動する必要があ り ます。 

Ê 「ス ター ト 」 → 「設定」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「管理ツール」 →
「サービス」 を選択し ます。

Ê 関連するサービスを選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューの 「開始」 を選択し ます。



146   ServerView Operations Manager

4  ServerView データベース

4.3 ServerView データベースの管理

4.3.1 SQL Server 2008/2005 

次のプログラムは SQL Server 2008/2005 での ServerView データベースの管
理に使用できます。

– SQL Server Management Studio (Basic) for SQL Server 2008
SQL Server Management Studio (Express) for SQL Server 2005
Graphical プログラムです。 Enterprise/Standard/Workgroup エデ ィ シ ョ ン
では、 SQL Server 2008/2005 のコ ンポーネン ト と し て、 Microsoft SQL 
Server 2008/2005 イ ンス ト ール DVD に収録されています。

SQL Server 2008 Express および SQL Server 2005 Express の場合、SQL 
Server Management Studio の基本バージ ョ ンを含むさ まざまなエデ ィ
シ ョ ンがあ り ます （SQL Server 2008 Express with Tools、 SQL Server 
2008/2005 Express with Advanced Services）。 Management Studio の基本
バージ ョ ンはイ ン ト ラネ ッ ト から別々にイ ンス ト ールパッ ケージ と し てダ
ウンロー ド し て、 追加または後でイ ンス ト ールする こ と もできます。 イ ン
ス ト ール後、 新のサービスパッ クが使用されているかど うかを確認し て
く だ さい。

– osql
コマン ド ラ イ ンプログラム osql は、 SQL Server 2008/2005 のイ ンス ト ー
ル後に使用できます。

– sqlcmd
コマン ド ラ イ ンプログラム sqlcmd は、 SQL Server 2008/2005 のイ ンス
ト ール後に使用できます。

ServerView データベースを管理する場合、 SQL Server イ ンス タ ンスはプロ
グラム内で制限する必要があ り ます。 構成フ ァ イル ServerViewDB.ini で、
Server_Instance=<SQL Server instance> 下の SQL Server イ ンス タ ンスでエン ト
リ を検出し ます。
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SQL Server Management Studio （Basic/Express）

SQL Server のイ ンス タ ンスを入力するには、 以下を実行し ます。

Ê 「ス ター ト 」 → 「すべてのプログラム」 → 「Microsoft SQLServer 
2008/2005」 → 「SQL Server Management Studio (Express)」 を開始し ま
す。

Ê 「サーバへの接続」 ダイアログで、 サーバの種類、 データベースエンジン
のサーバ名を選択し ます。 サーバ名で、 SQL Server のイ ンス タ ンス名を
選択し ます。

Ê 「接続」 を ク リ ッ ク し ます。

osql

SQL Server イ ンス タ ンスに接続するには、 入力プロンプ ト を開始し、 次のコ
マン ド を入力し ます。

osql -S <SQL Server instance> -E

sqlcmd

SQL Server イ ンス タ ンスに接続するには、 以下を実行し ます。

Ê 入力プロンプ ト を開始し ます。

Ê 次のコマン ド を入力し ます。

sqlcmd -S <SQL Server instance> -E
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4.3.2 SQL Server 2000 および MSDE

次のプログラムは SQL Server 2000 および MSDE 2000 での ServerView デー
タベースの管理に使用できます。

– Enterprise Manager
SQL Server 2000 のグラ フ ィ カルプログラムコ ンポーネン ト です。

– DbaMgr2k
無料のグラ フ ィ カルプログラムです。

– osql
osql は SQL Server 2000 または MSDE 2000 のイ ンス ト ール後に使用でき
ます。

ServerView データベースを管理する場合、 SQL Server イ ンス タ ンスは
ServerViewDB.ini 構成フ ァ イルで特定する必要があ り ます。 SQL Server イ ンス
タ ンス名は、 Server_Instance=<SQL Server instance> エン ト リ よ り検出し ます。

Enterprise Manager

SQL Server のイ ンス タ ンスを入力するには、 以下を実行し ます。

Ê ス ター ト メ ニューから  Enterprise Manager を開始し ます。

Ê 「SQL Server Group」 → 「Action」 → 「New SQL Server registration」 を選
択し て、 ウ ィ ザー ドの指示に従います。

Ê 使用可能なサーバのリ ス ト から  SQL Server イ ンス タ ンスを選択し ます。

DbaMgr2k

Operations Manager のイ ンス ト ールに従い、 DbaMgr2k の設定は
<WebServer>/scripts/ServerView/Tools/ デ ィ レ ク ト リ  に格納されます。
DbaMgr2k は SetupDbaMgr2k.exe フ ァ イルを実行する こ とによ り イ ンス ト ール
されます。

ただ し、 ServerView Suite DVD 1 から  DbaMgr2k を イ ンス ト ールする こ と も
できます。

Ê ServerView Suite DVD 1 で、 「SVSSoftware」 → 「Software」 →
「ServerView」 → 「Windows」 → 「ServerView_S2」 → 「DbaMgr2k」 デ ィ
レ ク ト リ に切り替えます。

Ê Setup_DbaMgr2k.exe フ ァ イルを実行し ます。



ServerView Operations Manager  149

4.3  ServerView データベースの管理

SQL Server のイ ンス タ ンスを入力するには、 以下を実行し ます。

Ê DbaMgr2k （デスク ト ッ プアイ コ ン、 ク イ ッ ク起動アイ コ ン、 またはス
ター ト メ ニューを使用） を開始し ます。

Ê エン ト リ 「SQL Server」 をダブルク リ ッ ク し ます。

Ê 「SQL Server connection properties」 ウ ィ ン ド ウで次の設定を行います。

Ê アイ コ ンを ク リ ッ ク し て （「Show available SQL Server/MSDE on local 
network」） ローカルネ ッ ト ワークにあるすべての SQL サーバまたは
MSDE サーバを表示し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンス <SQL Server instance> を選択し、 「OK」 でエ
ン ト リ を確定し ます。

Ê 「Public name」 で、 同じ エン ト リ を行うか、 選択し たエン ト リの説明
を入力し ます。

Ê 「Trusted NT Connection box」 をダブルク リ ッ ク し ます。

Ê 「Connect」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

構成後に、 システムを再起動し て く だ さい。

次の SQL Server イ ンス タ ンスを使用できます。

<Computer name>\<Instance> or
(local)

osql

SQL Server イ ンス タ ンスに接続するには、 入力プロンプ ト を開始し、 次のコ
マン ド を入力する必要があ り ます。

osql -S <SQL Server instance> -E



150   ServerView Operations Manager

4  ServerView データベース

4.4 ServerView データベースのバッ クア ッ プ

ServerView データベースおよび SQL Server システムデータベース msdb は、
イ ンス ト ール時に入力されるバッ クア ッ プジ ョ ブによ り、 自動的に一定の時
間間隔でバッ クア ッ プ されます。

I 以下を注意し て く だ さい。

システム稼働時、 ServerView データベースの自動バッ クア ッ プ時間を
調整し て く だ さい。 自動バッ クア ッ プは、 システム稼働時のみ実行さ
れます。 自動バッ クア ッ プジ ョ ブ 「JobServerViewLongInterval」 は、
バッ クア ッ プ処理を実行するだけでな く 、 データベースのサイズが大
き く な りすぎていないこ と も確認し ます。 このメ ンテナンスは定期的
に実行する必要があ り ます。

バッ クア ッ プはオン ラ イ ンで実行されます。 データベースサービス 
「MSSQL$SQLSERVERVIEW」 または 「MSSQLSERVER」 （SQL Server 
2008/2005 の場合 ： 「SQL Server （SQLSERVERVIEW）」 または 「SQL 
Server （MSSQLSERVER」）） は引き続き実行されるので、 ServerView デー
タベースにはバッ クア ッ プ中もアクセスできます。 

4.4.1 ServerView データベースのバッ クア ッ プジ ョ ブ

Operations Manager のイ ンス ト ール中、 標準 または完全どち らかの SQL 
Server バッ クア ッ プモー ド を選択できます。 ServerViewDB.ini コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルでは、 DbBackupMode 項目の下に選択し たバッ クア ッ プモー
ドが表示されます。

イ ンス ト ール中、 標準を選択し た場合、 JobServerViewDaily バッ クア ッ プジ ョ
ブが実行されます。 このジ ョ ブは、 ServerView データベースを毎日バッ ク
ア ッ プ し、 前日のバッ クア ッ プを上書き し ます。 

完全を選択し た場合、 次のバッ クア ッ プジ ョ ブを利用できます。

– JobServerViewDaily
データベースを毎日バッ クア ッ プ し、 前日のバッ クア ッ プへ追加し ます。

– JobServerViewHourly
毎時 ト ラ ンザクシ ョ ンログをバッ クア ッ プ し ます。

– JobServerViewLongInterval
週 1 回データベースをバッ クア ッ プ し、 以前のバッ クア ッ プをすべて上書
き し ます。
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バッ クア ッ プモー ドの違いの概要

システムが正常に稼動し ている際、 バッ クア ッ プを実行するための適切な時
間を定義し ます。 

完全バッ クア ッ プモー ド を選択し た場合は、 バッ クア ッ プジ ョ ブ
JobServerViewHourly および JobServerViewLongInterval が実行されているかを
定期的に確認し、 ログフ ァ イル ServerViewDB_log.LDF が大き く な りすぎない
よ う にし ます。 急速にフ ァ イルが肥大し ている場合は、 フ ァ イルサイズを縮
小し ます。 184 ページの 「ServerViewDB_log.LDF フ ァ イルの肥大化」 の項 
と次の段落で説明する手順に従います （4.4.2 から 4.4.5）。 

ログフ ァ イル ServerViewDB_log.LDF は標準バッ クア ッ プモー ド でも生成され
ます。 サイズは自動的に縮小されますが、 バッ クア ッ プはされません。

osql でスケジュールを設定する こ と もできます。 193 ページの 「osql による
データベース管理 （Windows）」 の項をご覧 く だ さい。

ServerView データベースをハー ド デ ィ スクへバッ クア ッ プするのと同様に、
定期的に外部メ デ ィ アへも保存し て く だ さい。 Windows では、 「ス ター ト 」
→ 「すべてのプログラム」 → 「アクセサリ」 → 「システムツール」 → 「バッ
クア ッ プ」 の順に選択しバッ クア ッ ププログラムを使用し ます。

標準バッ クア ッ プ
モー ド  

完全バッ クア ッ プ
モー ド  

SQL Server recovery model: simple full

大データ損失量 1 日入力されたデー
タ

1 時間入力された
データ

バッ クア ッ プの頻度 1 日 1 回 毎時

バッ クア ッ プジ ョ ブ監視の
オーバーヘ ッ ド （154 ページ
の 「バッ クア ッ プジ ョ ブの進
行確認と編集」 の項参照）

低 高

デ ィ スク使用量 低 高
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4.4.2 ジ ョ ブの実行要件

ジ ョ ブを実行する場合、 以下を実行し て、 開始タ イプを 「自動」 に設定し て
く だ さい。

– SQL Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 の場合、
Windows Task Scheduler

– SQL Server 2008/2005 Enterprise/Standard/Workgroup Edition の場合、
SQL Server エージ ェ ン ト SQL Server-Agent (MSSQLSERVER)

– SQL Server 2000 の場合、 SQL Server エージ ェ ン ト SQLSERVERAGENT 

「管理ツール」 → 「サービス」 を使用し て、 これらの設定をチ ェ ッ クする こ と
ができます。

SQL Server 2008 および SQL Server 2005 の場合、 「ス ター ト 」 → 「すべての
プログラム」 → 「Microsoft SQL Server 2008/2005」 → 「構成ツール」 →
「SQL Server 構成マネージャ」 を選択する こ とによ り、 SQL Server に影響を
与えるサービスのリ ス ト を表示できます。

ServerViewDB.ini 構成フ ァ イルのエン ト リ  「DbAgent」 で SQL Server エー
ジ ェ ン ト の名前を検索し ます。
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SQL Server 2008 Express/2005 Express の場合、 SQL Server エージ ェ ン ト は
存在し ません。 MSDE 2000 の場合、 Operations Manager version 4.8 と し て
使用される こ とはあ り ません。 ジ ョ ブ管理については、 156 ページの "SQL 
Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 のタ クスによる進行確
認と編集 " に記載されています。
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4.4.3 バッ クア ッ プジ ョ ブの進行確認と編集

データベース管理ツールでの進行確認と編集 （SQL Server 2008 
Express/2005 Express および MSDE 2000 以外）

バッ クア ッ プジ ョ ブのスケジュールを表示するには、 以下を実行し ます。

Ê Enterprise Manager、 DbaMgr2k、 または SQL Server Management Studio 
を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し て、 （［Management］ の Enterprise 
Manager または DbaMgr2k の） エン ト リ  「SQL Server Agent」 を選択し ま
す。

Ê 次に 「Jobs」 を ク リ ッ ク し ます。

Enterprise Manager または DbaMgr2k で、 バッ クア ッ プジ ョ ブが 「Last 
Run Status」 列で成功し たかど うかをチ ェ ッ クできます。
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Ê 適切なバッ クア ッ プジ ョ ブを選択し、 コ ンテキス ト メ ニューの
「Properties」 を選択し ます。

SQL Server Management Studio で、 各ジ ョ ブの進行状況の詳細を表示し
ます。

Ê 「SQL Agent」 で、 すべてのジ ョ ブまたは特定のジ ョ ブを選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューの 「 View History 」 を選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューの 「Properties」 を選択し ます。

Ê プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで、 「Schedules」 のリ ン ク を選択し、 必要に応じ
てジ ョ ブのスケジュールを調整し ます。

Ê 「Edit」 を ク リ ッ ク し、 スケジュールを調整し ます。 システムが通常に動
作し ている と きのジ ョ ブの実行時間を選択し ます。
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SQL Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 のタ クスによる
進行確認と編集

SQL Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 を使用し て、
バッ クア ッ プおよび メ ンテナンスのジ ョ ブを SQL Server エージ ェ ン ト で管理
する こ とはできません。 SQL Server 2005 Express の場合、 このコ ンポーネン
ト は存在し ません。 ジ ョ ブは Windows タ スク  スケジューラ  で設定されるた
め、 このコ ンポーネン ト で監視できます。

Windows Server 2003

Ê コ ン ト ロールパネルを開きます。

Ê 「タ スク」 をダブルク リ ッ ク し ます。

ServerView バッ クア ッ プジ ョ ブおよびスケジュール表を確認し ます。

Ê Windows エクスプローラ メ ニューで、 「詳細設定」 → 「ログを表示」 を選
択し ます。 表示されたウ ィ ン ド ウに、 出力メ ッ セージが表示されます。
近のエン ト リは次の行の上にあ り ます。

[ * * * * * 一番 近のエン ト リはこの行よ り上にあ り ます * * * * * ]

タ スクの実行に成功する と、 次のテキス ト が表示されます。

" 結果 : タ スクは次の終了コー ド で完了し ま し た : (0)."

JobServerView が先頭にあるジ ョ ブの値が 0 かど うかを確認し ます。 

タ スクの実行に失敗する と、 次のテキス ト が表示されます。

" 結果 : タ スクは次の終了コー ド で完了し ま し た : (1)."

その上にエラーの説明が表示されます。

Ê ウ ィ ン ド ウを閉じ ます。
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Ê 関連するバッ クア ッ プジ ョ ブを選択し、 コ ンテキス ト メ ニューの 「プロ
パテ ィ 」 を選択し ます。

Ê プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで、 「スケジュール」 タ ブを選択し ます。 表示され
たウ ィ ン ド ウでスケジュールを変更し ます。

Windows Server 2008

Ê 「管理ツール」 で、 「タ スク  スケジューラ」 を選択し ます。

Ê 「タ スクスケジューラ  ラ イブ ラ リ」 を選択し、 「エン ト リ  タ スクステータ
ス」 までスク ロールし ます。

Ê 「JobServerView」 ジ ョ ブのいずれかをダブルク リ ッ ク し ます。 すべての 
ServerView ジ ョ ブは中央のウ ィ ン ド ウに表示されます。

Ê 「履歴」 タ ブを ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブの進行状況を表示し ます。

Ê ウ ィ ン ド ウの上部で、 「JobServerView」 ジ ョ ブを選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューで、 「プロパテ ィ 」 を選択し、 「Trigger」 タ ブを選
択し ます。

Ê 「Edit」 を ク リ ッ ク し、 スケジュールを調整し ます。 システムが通常に動
作し ている と きのジ ョ ブの実行時間を選択し ます

SQL Server のエデ ィ シ ョ ンすべてのイベン ト ビ ューアで追跡する

予定されているデータベースバッ クア ッ プジ ョ ブの実行を確認するには、
Windows イベン ト ビ ューアを次のとお り利用し ます。

– 「ス ター ト 」 → 「管理ツール」 → 「イベン ト ビ ューア」 の順に選択し ます。

– Windows 2008 では、 「Windows ログ」 を選択し ます。

– 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を選択し ます。

次の一覧表は、 使用する SQL Server に応じ てバッ クア ッ プジ ョ ブ実行中に
Windows アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ログへ書き込まれる項目を示し ます。
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2008 Express/2005 Express/MSDE 2000 の場合 ：

2008/2005/2000 Enterprise/Standard/Workgroup エデ ィ シ ョ ンの場合 （リ モー
ト の SQL Server マシンにある リ モー ト SQL Server の追跡の場合） ：

選択し た追跡に対し てフ ィ ルタ を作成できます。

カ ラム 　 ソース カ ラム
イベン ト ID

説明

MSSQL$SQLSERVERVI
EW

18264
18265

データベースがバッ クア ッ プ されま し
た。 データベース ： ServerViewDB、
ダンプ されたページ ： …、
MEDIANAME='ServerViewDB' ： 
{'ServerViewDBData'})。 このメ ッ セー
ジは情報です。 ユーザの操作は不要で
す。

MSSQL$SQLSERVERVI
EW

17060 Windows のタ スクスケジューラジ ョ
ブ 「JobServerView…」 が起動されま
し た。

カ ラム 　 ソース カ ラム
イベン ト ID

説明

SQLSERVERAGENT 
oder 
SQLAgent$Instanzname

208 スケジュールされた SQL Server ジ ョ
ブ 「JobServerView…」 … - 状態 : 
Succeeded - …。

MSSQLSERVER oder 
MSSQL$Instanzname

18264
18265

データベースがバッ クア ッ プ されま
し た。 データベース : ServerViewDB、 
…、 ダンプ されたページ …、
MEDIANAME='ServerViewDB': 
{'ServerViewDBData'}). このメ ッ セー
ジは情報です。 ユーザの操作は不要
です。
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4.4.4 バッ クア ッ プ フ ァ イルがあるかど うかをチ ェ ッ クす
る

ServerView データベースは定期的にバッ クア ッ プ されます。 これによ り、
.bak の拡張子の 2 つのフ ァ イルが作成されます。

– ServerViewDBData.bak
ServerView データベースのバッ クア ッ プ フ ァ イル。

– ServerViewDBLog.bak
ServerView データベースの ト ラ ンザクシ ョ ンログのバッ クア ッ プ フ ァ イ
ル。 完全バッ クア ッ プモー ド で作成する場合のみ有効です。

ServerViewDB.ini コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでは、 イ ンス ト ール時のフ ァ
イルのパスが DbBackupPath の下に表示されます。 また、 バッ クア ッ プモー ド
の設定が DbBackupMode の下に表示されます。

I 以下は、 リ モー ト で SQL Server イ ンス タ ンスを イ ンス ト ールし たイ ン
ス ト ールの場合のみ適用されます。

Operations Manager ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール中に、 「SQL Server 
Backup Path」 ウ ィ ン ド ウで リ モー ト の SQL Server にあるバッ クア ッ
プ フ ァ イルのパスを指定する こ とができます。 パスを指定し ない場合、
SQL Server のデフ ォル ト のパスにバッ クア ッ プ フ ァ イルが作成されま
す。 この場合の構成フ ァ イル ServerViewDB.ini には 「DbBackupPath」
のデフ ォル ト のエン ト リが含まれています。 

SQL Server 2000 のデフ ォル ト のパス :
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL<$Instancename>\
BACKUP\ 

SQL Server 2000 のデフ ォル ト のパス （名前のないイ ンス タ ンス） :
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\BACKUP\ 

SQL Server 2005 のデフ ォル ト のパス :
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL.<n>\MSSQL\Backup\ 

n: イ ンス タ ンス番号

SQL Server 2005 のデフ ォル ト のパス : （名前のないイ ンス タ ンス）
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL.1\MSSQL\Backup\ 

パス名は、 SQL Server Management Studio、 DbaMgr2k および Enterprise 
Manager にも表示されます。
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SQL Server Management Studio

Ê SQL Server Management Studio を起動し ます。

Ê 「サーバへの接続」 ダイアログで、 「サーバの種類」、 「サーバ名」 および
「データベースエンジン < イ ンス タ ンス名 >」 を選択し ます。

Ê 「接続」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 次に、 「オブジ ェ ク ト  エ クスプローラ」 で、 エン ト リ 「サーバオブジ ェ ク
ト 」 を選択し ます。

Ê 「バッ クア ッ プ デバイス」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「ServerViewDBData」 を選択し てから、 コ ンテキス ト メ ニューの 「プロパ
テ ィ 」 を選択し ます。

Ê  ServerView データベースのバッ クア ッ プ フ ァ イルのパス名は
「Destination」 フ ィ ールドの下に表示されます。

Ê 完全バッ クア ッ プモー ド を使用する場合、 「バッ クア ッ プ デバイス 」 →
「ServerViewDBLog」 → 「プロパテ ィ 」 で、 ト ラ ンザクシ ョ ンログのパス
名を見つける こ とができます。 ト ラ ンザクシ ョ ンログのバッ クア ッ プ フ ァ
イルのパス名は 「バッ クア ッ プ先」 の下に表示されます。

リ モー ト の SQL Server イ ンス タ ンスの使用中で、 イ ンス ト ール時に 「SQL 
Server Backup Path」 用に何も指定し ていない場合、 以下を設定する こ とが
できます。

– 「バッ クア ッ プ デバイス」 を ク リ ッ ク し ます。

– コ ンテキス ト メ ニューから  「新しいバッ クア ッ プ デバイス ...」 を選択し
ます。

– デバイス名に 「ServerViewDBData」 と入力し ます。

– 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

完全バッ クア ッ プモー ド を使用する場合、 バッ クア ッ プ フ ァ イル 
「ServerViewDBLog」 について これらの手順を繰り返し ます。
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DbaMgr2k

Ê DbaMgr2k （デスク ト ッ プアイ コ ン、 ク イ ッ ク起動アイ コ ン、 またはス
ター ト メ ニューを使用） を開始し ます。

Ê 「<SQL Server_Instance>」 で接続し ます。

Ê エン ト リ 「Backup devices」 を選択し ます。

Ê バッ クア ッ プ フ ァ イルのパス名は 「Physical Location」 列に表示されま
す。

Enterprise Manager

Ê Enterprise Manager を起動し ます。

Ê 「<SQL Server_Instance>」 → 「Management」 → 「Backup」 を選択し ま
す。

Ê バッ クア ッ プ フ ァ イルのパス名は 「Physical Location」 列に表示されま
す。 

リ モー ト の SQL Server イ ンス タ ンスの使用中で、 イ ンス ト ール時に 「SQL 
Server Backup Path」 用に何も指定し ていない場合、 以下を設定する こ とが
できます。

– 「Backup」 を ク リ ッ ク し ます。

– コ ンテキス ト メ ニューから 「New Backup Device...」 を選択し ます。

– 「Name」 の下に 「ServerViewDBData」 と入力し ます。

– 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

完全 バッ クア ッ プモー ド を使用する場合は、 バッ クア ッ プ フ ァ イル 
「ServerViewDBLog」 についてこれらの手順を繰り返し ます。
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4.4.5 バッ クア ッ プ フ ァ イルの内容をチ ェ ッ クする

バッ クア ッ プ フ ァ イルに書かれているバッ クア ッ プジ ョ ブの内容をチ ェ ッ ク
できます。 また、 バッ クア ッ プ フ ァ イルのデータ レ コー ド などの番号を表示
する こ と もできます。

リ モー ト の SQL Server イ ンス タ ンスの使用中に、 Management Studio また
は Enterprise Manager にバッ クア ッ プ メ デ ィ ア 「ServerViewDBData」 およ
び 「ServerViewDBLog」 が表示されている場合は、 このチ ェ ッ ク を実行でき
ます。 そ う でなければ、 上記のよ う に設定し て、 コ ンテンツチ ェ ッ クで処理
する こ とができます。

チ ェ ッ クには次のオプシ ョ ンがあ り ます。

–  SQL Server 2000 用に Enterprise Manager または DbaMgr2k を開始し ま
す。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し ます。

Ê 「Backup (devices)」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê バッ クア ッ プデバイスを選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューの 「Properties」 を選択し ます。

Ê 「(View) Contents」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

– SQL Server Management Studio (Express) を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し ます。

Ê 「サーバ オブジ ェ ク ト 」 を ク リ ッ ク し ます。 

Ê 「バッ クア ッ プ デバイス」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê バッ クア ッ プデバイスを選択し ます。

Ê コ ンテキス ト  メ ニューで、 「プロパテ ィ 」 を選択し ます。

Ê 「メ デ ィ アの内容」 タ ブを選択し ます。
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I . 定期的に、 バッ クア ッ プ デバイス 「ServerViewDBLog」 に 1 週間分
の記録があるか確認し て く だ さい。 1 週間を超える と
「ServerViewDBLog」 は上書き されます。 上書き されない場合、 バッ
クア ッ プジ ョ ブ 「JobServerViewLongInterval」 は実行されません。 こ
の場合、 *.bak フ ァ イルを減ら し て く だ さい。

ログフ ァ イル ServerViewDB_log.LDF が大き く な りすぎた場合、 184
ページの 「ServerViewDB_log.LDF フ ァ イルの肥大化」 の項の説明に
従って、 サイズを小さ く し ます。

自動バッ クア ッ プ と フ ァ イルサイズ縮小を常時実行するには、 152
ページの 「ジ ョ ブの実行要件」 の項 およびその後の項で説明し ている
手順に従います。 
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4.5 ServerView データベース のリ ス ト ア

エラーのイベン ト で、 バッ クア ッ プから  ServerView データベースを リ ス ト ア
する こ とができます。 現在の ServerView データベースまたはエラーが発生し
ている ServerView データベースは削除し ないで く だ さい。 リ ス ト ア時にエ
ラーを検出する と、 初から リ ス ト アを再開する必要があ り ます。

リ ス ト アでは、 データベースバッ クア ッ プで 初に読み込みが行われ、 1 つ
以上の ト ラ ンザクシ ョ ンログが利用可能な場合はバッ クア ッ プ されます。

ServerViewDB.ini フ ァ イルの 「DbBackupMode」 エン ト リが完全に設定されて
いる場合、 ト ラ ンザクシ ョ ンログのバッ クア ッ プを利用できます。 

データバッ クア ッ プのデ ィ レ ク ト リ に関する情報は、 159 ページの 「バッ ク
ア ッ プ フ ァ イルがあるかど うかをチ ェ ッ クする」 の項をご覧 く だ さい。

4.5.1 SQL Server Management Studio による リ ス ト ア

ServerView データベースおよび （利用可能な場合） ト ラ ンザクシ ョ ンログを
リ ス ト アするには、 以下を実行し ます。

1. ServerView データベースへのアクセスを制限し ます。

Ê SQL Server Management Studio を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンス と接続し、 「データ ベース」 →
「ServerViewDB.」 を選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューの 「プロパテ ィ 」 を選択し ます。

Ê 「オプシ ョ ン」 ページを選択し、 「アクセス権限」 でエン ト リ  
「RESTRICTED_USER」 を選択し ます。 「OK」 を ク リ ッ ク し てから、 
「YES」 を ク リ ッ ク し ます。

2. データベースのバッ クア ッ プから リ ス ト ア し ます。

Ê 「データベース」 を ク リ ッ ク し てから、 コ ンテキス ト メ ニューの 「フ ァ
イルおよびフ ァ イル グループの復元 …」 を選択し ます。
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Ê 「フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの復元」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

Ê 「全般」 ページで、 「復元先データベース」 フ ィ ールド に名前
「ServerViewDB」 または 「msdb」 を入力するか、 リ ス ト から名前
を選択し ます。

Ê 「復元元デバイス」 を選択し ます。

Ê 「 ... 」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Ê 適切な格納場所からデータベースバッ クア ッ プ
「ServerViewDBData.bak」 を追加し、 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 格納するデータベースバッ クア ッ プを選択し ます。 

「復元するバッ クア ッ プセ ッ ト の選択」 で、 「復元」 列のボ ッ クスを ク
リ ッ ク し ます。

Ê 「オプシ ョ ン」 ページに切り替えます。

Ê 復元オプシ ョ ン ： 「既存のデータベースを上書きする」 をチ ェ ッ ク し ま
す。
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Ê ト ラ ンザクシ ョ ンログバッ クア ッ プ ServerViewDBLog.bak を利用できな
い場合は、 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。 利用できる場合は、 復元状態 ：
「データベースは操作不可能状態のままで、 コ ミ ッ ト されていない ト ラ
ンザクシ ョ ンはロールバッ ク し ない。 別の ト ラ ンザクシ ョ ン ログは復
元できます。」 を選択し ます。

Ê 「OK」 を ク リ ッ ク し、 再度 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

データベースのリ ス ト アが開始されます。 「オブジ ェ ク ト  エクスプロー
ラ」 に、 「ServerViewDB ( リ ス ト ア中 …)」 と表示されます。

3. 利用可能な場合は、 ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト ア し ます。

Ê 「データベース」 を ク リ ッ ク し てから、 コ ンテキス ト メ ニューの 
「フ ァ イルおよびフ ァ イル グループの復元 … 」 を選択し ます。

Ê 「フ ァ イルおよびフ ァ イルグループの復元」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

Ê 「全般」 ページの 「復元先データベース」 フ ィ ールド で、 リ ス ト から
名前 「ServerViewDB」 を選択し ます。

Ê 「復元元デバイス」 を選択し ます。

Ê 「 ... 」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Ê 適切な格納場所から ト ラ ンザクシ ョ ンログフ ァ イル 
「ServerViewDBLog.bak 」 を追加し、 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 格納するデータベースバッ クア ッ プを選択し ます。

「復元するバッ クア ッ プセ ッ ト の選択」 で、 「復元」 列のボ ッ クスを ク
リ ッ ク し ます。

Ê 「オプシ ョ ン」 ページに切り替えます。

Ê 復元オプシ ョ ン ： 「既存のデータベースを上書きする」 をチ ェ ッ ク し ま
す。

さ らに ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト アする場合、 オプシ ョ ン ： 「デー
タベースは操作不可能状態のままで、 コ ミ ッ ト されていない ト ラ ンザ
クシ ョ ンはロールバッ ク し ない。 」 を選択し ます。

後の ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト アする場合、 オプシ ョ ン ： 「コ
ミ ッ ト されていない ト ラ ンザクシ ョ ンをロールバッ ク し て、 データ
ベースを し よ う可能な状態にする。 別の ト ラ ンザクシ ョ ンは復元でき
ません。」 を選択し ます。
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Ê 「OK」 を ク リ ッ ク し てから、 も う 一度 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

後の ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト ア後、 データベースのステータ スを
通常に戻し て く だ さい。 「オブジ ェ ク ト  エ クスプローラ」 では、 ア ド オン
「（リ ス ト ア中 …）」 は表示されません。

サービス 「ServerView Services 」 および 「ServerView Download Service」
を再起動し ます。 

Ê 「ス ター ト 」 → 「設定」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「管理ツール」 →
「サービス」 を選択し ます。

Ê 適切なサービスを選択し、 コ ンテキス ト メ ニューの 「再起動」 を選択し ま
す。

これで、 Operations Manager を使用し て、 再び ServerView データベースに
アクセスできるよ う にな り ます。

4.5.2  Enterprise Manager による リ ス ト ア

ServerView データベースおよび （利用可能な場合） ト ラ ンザクシ ョ ンログを
リ ス ト アするには、 以下を実行し ます。

1. ServerView データベースへのアクセスを制限し ます。

Ê Enterprise Manager を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 「データベース -
ServerViewDB」 を選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューを表示し、 「プロパテ ィ 」 を選択し ます。

Ê 「オプシ ョ ン」 タ ブを選択し、 「アクセス制限」 を選択し てから、 
「db_owner」、 「dbcreator」 または 「sysadmin」 のメ ンバを選択し ま
す。

2. 以下のよ う にデータベースのバッ クア ッ プから リ ス ト ア し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し ます。

Ê 「データベース」 を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト メ ニューの 「全てのタ ス
ク」 の 「データベースの復元」 を選択し ます。 
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「データベースの復元」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

Ê 「全般」 タ ブで、 「データベース と し て復元」 フ ィ ールド に名前
「ServerViewDB」 または 「msdb」 を入力するか、 リ ス ト から名前を選
択し ます。

Ê オプシ ョ ン 「デバイスから」 を選択し ます。

Ê オプシ ョ ン 「データベース－全体」 を選択し ます。

Ê 「デバイス選択 ...」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、 「追加 ...」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、 フ ァ イル ServerViewDBData.bak または
msdb.Data.bak か、 バッ クア ッ プデバイス 「ServerViewDBData」 また
は 「msdbData」 を選択し、 「OK」 → 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。
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Ê 「オプシ ョ ン」 タ ブに切り替えます。

Ê ト ラ ンザクシ ョ ンログバッ クア ッ プ ServerViewDBLog.bak を利用できな
い場合、 オプシ ョ ン 「データベースは操作可能状態 ...」 を選択し ます。 

利用できる場合は、 オプシ ョ ン 「データベースを操作不可状態。 別の
ト ラ ンザクシ ョ ンログの復元は可能」 を選択し ます。

Ê 「復元先」 列のパス名をチ ェ ッ ク し ます。 ServerView データベースで
以下のエン ト リ を確認し ます。 

<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB.mdf
<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB_log.LDF

Ê 「全般」 タ ブに切り替えます。

Ê 「内容表示」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Ê リ ス ト アするデータベースバッ クア ッ プを選択し ます。

Ê 「OK」 → 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

データベースのリ ス ト アが開始されます。 Enterprise Manager に メ ッ セー
ジ 「ServerViewDB ( ローデ ィ ング )」 が表示されます。 
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3. 利用できる場合は、 ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト ア し ます。

Ê 「全般」 タ ブで、 「データベース と し て復元」 フ ィ ールド に名前
「ServerViewDB」 を入力するか、 リ ス ト から名前を選択し ます。

Ê オプシ ョ ン 「デバイスから」 を選択し ます。

Ê オプシ ョ ン 「 ト ラ ンザクシ ョ ンログ」 を選択し ます。

Ê オプシ ョ ン 「デバイス選択 ...」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、 「追加 ...」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、 フ ァ イル ServerViewDBLog.bak またはバッ ク
ア ッ プデバイス 「ServerViewDBLog」 を選択し てから、 「OK」 →
「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「内容表示」 を ク リ ッ ク し ます。 

Ê 関連する （データベースに適合する） 列を選択し ます。

Ê 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。 

Ê 「オプシ ョ ン」 タ ブに切り替えます。 

Ê 複数の ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト アする場合、 オプシ ョ ン ： 
「データベースを操作不可能状態。 別の ト ラ ンザクシ ョ ン ログの復元
は可能」 を選択し ます。 または、 後の ト ラ ンザクシ ョ ンログのみを
リ ス ト アする場合、 オプシ ョ ン ： 「データベースは操作可能状態。 別の
ト ラ ンザクシ ョ ンログの復元は不可」 を選択し ます。

Ê 「全般」 タ ブを選択し てから、 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê オプシ ョ ン ： 「データベースを操作不可能状態。 別の ト ラ ンザクシ ョ ン 
ログの復元は可能」 を選択し た場合、 ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト
アするたびに手順 3 を繰り返し ます。

後の ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト ア後、 データベースのステータ スを通
常に戻し て く だ さい。 Enterprise Manager のロー ド に関する メ ッ セージが表
示されな く な り ます。

リ ス ト ア後に、 ServerView データベースへのアクセスは自動的に再度有効に
な り ます。
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4.5.3 DbaMgr2k による リ ス ト ア

ServerView データベースおよび ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト アするには、
以下を実行し ます。

1. ServerView データベースへのアクセスを制限し ます。

Ê DbaMgr2K を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 「Databases」 →
「ServerViewDB」 を選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューを表示し、 「プロパテ ィ 」 を選択し ます。

Ê ウ ィ ン ド ウで、 「Options」 アイ コ ンを選択し ます。 

Ê プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで、 ボタ ンセクシ ョ ンの 「Access granted to」
の下にあるエン ト リ 「Members of db_owner」 を選択し ます。

Ê 「Status」 フ ィ ールド （ 上部のセクシ ョ ン） の値を 「dboUseOnly」
に変更し ます。

Ê 「Save」 を ク リ ッ ク し て、 エン ト リ を保存し ます。

2. データベースバッ クア ッ プを表示し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 エン ト リ 「Backup devices」
を選択し ます。

Ê 右側のフ ィ ールド で、 「ServerViewDBData」 を ク リ ッ ク し てから、 コ
ンテキス ト メ ニューから 「Properties」 → 「Contents」 を選択し ます。

データベースバッ クア ッ プが表示されます。 バッ クア ッ プを作成する と、
「BackupFinishDate」 列が表示されます。

利用できる場合は、 ト ラ ンザクシ ョ ンログ 「ServerViewDBLog*」 の場合、
同じに し ます。

3. 以下のよ う にデータベースのバッ クア ッ プから リ ス ト ア し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し ます。

Ê 「Databases」 を ク リ ッ ク し てから、 コ ンテキス ト メ ニューの
「Restore Database」 を選択し ます。
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「Restore Database」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

Ê 「General」 タ ブで、 「Restore as database」 フ ィ ールド に名前
「ServerViewDB」 または 「msdb」 を入力するか、 リ ス ト から名前を選
択し ます。

Ê オプシ ョ ン 「Database - complete」 を選択し ます。

Ê 「Parameter - restore from Device」 でバッ クア ッ プ場所を選択し ます。

Ê 「Drop」 を ク リ ッ ク し てから、 「Add」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、 ServerViewDBData.bakまたはmsdbData.bak
フ ァ イルか、 バッ クア ッ プデバイス 「ServerViewDBData」 または 
「msdbData」 を選択し ます。

Ê 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。
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Ê 「Options」 タ ブに切り替えます。

Ê ト ラ ンザクシ ョ ンログバッ クア ッ プ ServerViewDBLog.bak を利用できな
い場合はオプシ ョ ン 「データベースは操作可能状態 ...」 を選択し ます。 
利用できる場合は、 オプシ ョ ン 「データベースは操作不可能状態。 別
の ト ラ ンザクシ ョ ン ログの復元は可能」 を選択し ます。

Ê 2 番目のテーブルのパス名をチ ェ ッ ク し ます。 「PhysicalName」 で 
ServerView データベースの次のエン ト リ を表示可能にし て く だ さい。 

<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB.mdf
<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB_log.LDF

Ê 「General」 タ ブに切り替えます。

Ê 「Contents」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê リ ス ト アするデータベースバッ クア ッ プを選択し ます。

Ê 「Apply」 を ク リ ッ ク し ます。

データベースバッ クア ッ プがリ ス ト ア されます。

4. 利用できる場合は、 ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト ア し ます。

Ê 「General」 タ ブで、 「Restore as database」 フ ィ ールド に名前
「ServerViewDB」 を入力するか、 リ ス ト から名前を選択し ます。

Ê オプシ ョ ン 「Transaction log」 を選択し ます。
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Ê 「Parameter - restore from Device」 でバッ クア ッ プ場所を選択し ます。

Ê 「Drop」 を ク リ ッ ク し てから、 「Add」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 表示されたウ ィ ン ド ウで、ServerViewDBLog.bak フ ァ イルまたはバッ
クア ッ プデバイス 「ServerViewDBLog」 を選択し ます。

Ê 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「Contents」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「BackUp Media Content」 ウ ィ ン ド ウで、 関連する （データベースに
適合する） 列を選択し ます。

Ê 「Apply」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「General」 タ ブの 「Backup number」 の値は、 「BackUp Media 
Content」 ウ ィ ン ド ウの 「Position」 の値が反映されます。

Ê 「Options」 タ ブを選択し ます。

Ê 複数の ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト アする場合、 オプシ ョ ン
「Leave database nonoperational - additional transaction log restore 
follows」 を選択し ますまたは、 後の ト ラ ンザクシ ョ ンログのみを リ
ス ト アする場合、 オプシ ョ ン 「Leave database operational - no 
additional transaction logs can be restored」 を選択し ます。

Ê 2 番目のテーブルのパス名をチ ェ ッ ク し ます。 「PhysicalName」 で 
ServerView データベースの次のエン ト リ を表示可能にする必要があ り
ます。 

<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB.mdf
<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB_log.LDF

Ê 「General」 タ ブを選択し てから、 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê オプシ ョ ン「Leave database nonoperational - additional transaction log 
restore follows」 を選択し た場合、 ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト アす
るたびに手順 4 を繰り返し ます。

Ê 後に、 「Close」 を ク リ ッ ク し ます。

リ ス ト ア後に、 ServerView データベースへのアクセスは自動で有効にな り ま
す。
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4.5.4 データベースバッ クア ッ プのチ ェ ッ ク

定期的に、 Enterprise Manager、 DbaMgr2k、 SQL Server Management Studio 
でバッ クア ッ プをチ ェ ッ クする こ とができます。 Windows で リ ス ト アのセク
シ ョ ン （167 ページ、 171 ページ、 164 ページ） の指示に従いますが、 以下の
変更があ り ます。

Ê 「全般」 タ ブで、 データベース と し て 「復元」 フ ィ ールド に
「RECOVERYTEST」 などの名前を入力し ます。

Ê 「オプシ ョ ン」 タ ブで、 以下のよ う に復元先列のパス名を変更し ます。

ServerViewDB.mdf を RecoveryServerViewDB.mdf 

ServerViewDB_log.LDF を RecoveryServerView_log.LDF

関連するセクシ ョ ンで説明し たよ う に他のすべて入力を行います。 名前
「RECOVERYTEST」 を付けてデータベースを保存する必要があ り ます。 こ
れは次のよ う にチ ェ ッ クできます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 「データベース」 を選択し ます。

Ê コ ンテキス ト メ ニューの 「 新情報に更新」 を選択し ます。

データベース 「RECOVERYTEST」 を リ ス ト に表示する必要があ り ます。

さ らに、 以下のよ う にデータベース 「RECOVERYTEST」 を削除できます。

Ê データベースを選択し てから、 コ ンテキス ト メ ニューの 「削除」 を選択し
ます。
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4.6 ローカルから リ モー ト  SQL Server への 
ServerView データベースの移動

4.70 以上の ServerView Operations Manager では、 リ モー ト SQL サーバを
ServerView データベース と し てイ ンス ト ールできます。
この機能は新規イ ンス ト ール、 または 4.20 からのア ッ プデー ト イ ンス ト ール
でのみ実行できます。 ローカルの SQL サーバを ServerView データベース と
し てイ ンス ト ールされている ServerView Operations Manage からのア ッ プ
デー ト イ ンス ト ールはサポー ト されていません。 しかし、 ユーザは以下に記
載の構成を実行できます。

データベースの移動を行う 場合は、 既存の ServerView Operations Manage を
少な く と も 4.71 以降にする必要があ り ます。

I この説明は、 ServerView Operations Manager のイ ンス ト ールのみに対
応し ています。 イ ンス ト ールされている他のコ ンポーネン ト
（ServerView ア ッ プデー ト  マネージャ、 ServerView Deployment 
Manager） は移動後に必ず再イ ンス ト ールする必要があ り ます。

ローカル管理用サーバ / パソ コ ン と リ モー ト サーバは両方と も同じ ド メ イ ン
に所属する必要があ り ます。 また、 「Domain Users group」 には少な く と も  1 
つのユーザアカウン ト が必要です。

4.6.1 リ モー ト サーバの要件

SQL Server のバージ ョ ンは、 使用する両システムで同じ であるか、 ローカル
サーバよ り も リ モー ト サーバの方が上である必要があ り ます。

リ モー ト サーバでは、 41 ページの " 要件 " で記載されているよ う に処理し ま
す。
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4.6.2 構成手順

ServerView データベースをローカル管理用サーバ / パソ コ ンから リ モー ト で
イ ンス ト ールし た SQL Server に移動するには、 以下を実行し ます。

1. ローカル ServerView Operations Manager をア ッ プグレー ド させて く だ さ
い。
ローカル管理者と し て、 管理用権限のあるアカウン ト でログオン し、 ロー
カル ServerView Operations Manager を 新版にア ッ プグレー ド し ます。
リ モー ト でのイ ンス ト ールは、 同じバージ ョ ンを使用する必要があ り ま
す。 そ う でなければ、 データベースのスキーマが適合し ません。

2. ServerView データベースにアクセスする、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンお
よびサービスを停止し ます。

– 「ServerView Services」
– 「ServerView Download Service」

3. 現在のローカルイ ンス ト ールを、 以下のフ ォルダに保存し ます。 アン イ ン
ス ト ールと再イ ンス ト ールを後で行う必要があるので、 このデータのコ
ピーが必要です。

– <wwwroot>\ServerView\Archive\*
– <wwwroot>\ServerView\SnmpArchive\ArchiveTasks
– <wwwroot>\ServerView\SnmpExport\ExportedData\
– <wwwroot>\ServerView\SnmpExport\Tasks
– <wwwroot>\ServerView\Download\Tasks
– <scripts>\ServerView\common\mibs

4. ローカル SQL Server イ ンス タ ンスから  ServerView データベースの接続を
解除し て コ ピーし ます。
現在の SQL データベースはローカルサーバから コ ピーする必要があ り ま
す。 以下を実行し ます。

Ê ServerView データベースフ ァ イルのパスを指定し ます。 データベース
のコ ンテキス ト メ ニューで 「データベース」 → 「ServerViewDB」 →
「プロパテ ィ 」 → 「データ フ ァ イル」 または 「フ ァ イル」 を選択する
と、 SQL Server Enterprise Manager または SQL Server Management 
Studio にパスが表示されます。

Ê 次の機能を備えた対応する SQL Server 管理ツールを使用し てデータ
ベースの接続を解除し ます。

「全てのタ スク」 → 「データベースのデタ ッ チ （SQL Server Enterprise 
Manager）」
「タ スク」 → 「デタ ッ チ （SQL Server Management Studio）」
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Ê データベースフ ァ イルServerViewDB.mdfおよびServerViewDB_log.LDFは
イ ンス タ ンスから削除され、 コ ピーの準備ができます。

Ê データベースフ ァ イルを別のフ ォルダにコ ピーし ます。 後で、 リ モー
ト  SQL Server イ ンス タ ンスで ServerView データベースを置換する際
に、 これらのフ ァ イルが必要にな り ます。

5. ローカル ServerView Operations Manager をアン イ ンス ト ールし ます。
ローカルでイ ンス ト ールされた ServerView Operations Manager は管理用
サーバ / パソ コ ンでアン イ ンス ト ールする必要があ り ます。 エラー メ  ッ
セージがない場合に正常に動作させるため、 ServerView データベースを一
時的に元のパスのイ ンス タ ンスに再接続する必要があ り ます。 データベー
スのコ ンテキス ト  メ ニューの対応する SQL Server 管理ツールを使用し て
データベースを接続し ます。 データベースフ ァ イル （ServerViewDB.mdf） 
への現在のパスを、 以下のダイアログで指定する必要があ り ます。

– 「全てのタ スク」 → 「データベースのア タ ッ チ」 （SQL Server 
Enterprise Manager） または、

– 「ア タ ッ チ」 （SQL Server Management Studio） 

アン イ ンス ト ールを実行し て、 116 ページの 「Operations Manager ソ フ
ト ウ ェ アのアン イ ンス ト ール」 の項を参照し て く だ さい。

6. リ モー ト  SQL Server による新規イ ンス ト ール
管理用サーバ / パソ コ ンで ServerView Operations Manager の新規イ ンス
ト ールを開始し、 オプシ ョ ン 「Use existing remote SQL Server」 を選択し
ます。 68 ページの " 管理端末でのその他の手順 " に記載されているよ う に
実行し ます。

7. リ モー ト  SQL Server で ServerView データベースを置換し ます。
イ ンス ト ール後に、 リ モー ト サーバの ServerView データベースはローカ
ルイ ンス ト ールで前にコ ピーし たデータベース と置換する必要があ り ま
す。 以下を実行し ます。

Ê ServerView データベース、 特にサービス 「ServerView Services」 と
「ServerView Download Service」 にアクセスできる管理用サーバ / パソ
コ ンおよびサービスですべてのアプ リ ケーシ ョ ンを停止し ます。

Ê リ モー ト  SQL Server で SQL Server Management Studio または SQL 
Server Enterprise Manager を開き、 リ モー ト イ ンス タ ンスに接続し ま
す。

Ê ServerView データベースの現在のパスを取得し ます。

Ê ローカルデータベースでの上記の説明のとお り に、 リ モー ト  SQL 
Server にある既存のデータベースの接続を解除し ます。
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4.6  ローカルから リ モー ト  SQL Server への ServerView データベースの移動

Ê データベースフ ァ イルをローカルサーバから コ ピーし た該当フ ァ イル
と置換し ます。

Ê データベースに再接続し ます。

8. 移行時にデータベースが SQL Server 2000 から  SQL Server 2005 にア ッ プ
グレー ド された場合、 ア ッ プグレー ド されたデータベースで以下のコマン
ド を実行する こ と をお勧めし ます （Query Analyzer または Management 
Studio）。

DBCC UPDATEUSAGE ('ServerViewDB')

9. リ モー ト  SQL Server イ ンス タ ンスでデータベースをバッ クア ッ プ し ます。

10.前のイ ンス ト ール （手順 3 で指定） で保存されたフ ォルダをローカル管理
用サーバ / パソ コ ンの該当する フ ォルダにコ ピーし ます。

11. 後にローカル管理用サーバ / パソ コ ンのサービス 「ServerView 
Services」 および 「ServerView Download Service」 を再起動し ます。
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4.7 負荷分散の変更

ServerView を使用し て受けるシステム負荷、 または、 同時実行のジ ョ ブ数を
変更する こ とができます。

以下のサービスは、 同時実行の数を ini フ ァ イルで定義されてた数だけジ ョ ブ
を開始し ます。

これらの構成フ ァ イルはすべてセクシ ョ ン 「GLOBALS」 で変数
「ConcurrentJobsAllowed」 を保持し ます。 その場所で得られた数は、 開始さ
れる同時実行ジ ョ ブの数を示し ています。

例

すべてのサーバのアーカ イブが有効で、 サーバリ ス ト には 100 の管理可能
なサーバがあ り ます。 ConcurrentJobsAllowed が SVArchiveServer.ini で 30 
に設定されている場合、 同時に有効化するサーバは 30 あ り ます。

30 の開始されたジ ョ ブの 1 つのサーバについてアーカ イブが完了する と、
別のサーバのアーカ イブが開始されます。 これは、 100 のサーバがアーカ
イブ されるまで、 繰り返されます。

「ConcurrentJobsAllowed」 の現在のデフ ォル ト 値は以下のとお り です。

ArchiveService <scripts>\ServerView\SnmpArchive\SVArchiveServer.ini

DownloadService <scripts>\ServerView\Download\DownloadServer.ini

ExportService <scripts>\ServerView\SnmpExport\ExportServer.ini

InventoryService <scripts>\ServerView\SnmpInventory\SVInventoryServer.ini

SVArchiveServer.ini 30

DownloadServer.ini 19

ExportServer.ini 30

SVInventoryServer.ini 30
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I 1. ConcurrentJobsAllowed の数を変更する前に

ConcurrentJobsAllowed の数を変更する前に、 各サービスのジ ョ ブ
が実行されていないこ と を確認し て く だ さい。 「ArchiveService」、
「DownloadService」、 「ExportService」 の場合、 タ ブ設定の各 GUI 
で簡単にに確認する こ とができます。 タ スクのステータ スを示す青
色の矢印がある場合、 そのサーバのジ ョ ブは実行中です。

「 InventoryService」 の場合、 「SnmpInventory」 のプロセスが実行さ
れているかど うかを、 プロセス リ ス ト で確認し て く だ さい。
Windows の場合、 タ スクマネージャでプロセス リ ス ト を表示でき
ます。

2. MSDE 2000 および同時実行のジ ョ ブ

Windows でのデータベースサーバと し て MSDE 2000 を使用し てお
り、 SQL Server ログフ ァ イルの同時実行違反のメ  ッ セージが表示
されている場合、 「ConcurrentJobsAllowed」 の数を減らすこ とによ
り、 同時実行違反を解決する こ とができます。

以下の方法をお勧めし ます。

a) Inventory Service の 「ConcurrentJobsAllowed」 の数を 「10」 に
減ら し ます。

b) 「ArchiveService」、 「DownloadService」、 「ExportService」、
「InventoryService」 のタ スク を同時に開始し ないよ う にし ます。

c) 他のサービスの場合、 「ConcurrentJobsAllowed」 の数を減ら し
ます。

3. 同時実行ジ ョ ブの数を減らすこ とによる影響

同時実行ジ ョ ブの数を減らすこ とによる影響と し て、 一方ではシス
テムの負荷が減り、 他方ではサーバのグループで タ スク を完了する
のに時間が掛かり ます。
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4.8 エ ラー診断

ServerView データベースでエラーが発生する場合、 エラー診断のため、 各種
フ ァ イルおよび情報を、 富士通のカス タ マヘルプデ ィ スクに送信する こ とが
できます。

4.8.1 ログフ ァ イル

ServerView データベースのイ ンス ト ール時にエラーが発生する場合、 以下の
ログフ ァ イルを採取し て く だ さい。

– %TEMP%\serverview.log
– <DatabaseLog>\svsqldb.log
– %windir%\ServerViewDB.ini

イ ンス ト ールエラーが Wise SQL Scripts または bcp による フ ァ イルのイ ン
ポー ト 中に発生する場合、 <DiagnosePath> デ ィ レ ク ト リ を圧縮し て く だ さ
い。 ServerView を ServerView データベースに接続処理中にエラーが発生する
場合、 <SVCommon> デ ィ レ ク ト リ にあるログフ ァ イル *.log を採取し て く だ
さい。

関連する環境変数 （%TEMP% および %windir%） をその値で置換し ます。 す
べての Windows OS では、 変数の値は set コマン ド による コマン ド プロンプ
ト に表示されます。 

コマン ド プロンプ ト に以下のコマン ド を入力し て、 角括弧にワイルド カー ド
を取得し ます。

type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr /B DatabaseLog
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr /B DiagnosePath
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr /B SVCommon
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4.8.2 エラーイベン ト の重要な情報

エラーイベン ト では、 以下の情報が重要です。

– Operations Manager のバージ ョ ン

「ソ フ ト ウ ェ ア」 のエン ト リ 「Fujitsu ServerView Operations Manager 」
を ク リ ッ ク し てから、 サポー ト 情報を ク リ ッ ク し ます。

– OS のバージ ョ ン

Windows エクスプローラ を開いて、 ヘルプ メ ニューから 「バージ ョ ン情
報」 を選択し ます。

– OS の言語

– イ ンス ト ールされているデータベース （SQL Server 2008/2005/2000 また
は MSDE 2000）

入力プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

osql -S <SQL Server instance> -E
select @@version
GO

以下のよ う な詳細が表示されます。

Microsoft SQL Server 2005 - 9.00.3042.00 (Intel X86)

Feb 9 2007 22:47:07
Copyright © 1988-2005 Microsoft Corporation
Express Edition on Windows NT 5.2 (Build 3790: Service Pack 
1)

– イ ンス ト ールされている言語

入力プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

osql -S <SQL Server instance> -E
select @@language
GO
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4.8.3 ServerViewDB_log.LDF フ ァ イルの肥大化

150 ページの 「ServerView データベースのバッ クア ッ プ」 の項に記載されて
いるよ う に、 完全バッ クア ッ プモー ドのバッ クア ッ プジ ョ ブを定期的に実行
し なかった り一定期間実行し なかった り する と、 ト ラ ンザクシ ョ ンログフ ァ
イル ServerViewDB_log.LDF のサイズが非常に大き く なる こ とがあ り ます。 こ
のよ う な場合は、 手動でサイズを小さ く する必要があ り ます。

I  ïWèÄ バッ クア ッ プモー ド のバッ クア ッ プジ ョ ブがないこ とは
ServerViewDB_log.LDF のサイズがこれ以上大き く ならないこ と を意味
し ます。 

以下を実行し ます。

1. ServerViewDB_log.LDF file フ ァ イルのサイズをチ ェ ッ ク し ます。

フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

– SQL Server 2000 エデ ィ シ ョ ンの場合
%ProgramFiles%\Microsoft SQL Server\MSSQL$<Instance_name>\Data\

– SQL Server 2008/2005 エデ ィ シ ョ ンの場合
%ProgramFiles%\Microsoft SQL Server\MSSQL.<n>\MSSQL\Data\

ServerViewDB_log.LDF フ ァ イルが ServerViewDB.mdf フ ァ イルよ り大きい場
合、 圧縮する必要があ り ます。

2. フ ァ イル ServerViewDB_log.LDF を圧縮し ます。

● サービス 「ServerView Services」 と 「ServerView Download Service」
を停止し ます。

● 該当する場合、 データベース管理プログラムを閉じ ます。

● 「dbcc_shrink.sql」 スク リ プ ト を呼び出し ます。

Operations Manager バージ ョ ン 4.91 では、 圧縮用に
「dbcc_shrink.sql」 スク リ プ ト が用意されています。 スク リ プ ト は
<DllPath>\Tools デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 このデ ィ レ ク ト リ には、 ド
キュ メ ン ト  Shrink_ServerViewDB_log.LDF.doc も格納されてお り、 この
問題に関し て必要に応じ て更新された詳細な説明があ り ます。

スク リ プ ト を実行するには、 入力プロンプ ト に以下のコマン ド を入力
し ます。

type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr Server_instance
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr -i DllPath=
cd /d <DllPath>\Tools
osql -S <Server_instance> -E -i dbcc_shrink.sql -n
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● フ ァ イルのサイズを再度チ ェ ッ ク （1 を参照） し て、
ServerViewDB_log.LDF フ ァ イルが ServerViewDB.mdf フ ァ イルよ り も小
さいこ と を確認し ます。

● サービスを起動し ます。

Ê SQL Server エージ ェ ン ト 「SQLSERVERAGENT」 （SQL Server 
2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 以外） を起動し ま
す。

Ê 開始タ イプを 「自動」 に設定し ます （SQL Server 2008 
Express/2005 Express および MSDE 2000 以外）。

Ê サービス 「ServerView Services」 と 「ServerView Download 
Service」 を開始し ます。

Ê そ し て、 バッ ク ア ッ プジ ョ ブ JobServerViewLongInterval を開始し ま
す。

バッ クア ッ プジ ョ ブ JobServerViewLongInterval はデータベース と ト ラ ンザ
クシ ョ ンログのバッ クア ッ プを作成し、 バッ クア ッ プ フ ァ イル 
ServerViewDBData.bak および ServerViewDBLog.bak のサイズを小さ く し ま
す。 

SQL Server 2008 Express/2005 Express と  MSDE 2000 の場合、対応する 
SQL Server エージ ェ ン ト と他のすべての SQL Server のエデ ィ シ ョ ンにつ
いて、 バッ クア ッ プジ ョ ブは Windows タ スクスケジューラで実行されま
す。

3. 推奨事項

完全 バッ クア ッ プモー ド では、 ServerView バッ クア ッ プジ ョ ブが正常に
実行されている こ と をチ ェ ッ ク し ます。 詳細情報については、 150 ページ
の 「ServerView データベースのバッ クア ッ プ」 の項を参照し て く だ さい。

定期的に実行されるバッ クア ッ プジ ョ ブ JobServerViewHourly によ り、
ServerViewDB_log.LDF のサイズが大き く な りすぎないよ う にし ます。 この
ジ ョ ブはフ ァ イル内にある毎時実行する際に不要な部分を削除し ます。 

4. 追加の ト ラ ブルシューテ ィ ング

バッ クア ッ プジ ョ ブのエラー メ ッ セージは ERRORLOG.* と呼ばれるログ
フ ァ イルに記載されています。 これらのフ ァ イルは、使用する SQL Server 
の LOG デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 For MSDEMSDE 2000 の場合、 フ ァ イ
ルは以下のデ ィ レ ク ト リ に格納されています。
%ProgramFiles%\Microsoft SQL Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\LOG\.
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ログフ ァ イルに以下のメ ッ セージが表示される場合、 適切な対策を行う 必
要があ り ます。

"The backup data in 'ServerViewDBLog' is incorrectly 
formatted. Backups cannot be appended, but existing backup 
sets may still be usable."

バッ クア ッ プを新規作成する場合、 既存のバッ クア ッ プデバイスのフ ォー
マ ッ ト を整える必要があ り ます。 以下の場合、 再フ ォーマ ッ ト する必要が
あ り ます。

1. バッ クア ッ プが中断された。

2. デ ィ スク エラーが発生し た。

3. 使用可能なデ ィ スク領域が十分ない。

4. バッ クア ッ プパスを検出できなかった。

5. バッ クア ッ プ作成時に書き込みエラーが発生し た。 

バッ クア ッ プの再フ ォーマ ッ ト :

Ê 原因を検出し、 対処し ます。
すべての可能性をチ ェ ッ ク し ます （上記を参照）。 1. および 2. の場合 :
追加情報について、 イベン ト 表示でアプ リ ケーシ ョ ン と システムログ
をチ ェ ッ ク し ます。

Ê 入力プロンプ ト に以下のコマン ド を入力し て、 ServerView バッ クア ッ
プ フ ァ イルのバッ クア ッ プパス <DBBackupPath> を検出し ます。

type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr DBBackupPath
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr Server_Instance
osql | sqlcmd -S <Server_Instance> -E

SQL Server 2008/2005 で sqlcmd を使用し ている場合。

Ê バッ クア ッ プ フ ァ イルを フ ォーマ ッ ト し ます。

BACKUP DATABASE ServerViewDB TO DISK = 
'<DBBackupPath>ServerViewDBData.bak' WITH FORMAT, 
MEDIANAME='ServerViewDB'
GO
BACKUP LOG ServerViewDB TO DISK =
'<DBBackupPath>ServerViewDBLog.bak' WITH FORMAT, 
MEDIANAME='ServerViewDB'
GO
quit
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Ê ServerView バッ クア ッ プジ ョ ブを正常に実行し ている こ と を確認し、
150 ページの 「ServerView データベースのバッ クア ッ プ」 の項を参照
し て く だ さい。 
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4.8.4 ServerView データベースのエクスポー ト

エラー診断の場合、 ServerView データベースのコ ピーおよび ト ラ ンザクシ ョ
ンログをサービスセン ターに送信する必要がある場合があ り ます。

このまれなイベン ト では、 サービス 「MSSQL$SQLSERVERVIEW」 または
「MSSQLSERVER」 を停止し て、 データベースをオフ ラ イ ンに切り替える こ
と をお勧めし ます （SQL Server 2008/2005 の場合、 サービス名は 「SQL 
Server (SQLSERVERVIEW)」 または 「SQL Server (MSSQLSERVER)」）。 こ
れらのサービスの停止後、 誰もデータベースにアクセスできな く な り ます。
し たがって、 このセクシ ョ ンで説明された手順は、 毎日繰り返し使用される
こ とに適し ていません。 しかし、 エラー解析のために、 ServerView データ
ベースフ ァ イルや ト ラ ンザクシ ョ ンログフ ァ イル （拡張子 .mdf） を イ ンポー
ト する こ とは、 データベースのバッ クア ッ プ フ ァ イル （拡張子 .bak） から復
元するよ り も管理しやすいです。

これには、 以下の手順が必要です。

– エラーに関する重要な情報を見つけ出し、 183 ページの 「エラーイベン ト
の重要な情報」 の項を参照し て く だ さい。

– ServerView データベースおよび ト ラ ンザクシ ョ ンログのデ ィ レ ク ト リ を
検出し ます。

Enterprise Manager、 DbaMgr2k、 SQL Server Management Studio の場合

Ê Enterprise Manager または DbaMgr2k を起動し ます。

Ê SQL Server イ ンス タ ンスを選択し ます。

Ê 「データベース」 → 「ServerViewDB」 を選択し てから、 コ ンテキス ト
メ ニューの 「プロパテ ィ 」 を選択し ます。

Ê 「データ フ ァ イル」 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

「場所」 列にフ ァ イル ServerViewDB.mdf のパス名が含まれています。
SQL Server Management Studio の 「パス」 列には、 パス名が含まれて
います。

Ê Enterprise Manager または DbaMgr2k で、 「 ト ラ ンザクシ ョ ン ログ」 タ
ブに切り替えます。

「場所」 列にフ ァ イル ServerViewDB_log.LDF のパス名が含まれていま
す。
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osql の場合

Ê osql を起動し て、 以下のコマン ド を入力し ます。

use ServerViewDB
exec sp_helpfile
GO

「filename」 列にはパス名が表示されます。

– サービス 「SQL Server <DbService>」 を停止し ます。 「DbService」 の下
にある構成フ ァ イル ServerViewDB.ini でサービス名が検出できます。

– Service Center にフ ァ イル ServerViewDB.mdf および ServerViewDB_log.LDF
を ト ラ ンザクシ ョ ンログと一緒に送信し ます。

– サービス 「SQL Server <DbService>」 を開始し ます。
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5 コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェ イス

5.1 コマン ド ラ イ ンによる Operations Manager
のイ ンス ト ール

メ ニューによる イ ンス ト ールだけでな く 、 Windows のコマン ド ラ イ ンによ っ
ても、 Operations Manager および ServerView イベン ト マネージャ を イ ンス
ト ールできます。 ServerView Suite DVD 1 をセ ッ ト し、 Operations Manager 
のイ ンス ト ールパッ ケージを解凍するよ う に指定し て く だ さい。 なお、 フ ァ
イルを出力するデ ィ レ ク ト リ を指定する こ と もできます。

自動イ ンス ト ールの場合、 以下の各オプシ ョ ンのデフ ォル ト 値について定義
する構成フ ァ イル （silent_install.ini） があ り ます。

– イ ンス ト ールパス

– Web サーバ

– ポー ト 番号

– ホス ト 名

– IP ア ド レス

このフ ァ イルを編集し て要件に合わせて調整する こ とができます。 この構成
フ ァ イルによ って、 イ ンス ト ールダイアログが表示されないサイ レン ト イ ン
ス ト ールを行う こ とができます。

イ ンス ト ール中に、 以下の条件を満たすイ ンス タ ンスがシステムにイ ンス
ト ールされているかど う か、 チ ェ ッ ク を行います。

– MSDE 2000 （Service Pack 4）、 または SQL Server 2005 Express が SQL 
Server のイ ンス タ ンス名 「SQLSERVERVIEW」 で存在する。

– 別のイ ンス タ ンス名で SQL Server 2008/2005/2000 
Standard/Enterprise/Workgroup Edition が存在する。

条件を満たすイ ンス タ ンスが見つからない場合、 Windows 2003 の場合は
MSDE 2000 が、 Windows 2008 の場合は SQL Server 2005 （Express） がイ
ンス ト ールされます。
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サイ レン ト イ ンス ト ール

サイ レン ト イ ンス ト ールを実行するには、 コ マン ド ラ イ ンに切り替えます。
以下の呼び出し で自動イ ンス ト ールを開始し ます。

start /wait serverview.exe  /s

イ ンス ト ール完了後、 アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ログの Windows イベン ト 表
示でイ ンス ト ールが正常に完了し たかど うかを確認し ます。 イ ンス ト ールロ
グは %TEMP%\MSIsvinst.log フ ァ イルで確認できます。

I Operations Manager は ODBC V3.51 （Service Pack 1） のダイナ ミ ッ
ク リ ン ク ラ イブ ラ リ と一緒にイ ンス ト ールされます。 これらに含まれ
る DLL よ り 新のバージ ョ ンがシステムにイ ンス ト ールされている場
合、 異なるバージ ョ ンに伴う エラー メ ッ セージが表示される可能性が
あ り ます。 この問題が発生し た場合には、 Microsoft のサポー ト 情報を
調べ、 記事 ID Q170769、 PRB: "ODBC Resource DLL is a Different 
Version Than..." とい う エラーを確認し て く だ さい。 この記事は、 問題
についての概要を説明し、 その解決方法を示し ています。 記事は以下
の Web で検索できます。 
http://support.microsoft.com/support/kb/articles/Q170/7/69.asp.

http://support.microsoft.com/support/kb/articles/Q170/7/69.asp.
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5.2 osql によるデータベース管理 （Windows）

SQL Server 2000 または MSDE 2000 は、エン タープ ラ イズマネージャまたは 
DbaMgr2K だけでな く 、 osql でも管理できます。 SQL Server 2000 または 
MSDE 2000 がイ ンス ト ールされている場合、 同様に osql がイ ンス ト ールさ
れます。 osql を使用し て、 以下の機能を実行する こ とができます。

– MSDE 2000 の製品バージ ョ ンおよび言語をチ ェ ッ クする

– バッ クア ッ プのタ イ ミ ングをチ ェ ッ クおよび指定する

– ジ ョ ブの属性を変更し てスケジュール設定を変更する

– ServerView データベースを リ ス ト アする

MSDE 2000 の製品バージ ョ ンおよび言語をチ ェ ッ クする

以下のよ う にし て MSDE 2000 の製品バージ ョ ンおよび言語をチ ェ ッ クする
こ とができます。

Ê 入力プロンプ ト に切り替えます。

Ê 以下のコマン ド で osql を起動し ます。

osql -S <SQL Server instance> -E
xp_msver
GO

必要な情報は 2 ProductVersion および 3 Language とい う エン ト リ です。

quit コマン ド を使用し て osql を終了し ます。

バッ クア ッ プジ ョ ブの設定のタ イ ミ ングをチ ェ ッ クおよび指定する

以下のよ う にし て自動的に実行されるバッ クア ッ プジ ョ ブの設定のタ イ ミ ン
グをチ ェ ッ クできます。

Ê コマン ド プロンプ ト を起動し ます。

Ê 以下のコマン ド で osql を起動し ます。

osql -S <SQL Server instance> -E -Q "use ServerViewDB exec 
SVGet_JobInfo" -w 300 -s "TAB" -o <output_filename>
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Excel で出力フ ァ イルを開 く こ とができます。 frq_type と frq_interval で時間間
隔の値を探し ます。 freq_type の値が 4 （daily） である場合、 freq_interval の値
が日数です。 freq_type の値が 8 （weekly） である場合、 freq_interval is の値は
以下のとお り です。

1 = 日曜日
2 = 月曜日
4 = 火曜日
8 = 水曜日
16 = 木曜日
32 = 金曜日
64 = 土曜日

ジ ョ ブの属性およびスケジュール設定の変更

ジ ョ ブの属性およびスケジュール設定を変更する と きには、 保存し たプロ
シージャ 「sp_update_jobschedule」 および 「sp_update_job」 を使用する こ と
ができます。

プロシージャは Microsoft MSDN オン ラ イ ンページで説明されています。

Ê Microsoft Web サイ ト （www.microsoft.jp） を開きます。

Ê MSDN オン ラ イ ンを選択し ます。

Ê これらのプロシージャ を探し ます。

バッ クア ッ プジ ョ ブが正常に実行される と、 <DbBackupPath> デ ィ レ ク ト リ
に Control*.txt フ ァ イルが見つかり ます。 DbBackupPath の下にある構成フ ァ
イル ServerViewDB.ini でパス名を検索し ます。

ServerView データベースを リ ス ト アする （Windows）

ServerView データベースを リ ス ト アする前に、 初にデータベースへのアク
セスを制限する必要があ り ます。 その後、 データベース と ト ラ ンザクシ ョ ン
ログを リ ス ト アできます。

Ê コマン ド プロンプ ト を起動し ます。

Ê 以下のコマン ド で osql を起動し ます。

osql -S <SQL Server instance> -E

www.microsoft.jp
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データベースへのア ク セスの制限

以下のコマン ド を使用し てデータベースへのアクセスを制限し ます。

exec sp_dboption 'ServerViewDB', 'dbo use', 'true'
GO

データベースのバッ ク ア ッ プを リ ス ト アする

以下のコマン ド、 オプシ ョ ン NORECOVERY を使用し て、 選択し たデータ
ベースのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

RESTORE DATABASE [ServerViewDB] FROM  DISK = 
'<Path>\ServerViewDBData.bak' WITH  FILE = <Position>,
NORECOVERY,
MOVE 'ServerViewDB' TO '<Drive>:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\Data\ServerViewDB.mdf'
GO

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グを リ ス ト アする

以下のコマン ド、 オプシ ョ ン NORECOVERY を使用し て、 選択し た ト ラ ンザ
クシ ョ ンログのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

RESTORE LOG [ServerViewDB] FROM  DISK =
'<Path>\ServerViewDBLog.bak' WITH  FILE = <Position>,
NORECOVERY,
MOVE 'ServerViewDB_log' TO '<Drive>:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\Data\ServerViewDB_log.LDF'
GO

最新 （最後） の ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グを リ ス ト アする

以下のコマン ド を使用し て、 新 （ 後） の ト ラ ンザクシ ョ ンログを リ ス ト
ア し ます。

RESTORE LOG [ServerViewDB] FROM  DISK = 
'<Path>\ServerViewDBLog.bak' WITH  FILE = <Position>,
RECOVERY,
MOVE 'ServerViewDB_log' TO '<Drive>:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\Data\ServerViewDB_log.LDF'
GO
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6 Fujitsu Technology Solutions
Software License Agreement for 
End User

1. Subject of this Agreement

1.1 For the purposes of this agreement “Software” shall mean the software with 
the object code, the version and the specification indicated in the software 
product data sheet of Fujitsu Technology Solutions.

The Software consists of machine-readable instructions and/or printed 
documentation and related licensed materials.

1.2 Please read this agreement carefully before you use the Software. If you do 
not agree with the license terms in this agreement, you are not permitted to use 
the Software and must immediately return all copies of the Software and all 
accompanying items to the Licensor/Sublicensor (either Fujitsu Technology 
Solutions or the reseller who supplied you with the Software) with proof of 
purchase for a full refund.

1.3 Any use of the Software requires the proper payment of the applicable 
license fees. By using the Software you agree to be bound by the terms of this 
agreement.

1.4 Fujitsu Technology Solutions reserves the right to implement at any time in 
the future an additional software license key and/or license certificates as 
countermeasures against software piracy.

1.5 Software components from third-party software suppliers which are part of 
the scope of the delivery are subject to separate license agreements that are 
included with the Software or that are transmitted by Fujitsu Technology 
Solutions upon request.

2. End User License

2.1 Fujitsu Technology Solutions grants you a non-exclusive and non-
transferable license to use the Software on the number of workstations for 
which you have purchased licenses. Unless you purchase additional licenses, 
you are not permitted to operate the Software on more than the maximum 
number of licensed workstations or on hardware that exceeds the specified 
type.
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You are permitted to make a backup copy of the Software for archiving 
purposes, provided you properly mark the copy or partial copy of the Software 
with the copyright notice and any other ownership information.

2.2 You are not permitted to copy, modify or distribute the Software. 
Furthermore, you are not permitted to re-compile, re-engineer, convert, revise, 
compile or modify the Software. You may not sub-license, without selling the 
related hardware, assign, rent, lease or transfer the Software except as 
expressly permitted by this agreement or due to mandatory legal regulations.

2.3 If you acquired the Software as a program upgrade, your license for the use 
of the old software version ends automatically with the installation of the 
upgrade version of the Software. If parts of the old software version are not 
replaced by the upgrade version, the license for the old version continues to be 
effective until the remnants of the old software version are also replaced or 
deactivated or shut down in any other way.

2.4 Unless specified otherwise in the respective software data sheet of Fujitsu 
Technology Solutions, the license for a software version or release does not 
give you any rights to new releases (updates), new versions (upgrades) or 
technical support services for the Software. Supplemental software support 
contracts and maintenance services, including or excluding new releases and 
new versions and additional technical support services, can be purchased 
separately either from Fujitsu Technology Solutions directly or from authorized 
software resellers.

3. Downloading

For Software supplied by Fujitsu Technology Solutions over a network or a 
similar distribution path, the following additional conditions shall apply: 
All products supplied for downloading by Fujitsu Technology Solutions are 
selected, made available and — if supplied by third parties — provided without 
modification. However, you are fully responsible for ensuring the most current 
version and usability of downloadable material for your own purposes and on 
your own system. You download Software at your own risk. Fujitsu Technology 
Solutions will not accept any liability, particularly not for transmission errors or 
problems that arise during the downloading process (line failures, connection 
interruptions, server failures, data corruption, etc.). 

The website of Fujitsu Technology Solutions is operated and administered only 
for those countries in which Fujitsu Technology Solutions has one or more 
offices. Fujitsu Technology Solutions accepts no responsibility that Software 
and/or documentation can or may be downloaded from a Fujitsu Technology 
Solutions website also in locations other than the countries mentioned above. If 
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you access a website of Fujitsu Technology Solutions from abroad, you are fully 
responsible for complying with any local regulations. Fujitsu Technology 
Solutions expressly prohibits the downloading of Software and/or 
documentation from a Fujitsu Technology Solutions website in countries where 
such downloading is considered illegal.

4. Copyright

All rights and licenses, unless they are expressly granted to you in this license 
terms, as well as all property and usage rights related to the Software (including 
parts of the Software) remain fully with Fujitsu Technology Solutions and/or its 
third-party licensors.

The license terms do not authorize you to use the brands, logos or trademarks 
of Fujitsu Technology Solutions or its third-party licensors, nor are you permitted 
to use any other brands which are deceptively similar to the brands, logos or 
trademarks of Fujitsu Technology Solutions. Each and any use of brands, logos 
or trademarks with respect to the Software or Fujitsu Technology Solutions 
requires the express consent of Fujitsu Technology Solutions.

5. Licensor’s warranty and liability disclaimer, if Software is sold and 
delivered by Reseller

If you acquire the Software directly from an authorized reseller (called 
“Reseller”), the right to install and use the Software may be subject to additional 
software license conditions agreed upon between you as the licensee and the 
respective reseller.

In all cases of an authorized software resale, the software is sublicensed and 
made available to the licensee directly by the Reseller. In such cases, Fujitsu 
Technology Solutions is not a contractual party of the software license 
agreement between you, as licensee and the Reseller, as far as the 
procurement of the software licenses are concerned. Legal claims in connection 
with the software licensing can therefore be asserted only on the basis of the 
agreements with the Reseller. Under no circumstances, however, will the 
respective scope of the license for the licensee exceed the scope of the license 
agreements as specified in sections 1, 2, 3 and 4 of this agreement.

Subject to mandatory legal regulations, particularly those governing liability 
and/or warranties, which cannot be excluded in connection with end user 
license agreement regulations and with reference to the licensee’s claims 
against the Reseller, Fujitsu Technology Solutions disclaims all warranties for 
the Software in this agreement. 
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For the same reason, Fujitsu Technology Solutions disclaims any and all 
liability/claims for any violations of third parties’ rights as well as any implied 
warranties for the software’s marketability and its suitability for a particular 
purpose. This disclaimer of liability does not apply in cases of willful or malicious 
behavior by Fujitsu Technology Solutions.

In this End User License Agreement, Fujitsu Technology Solutions grants no 
warranties of any kind, either express or implied.

6. Disclaimer of liability with respect to shareware, freeware and/or open 
source software components

6.1 The Software may contain freeware or shareware which Fujitsu Technology 
Solutions received from a third party. Fujitsu Technology Solutions paid no 
license fees for the use of this freeware or shareware. Accordingly, the licensee 
is not charged any license fees for the use of the freeware or shareware. You 
recognize and accept that Fujitsu Technology Solutions therefore grants no 
warranties with respect to such freeware or shareware components and does 
not assume any liability in connection with the ownership, the distribution and/or 
the use of the respective freeware or shareware.

6.2 The Software may also contain open source software components that were 
developed according to the “open source model” and which are distributed 
exclusively on the basis of the GPL (General Public License: 
http://www.gnu.org/copyleft/gpl.html) terms and conditions or other standard 
open source standard license terms and conditions applicable to the respective 
open source components at the time of their dissemination. You recognize and 
accept that the licensing of such open source software components is governed 
exclusively by the above-mentioned GPL terms or by the conditions which are 
otherwise included with the open source software components. Fujitsu 
Technology Solutions receives neither license fees nor any other compensation 
for the delivered open source software components. As far as Fujitsu 
Technology Solutions or a third party receives any compensation in connection 
with open source software components, it is received exclusively for additional 
delivery items and/or services.

Because of the special nature of the development and distribution of open 
source software components, Fujitsu Technology Solutions assumes no 
express or implied liability for such components and excludes any kind of 
warranty for such open source software components, particularly in connection 
with missing specifications, lack of functionality, programming errors or any 
other malfunctions. 
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7. General limitations of liability

7.1 Neither Fujitsu Technology Solutions nor its suppliers are liable for any 
consequential or indirect damages, including damages arising as a result of or 
in connection with an operational interruption, lost profits or sales, lost data, or 
costs of capital. Fujitsu Technology Solutions and its suppliers will not be liable 
for additional ancillary or consequential costs or for any other losses, costs or 
expenses of any kind which arise as a result of the holding, sale, use or 
impossibility of use of the Software, independent of whether such claims are 
asserted due to warranty rights, contracts, tort or any other legal theory.

7.2 The liability of Fujitsu Technology Solutions for direct damage caused as a 
result of a contract violation and/or other action or lapse on the part of Fujitsu 
Technology Solutions which have not been excluded or cannot be completely 
excluded due to mandatory law are limited to no more than €250,000.00. Any 
and all other liabilities for direct damage are excluded. Damage caused by 
Fujitsu Technology Solutions as a result of slight negligence are excluded to the 
extent permitted by applicable legal regulations. 

7.3 Limitations and exclusions of liability resulting from this agreement do not 
apply to damage where Fujitsu Technology Solutions carries compulsory 
liability according to applicable laws and where such liability cannot be limited 
to a maximum amount (for example, liability for bodily damage; product liability 
or fraudulently incorrect information).

8. Export controls

Due to its components as well as the nature or purpose of these components, 
the export of the Software and/or its accompanying documents may be subject 
to official or regulatory approval. In cases where the Software is intended for 
export, you are obliged to get all approvals and authorizations required to 
comply with all relevant export regulations.

The Software may not be exported if there is reason to assume that the 
Software will be used in connection with nuclear, chemical or biological 
weapons or for missile technology. Furthermore, you may not deliver the 
Software — or have it delivered indirectly — to such companies or persons who 
are listed in the applicable U.S. export regulations (particularly the Table of 
Denial Orders/U.S. Denied Persons Lists (DPL) or in the E.U. export regulations 
(particularly the EU Terrorist List) or in the applicable warnings issued by the 
German export authorities or any other competent authorities in any country.
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Under no circumstances is Fujitsu Technology Solutions obligated to deliver 
software, patches, updates or upgrades, to provide software for download or to 
fulfill any other contractual commitments if this would be a violation of the 
applicable export regulations of the Federal Republic of Germany, the European 
Union, the United States of America or of any other countries.

If you export or re-export the Software or a copy of it, this may be a violation of 
applicable export laws and a severe violation of the terms of this agreement.

9. Miscellaneous

9.1 If any term or condition in this agreement or any other contract that is subject 
to the terms and conditions of this agreement turns out to be invalid or 
unenforceable (partly or in full), the validity of all other terms and conditions 
remains unaffected, unless complying with the remaining terms and conditions 
would represent an unreasonable hardship for either contract party, even with 
the application of applicable legal regulations to close the legal gap.

9.2 If you/ the licensee do not pay the license fees due and/or if the licensee 
does not comply with essential terms and conditions of this license agreement, 
Fujitsu Technology Solutions reserves the right to cancel the license. In case of 
such cancellation, you must immediately return any and all copies of the 
software in your possession and confirm the complete return [of the software 
copies] or the destruction of these copies in writing.

9.3 Neither you nor Fujitsu Technology Solutions is responsible or liable for the 
respective party’s non-compliance with its obligations if the reason for such non-
compliance is outside the party’s control due to force majeure.

9.4 Any and all modifications and/or amendments to these license terms and 
conditions are only valid if they are made in writing.
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10. Applicable law

10.1 These license terms and conditions are governed by the laws of the 
Federal Republic of Germany.

10.2 In the event that provisions of clause 10.1 are unenforceable, these license 
terms and conditions shall be governed by the laws of the country in which you 
acquire the Software, with the following exceptions: 1) In Australia, the terms 
and conditions of this license are governed by the laws of the state or sovereign 
territory in which the business contract is being concluded; 2) in Albania, 
Armenia, Belarus, Bosnia-Herzegovina, Bulgaria, Croatia, the Czech Republic, 
Georgia, Hungary, Kazakhstan, Kirgizia, the former Yugoslavian Republic of 
Macedonia (FYROM), Moldavia, Poland, Romania, Russia, Slovakia, Slovenia, 
the Ukraine and the Federal Republic of Yugoslavia, the terms and conditions 
of this license are governed by the laws of the Federal Republic of Germany; 3) 
in the United Kingdom [Great Britain], all disputes with respect to these license 
terms and conditions are governed by English law, and English courts have 
exclusive jurisdiction; 4) in Canada, the terms and conditions of this license are 
governed by the laws of the Province of Ontario; 5) in the United States of 
America and in Puerto Rico as well as in the People’s Republic of China the 
terms and conditions of this license are governed by the laws of the U.S. State 
of New York.
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関連マニュアル一覧

 ServerView Suite DVD 2 内には、 次のマニュアルが格納されています。 

これらのマニュアルは、  http://manuals.ts.fujitsu.com から もダウンロー ド できま
す。

[1] ServerView Suite 
Basic Concepts

[2] PRIMERGY Glossary 

[3] PRIMERGY Abbriviations 

[4] Secure PRIMERGY Server Management 
Enterprise Security
PRIMERGY server management for secure, 
highly available platforms
White Paper

[5] ServerView Suite 
Installation Manager
User Guide

[6] ServerView Suite 
Deployment Manager
User Guide

[7] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager 
Installation under Windows
Installation Guide

[8] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager 
Installation ServerView Agents for Windows
Installation Guide

[9] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager 
Installation under Windows
Quick Installation Guide

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://manuals.ts.fujitsu.com
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[10] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager
Installation under Linux
Installation Guide

[11] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager
Installation ServerView Agents for Linux
Installation Guide

[12] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager
Installation under Linux
Quick Installation Guide

[13] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager
ServerView Agents (Linux, VMware)
Quick Installation Guide

[14] ServerView Suite  
ServerView Operations Manager
Base Configuration Wizard
User Guide

[15] ServerView Suite 
ServerView Operations Manager
Server Management
User Guide

[16] ServerView Suite 
ServerView Inventory Manager
User Guide

[17] ServerView Suite 
ServerView Archive Manager
User Guide

[18] ServerView Suite 
Asset Management 
Command Line Interface
User Guide
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関連マニュアル一覧

[19] ServerView Suite 
ServerView RAID Manager
User Guide

[20] ServerView Suite 
ServerView Event Manager
User Guide

[21] ServerView Suite 
ServerView Threshold Manager
User Guide

[22] ServerView Suite 
ServerView Performance Manager
User Guide

[23] ServerView Suite 
ServerView Update Management
User Guide

[24] ServerView Suite 
ServerView Update Manager Express
User Guide

[25] ServerView Suite 
PrimeUp 
User Guide

[26] ServerView Suite 
Bootable Update CD
User Guide

[27] ServerView Suite 
ServerView Online Diagnostics
User Guide

[28] ServerView Suite 
Local Service Concept (LSC)
User Guide

[29] ServerView Suite 
PrimeCollect
User Guide
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[30] ServerView Suite 
ServerView Virtual-IO Manager
User Guide

[31] ServerView Suite 
ServerView Virtual-IO Manager CLI
Command Line Interface

[32] VMwareESXi Support of ServerView 
ServerView Operations Manager
Welcome Guide

[33] ServerView Suite 
ServerView Integration
Overview

[34] ServerView Suite 
ServerView Integration in MOM
User Guide

[35] ServerView Suite 
ServerView Integration Pack for MS SCOM
User Guide

[36] ServerView Suite 
ServerView Integration Pack for MS SMS
User Guide

[37] ServerView Suite 
DeskView and ServerView Integration Pack for Microsoft SCCM
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